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序論 二十世紀初期の中国文壇における探偵小説 
 
中国における文学の創作は、古代以来、多彩で豊かな歴史的伝統に彩られている。小説
に限っても、先秦の神話伝説から魏晋南北朝時代の志人及び志怪小説、さらには唐代の伝
奇本、宋代の話本、そして明清時代の章回小説に至るまで、いずれも中国文学史上におい
て決して無視できないものだ。しかし、それらの中国の多彩な文学的伝統の中に探偵小説
は存在しない。 
探偵小説を研究する前に、探偵について定義を下す必要があるだろう。探偵という言葉
は英語の detective から翻訳された。探偵小説の誕生地米国の辞書 Collins English 
dictionary1の解釈によると、探偵とは「A detective is someone whose job is to discover 
what has happened in a crime or other situation and to find the people involved. 
Some detectives work in the police force and others work privately.」となってい
る。『シャーロック・ホームズ』シリーズ2の誕生地イギリスの辞書 Oxford Dictionary of 
English3では、探偵について「A person, Especially a police officer, Whose job is to 
examine crimes and catch criminals.」と解釈されている。また日本の『広辞苑』4にお
ける探偵の解釈は「ひそかに他人の事情や犯罪の事実などをさぐること。また、それを職
業とする人」である。さらに、中国の『現代漢語詞典』5で「偵探」という言葉は「刺探
机密或偵査案件的人：便衣偵探。（機密を探り、または事件を調査する人。私服探偵）」と
解釈されている。つまり、事件や犯罪を調査することを職業とする人が探偵だと言える。
言うまでもなく、探偵小説は探偵を職業とする人を描く小説である。 
一般的な認識では、1841年、雑誌 Graham’s Magazineに発表されたエドガー・アラン・
ポー6（Edgar Allan Poe）の「モルグ街の殺人 (The Murders in the Rue Morgue)」が初
めての探偵小説とされている。この小説ではパリのモルグ街にできた殺人事件を描いた。
二人暮らしをしていた母娘が恐ろしい死に方をする。不思議なのは、部屋に置いている大
金が取られなかったことだ。隣人は被害者の叫び声と意味の分からない外国語を聞いただ
けで、殺人現場出てきた者は誰もいないと証言した。この事件を知ったデュパンは調査に
着手し、現場の調査と死者のつま先から発見された毛髪を手がかりに推理をして、最後に
人間ではない犯「人」であるオランウータンを捕まえたのである。この小説は、「エドガ
ー・アー・ランポーの手によって、探偵小説は基本的に成型された。彼は今までとは違う
                                                             
1 Collins出版社 2011年 11th Revised版。 
2 『シャーロック・ホームズ』シリーズは 19 世紀 80年代から 20世紀 20年代までコナ
ン・ドイルが書いた一系列の探偵小説である。 
3 Oxford University 出版社 2010年 3rd Revised 版。 
4 岩波書店 2008年第六版。 
5 商務印書館 2012年第六版。 
6 Edgar Allan Poe（1809―1949）、アメリカ作家、探偵小説の創立者。 
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小説の文体を創造した。同様に、この小説文体の美学的な特徴は人々に受けられ、認めら
れた後、自然と後の人のために比較的安定した固定的モデルを用意することになった。」7
［范 1999：753］と評されている。 
探偵小説はアメリカで生まれ、イギリスにおいて影響力を広めた。探偵小説と言えば、
コナン・ドイルと『シャーロック・ホームズ』シリーズがまず挙げられるだろう。アーサ
ー・コナン・ドイル8（Arthur Conan Doyle、本名は Arthur Ignatius Conan Doyle）が
書いた『シャーロック・ホームズ』シリーズは一番有名な探偵小説である。シリーズ最初
の作品「緋色の研究」（A Study in Scarlet）は 1887 年 11 月に『ビートンクリスマス
年鑑』（Beeton’s Christmas Annual）に発表され、その後「四つのサイン」（The sign of 
the four）はアメリカの 1890年 2 月号『リピンコット・マガジン』（Lippincott's Monthly 
Magazine）に、同時にイギリスの『ストランド・マガジン』（The Strand Magazine）にも
掲載された。それからホームズは莫大な人気を博し、その人気は今に続いている。 
1896 年、張坤徳が翻訳した「歇洛克呵爾唔斯笔記」9が上海の『時務報』10に掲載され
た。ここに探偵小説が初めて中国に登場したのである。その後、欧米の探偵小説は次々と
中国語に翻訳され、1907年以降には爆発的な発展を見た。この時代、「特徴は翻訳の数が
多く、種類が多く、翻訳者の人数も多かったことで、そのスピードはかなり早く、原作者
の創作とほとんど差がないほどだった。1907 年以降、いったいどれほどの探偵小説が翻
訳されたか、未だに完全な統計がない。少なく見積もっても 400冊（篇）以上はあるだろ
う。」11［郭 1998：159］その中で、言うまでもなく一番人気があるのは『シャーロック・
ホームズ』シリーズであった。1916年、程小青は周瘦鵑12らと一緒に文言で『シャーロッ
ク・ホームズ』シリーズを翻訳し、『福爾摩斯探案全集』十二冊として出版したが、これ
は 1937 年に至るまで 20 回余り再版された。また 1930 年、程小青は顧明道13らを誘い、
1916 年以降にコナン・ドイルが書いた『シャーロック・ホームズ』シリーズを含めた 54
篇の小説を白話で翻訳し、世界書局から『福爾摩斯探案大全集』として出版した。『シャ
                                                             
7 在爱伦•坡手中，侦探小说已基本成型。他创造了一种与众不同的小说文体，同样，当这
种小说文体的美学特征被人们所接受和确认之后，它也就在无形之中为后来者创造了一个较
为稳定的固定的模式。 
8 Arthur Conan Doyle（1859－1930）、『シャーロック・ホームズ』シリーズを創作した
世界で有名な探偵小説作家。 
9 The Adventure of the Crooked Man, The Adventure of the Naval Treaty, A Case of 
Identity, The Adventure of the Final Problemの計４篇である。 
10 1896年『時務報』9月第 6冊。 
11 其特点是翻译数量多，涉及面广，翻译队伍庞大，速度快，几乎与原著者的创作同步。
1907年之后，究竟翻译了多少部侦探小说，至今尚未有完全的统计，保守的估计当在 400
部（篇）以上。 
12 周瘦鵑（1895年 6月 30日～1968年 8月 11 日）、作家、雑誌編集者、鴛鴦蝴蝶派の代
表的な人物。 
13 顧明道（1897～1944）、武侠・恋愛小説家。 
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ーロック・ホームズ』シリーズの小説だけでなく、ほかの探偵小説も次々と翻訳された。
主なものに以下の作品がある。エドガー・アラン・ポーの小説は『杜賓偵探案』として、
1918年 1月に中華書局から出版された。モーリス・ルブラン14の探偵小説はそれぞれ『亜
森羅蘋奇案』（1918 年、中華書局により出版）と『亜森羅蘋案全集』（1925 年、上海大東
書局により出版）として翻訳、出版された。 
翻訳探偵小説の影響で、中国製の探偵小説も続々と世に出たのは理の当然と言えよう。
しかし、中国の最初の探偵小説はどの作品かについては今もまだ定論がない。「今のとこ
ろ分かっているのは、中国最初の探偵小説が 1907 年に上海商務印書館により発行された
「中国女偵探」である。」15［孔 1997：284］また、「今まで集まった資料から見ると、
中国最初の探偵小説は 1905年に『江蘇白話報』16第１期に載せられた挽瀾著の「身外身」
だ。」17［郭 2007：222］。その他、「中国の探偵小説は小生が最初に創作したものだ」18［兪 
1926：１］と 1915年に『礼拝六』19に彼の最初の探偵小説「柳梢頭」を発表した兪天憤20
は主張している。どの作品が中国の最初の探偵小説だとしても、それが中国の文学に新し
い小説ジャンルをもたらしたことは否定できまい。中国唐代から清代までの公案小説が探
偵小説だという声もあるが、筆者はこの点について同意できない。この点に関しては後の
部分で論じる。 
中国の探偵小説の誕生に伴い、探偵小説を掲載する雑誌も次々と現れてきた。主な雑誌
は『偵探世界』21、『紅玫瑰』22、『紫羅蘭』23、『大偵探』24などであり、その他、『快活』25
などの雑誌も探偵小説特集号を出したことがある。これらの雑誌で多くの探偵小説が発表
された。 
当時の有名な探偵小説作家には程小青、張碧梧26、陸澹安27、趙苕狂28などがいる。彼ら
は 20 世紀 10 年代中期から 1949年まで、数多くの探偵小説を創作し、一つ一つ独自の探
                                                             
14 Maurice Marie Émile Leblanc（1864－1941）、フランスの探偵小説作家。 
15 就目前所知，中国最早的侦探小说是上海商务印书馆 1907年出版的《中国女侦探》，作
者是吕侠。 
16 1904年 9月に創刊された新聞である。 
17 据现在所能看到的材料，中国最早的侦探小说当是 1905年在《江苏白话报》第 1期上
刊载的挽澜著的《身外身》。 
18 中國的偵探小說，本是在下始創的。 
19 1914年 6月に創刊された鴛鴦蝴蝶派の代表的な雑誌である。 
20 1881-1937、近現代小説家、雑誌編集者。 
21 1923年 6月から 1924年 5 月まで計 24期、世界書局により出版。 
22 1924年 7月 2日創刊、1932年 1月停刊。 
23 1925年 12月 16日創刊、計 96期、1930年 6月停刊。 
24 1946年 4月創刊、計 36期、1949年停刊。 
25 1922年創刊、計 36期。 
26 1891～不明、探偵小説家、雑誌編集者。 
27 1894～1980、探偵小説家、教師や雑誌編集者を歴任。 
28 1891～不明、通俗小説家、雑誌編集者。 
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偵世界を読者に示した。兪天憤は中国で最初に探偵小説に作品の内容に応じる写真を入れ、
また張碧梧は家庭内事件に拘る探偵を作り出し、さらに陸澹庵はプロでない探偵・李飛の
活躍を描いた。僅か数十年に満たない中国探偵小説史において、最も知られているのは程
小青である。前述のように程小青は『シャーロック・ホームズ』シリーズを次々と翻訳し
た。また、彼は『シャーロック・ホームズ』シリーズをまねて、20年代から 40年代まで、
探偵霍桑についての作品 72 編を創作した。彼の作品は大変人気があり、雑誌や新聞で発
表されただけではなく、単行本や選集などとしても出版された。そうしたことから、彼は
民国時期を代表する探偵小説作家であったと言えるであろう。 
新中国が成立した後、政治が原因で探偵小説はまもなく中国の文壇から姿を消した。そ
の後、『一只繍花靴』29や『梅花党』30などの反特小説31が探偵小説の代わりに読者の人気
を得たが、反特小説については本論文の討論範囲ではない。 
 
第一節、公案小説は探偵小説か 
 
名前通り、公案小説とは獄訟を題材とする小説である。「広義でいう散文の形式を以て
政治や刑事や民事などの案件と官吏の審判を描いたもので、その中の人物、物語の筋が比
較的完全な作品はすべて公案小説の範囲に入れられるはずである。」32［孟 1996：4］公
案小説は探偵小説であるかという討論が続いているが、一般的な観点では公案小説は探偵
小説ではないと見られる。「探偵小説は資本主義社会がある段階（私有財産が高度に集中
し且つ脅かされる）まで発展し、及び社会が科学を重視し、普遍的に科学に興味が持たれ
るようになった時の産物である。」「厳格に言うと、中国は 19 世紀まで探偵小説がなかっ
た。ある人33は唐代の『謝小娥伝』、宋代の『錯斬崔寧』、『勘皮靴単証二郎神』、『三現身
包龍図断冤』、清代の『包公案』、『海公案』まで、全部中国探偵小説の代表作だと言うが、
実はそれらの作品はすべて公案小説で、探偵小説ではない。概ね、20 世紀以前には我が
国には数多くの公案小説があったが、探偵小説は存在しなかった。」34［郭 2007：221］
                                                             
29 張宝瑞（1952―）作、文革の時に写本の形で広がった（張宝瑞著 2004北岳文芸出版
社『宝瑞真言』を参照）。 
30 同上。 
31 反特小説とは警察とスパイ（特務）との抗争を描写する小説。 
32 凡是以广义性的散文形式，形象地叙写政治、刑事、民事案件和官吏折狱断案的故事，
其中人物、情节、结构较为完整的作品，均应划入公案小说之列。 
33 黄沢新と宋安娜のことを指す。二人は『偵探小説学』（1996年、百花文芸出版社）で、
公案小説も探偵小説だと論じた。 
34 侦探小说是资本主义社会发展到一定阶段（即私有财产高度集中并受到威胁）以及社会
重视科学并对科学普及发生兴趣的产物。严格地说，中国 20世纪之前没有侦探小说。有人
把唐代的《谢小娥传》，宋代的《错斩崔宁》、《勘皮靴单证二郎神》、《三现身包龙图断冤》，
乃至清代出现的《包公案》、《海公案》，都作为中国侦探小说的代表作。其实这些作品均系
公案小说，并不是侦探小说。大体可以这样说，20世纪之前，我国虽有数量可观的公案小
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そもそも一般的な認識では、「モルグ街の殺人 (The Murders in the Rue Morgue)」が世
界で初めての探偵小説とされているわけで、もし公案小説も探偵小説だとするならば、探
偵小説の歴史は唐代まで遡ることになってしまい、文学史も改定しなければならなくなる。
公案小説が探偵小説と同じものであるならば、わざわざ探偵小説などという言い方を誕生
させる必要もないはずで、最初に『シャーロック・ホームズ』シリーズが翻訳された時、
それをイギリスの公案小説だと紹介すればよかったことになってしまう。程小青も「偵探
小説的多方面」35において、探偵小説はただ九十年しか歴史がないと言った。つまり、公
案小説と探偵小説はやはり違いがあるのだ。その違いに関して、概ね以下の表に纏めてみ
た。 
 事件の調査者 調査過程 調査方法 
公案小説 調査者が人徳を持つ 人物の運命を重視
する 
主観的に判断し、天か
らの助けを得る 
探偵小説 調査者が科学的知識を持
つ 
推理の過程に注目
する 
客観的に判断し、科学
と証拠を重視する 
表からわかるように、探偵小説における最も重要な内容としての調査方法について、科
学を使って、証拠を見つけるのは当然のことなのだが、公案小説はそれと違い、主観的に
判断をして、天からの助けを得ることによって、事件を審判する。「明代の人は短文十冊
を書き、『龍図公案』あるいは『包公案』と呼んだ。中には包拯が夢や鬼の話などにより
奇妙な案件六十三件を審判したことが記載されている。しかし、文章が拙劣であるので、
多分あまり字を知らない人が書いたのであろう。」36［魯 1925：193］と魯迅37も論じた。
調査方法の違いからだけでも、公案小説は探偵小説には属さないと判断できる。 
 
第二節、探偵小説の人気の理由 
 
２０世紀初期、中国において人口２万人以上の都市は３１２都市に達した。そのうち２
万人から５万人までの都市は２１６都市，５万人から１０万人までの都市は４６都市，１
０万人から５０万人までの都市は４１都市，５０万人以上の都市は９都市である。［竺 
1926：91―108］人口の増加に伴い、上海のような大都市においては出版物も大量に現れ
た。民国時期に入ると、上海は急速に自由化と開放が進み、文化産業も大いなる繁栄
の時代を謳歌することとなった。そうした中で、出版物の中でも新聞と雑誌の種類
                                                                                                                                                                              
说，但没有侦探小说。 
35 1933「偵探小説的多方面」『霍桑探案滙刊』第二集 上海文華美術図書公司 
36 明人又作短書十卷曰《龍圖公案》，亦名《包公案》，記拯借私訪夢兆鬼語等以斷奇案六
十三事，然文章甚拙，蓋近識文字者所為。 
37 魯迅（1881－1936）、20世紀中国の文学家、思想家。 
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は 500 を超え、特に 20 世紀の初めから 30 年代までに出版されたもののうち、鴛鴦
蝴蝶派38（探偵小説は鴛鴦蝴蝶派に属すると見られていた）に関する雑誌や新聞などは 180
種にも及んだ［張 1985：245］。その中でも、探偵小説は民衆にとって、スリルに満ち
たストーリー、緊張のみなぎる恐怖に満ちた雰囲気、神秘感と刺激性を持ち、まさに彼ら
が最も必要とした読み物となった。探偵小説の特徴から見ると、以下の原因があると考え
られる。 
①探偵小説で描かれた犯罪問題は人々が注目していた主な社会問題の一つである。この
ジャンルの小説では、遺産の争奪、強盗、密通による謀殺、金銭狙いの殺人などが描かれ
るが、それらの犯罪はいずれも当時の資産階級社会生活と緊密な関係がある。それは資本
主義社会の現実状況を透視する一つの集光レンズである。……小説で描かれた各種の犯罪
と調査の過程は読者の好奇心を満足させる。強い好奇心と社会生活の中の秘密（所謂「謎」）
を明らかにしたいという望みは人間の天性である。読者の作品へ寄せる強烈な欲望と好奇
心は、まさに探偵小説が読者にとって大きな誘惑となった根源である。……探偵小説の基
本的な主題には、社会の闇に潜む悪い勢力を暴き出したり、正義と道徳を宣揚したり、弱
者に同情したり、犯罪者を処罰したりするものが多い。このような題材は、正に我が国の
読者が一番喜んで受け入れるものである。39［郭 1998：164］ 
②小説で作られたリアルな芸術形象の多くは典型的な人物像となっている。40［郭 
1998：165］シャーロック・ホームズは言うまでもなく、中国の探偵小説において、霍桑41、
李飛42、胡閑43など、いずれも各自の特徴を持つ探偵である。 
③探偵小説のプロットには恐怖感と神秘感があり、変化に富んでいて、入り組んでおり、 
分かりやすくなったり難解になったりする。物語で随時に意外な疑問が生じるのも、読者
にそれを推量させ、矢も盾もたまらず真実を知りたいという気持ちを与える。44［郭 
                                                             
38 鴛鴦蝴蝶派：1918年 4月 19日、周作人が北京大学で講演した際にこの名称を使った。
主な読者は一般市民であり、大部分は恋愛小説である。 
39 侦探小说描写的犯罪问题是人们所关注的社会问题的焦点之一，这类小说题材不管使遗
产争夺，强盗行凶，还是奸情谋杀，图财害命，其犯罪事实无不与当时的资产阶级社会生活
有密切的关系。它是透视资本主义社会现实状况的一架聚光镜。……小说中所描写的这些犯
罪事实和侦破过程，又可以满足人们好奇心理的需求。而强烈的好奇心，以及渴望揭开社会
生活中的秘密（所谓“迷”），则是人们天性中所具有的。读者对作品的这种强烈的欲望和好
奇，正是侦探小说巨大诱惑力产生的根源。……它们的基本主题，大多是揭露、鞭挞社会上
的黑暗邪恶势力，张扬正义和道德，同情弱者而惩办罪犯。这类的题材又正是我国读者最乐
于接受的。 
40 小说中塑造了活生生的艺术形象，不少人物都是一个典型。 
41 程小青著『霍桑探案』シリーズの主人公。 
42 陸澹庵著『李飛探案』シリーズの主人公。 
43 趙苕狂著『胡閑探案』シリーズの主人公。 
44 侦探小说一般故事情节惊险神秘，起伏跌宕，一波未平，一波又起，曲折迂回，忽明忽
暗，故事中随时都会出现节外生枝的疑点，又促使接受主体去猜测，迫不及待地要求探明究
竟。 
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1998：166］一つの事件が発生しながらも犯人がまだ分からない時、読者は探偵と一緒に
犯人を探したいという心理に支配されるが、手がかりと証言を全部得ると、今度は犯人を
捕まえられるかという心理に支配されるようになる。そして、最後に犯人が捕まると、読
者の心も満たされるのである。 
④優秀な探偵小説、特にコナン・ドイルなどの探偵小説では、調査の過程で探偵と助手
は驚くべき知恵を出したり、論争を繰り返したり、周到に推理したりするが、それは全て
読者を敬服させる。それも探偵小説が読者を引きつける重要な一つの側面である。45［郭 
1998：166］1906 年の呉趼人の調査46から分かるように、科学調査や周到な推理に満ちた
探偵小説は、正に読者の知識への欲望を満足させるものだったのだ。 
以上の原因で探偵小説は瞬く間に中国の読者に受けられ、広く伝わったのだと考えられ
る。 
 
第三節、研究目的 
 
民国時期の探偵小説創作は盛んではあったが、中国の政治と文学観念の原因で、現在に
至るまで系統的な研究は殆どなされてこなかった。范伯群編『中国近現代通俗文学史』の
緒論によると、いままで中国近現代文学史は半分だけ、つまり「純」文学だけの研究が行
われて、探偵小説や恋愛小説及び武侠小説などの「俗」文学は疎かにされてきた 。しか
し、20 世紀における中国の都市文化を考える上で、探偵小説を含める「俗」文学を如何
に再評価するかは避けて通れないテーマである。また、具体的な探偵小説作家と作品につ
いての研究は更に不足している。程小青を例としてみると、ここ数年『霍桑探案』シリー
ズの再版とともに、程小青と彼の作品がまた読者の注目を集めるようになった。しかし、
彼の代表作『霍桑探案』シリーズに関する先行研究ですら寥々たるもので、専著は姜維楓
の『近現代探偵小説作家程小青研究』のみであり、残った課題はまだまだ多い。そのため、
程小青と彼の作品について更に詳しく研究する必要も浮上してきた。 
本文はまず程小青の生涯及び作品について系統的な紹介と整理を行う。それに基づいて、
『霍桑探案』シリーズの主人公霍桑についてその特徴を分析し、程小青が『霍桑探案』シ
リーズに賦与した啓蒙意識を考える。周知のように、五四新文化運動で誕生した新文学は、
文学を一つの手段として社会を救おうとし、文学の「啓蒙」の機能を強調する傾向が強か
った。一方で、通俗文学は政治や社会改革への関心を持たず、市民階層を中心とする読者
                                                             
45 优秀的侦探小说，特别是柯南·道尔等人的推理侦探小说，在侦破过程中，侦探和助手
们表现出惊人的智慧，他们的反复论辩，周密的逻辑推理，往往使读者心折，这也是侦探小
说吸引读者的一个重要方面。 
46 中国老少年（呉趼人）1906年『「中国偵探案」弁言』、上海広智書局。陳平原、夏曉虹
1989年『20世紀中国小説理論資料・第一巻』北京大学出版社 P194から再引用。 
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の興味と好みにひたすら迎合しようとしたものだと言われている。だが、程小青は特別な
存在であった。彼は探偵小説という通俗文学スタイルで創作を行ったが、社会問題などに
対するその考え方は新文学の提唱した「啓蒙」と重なる部分がある。彼の作品が人気を博
した原因を、単に西洋から引き入れた新たなスタイルと込み入ったプロットに帰すことは
適当ではない。なぜなら、当時の他の中国探偵小説もこの二点を備えていたからである。
程小青が当時最も人気がある小説作家の一人になった原因は、彼が真剣に社会問題を考え
ていたからではないだろうか。また当時の読者もこのような啓蒙思想を持つ探偵小説を新
鮮だとして歓迎したのだと思われる。この点について、今までの研究ではほとんど言及さ
れなかった。その他、同時期の中国と日本作家が書いた上海を舞台とする探偵小説にある
探偵と比較を行い、『霍桑探案』シリーズの特徴を明らかにする。更にその上で、全体か
ら程小青と『霍桑探案』シリーズを再検討したい。 
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第一章 程小青と『霍桑探案』シリーズ 
 
第一節、程小青について（右の写真は程小青）47 
  
１、程小青の一生 
 
程小青（1893～1976）は 1893年 6月 2日上海市淘沙
場に生まれた。本名は程青心。ペンネームは程小青、
小青、金鏗などがある。1903 年、父は癲癇で急逝し、
母は針仕事で彼を育てた。程は８歳の時私塾に入った
が、貧困のために 15 歳で私塾を辞めた。16歳で上海の
亨得利時計店の見習いとなり、そこで先輩の呉と知り
合った。呉の家には蔵書が多く、程小青の目を新たな
世界に向けさせた。それが自ら創作を始めるきっかけとなり、1911年『小説月報』48に初
めて投稿した。この原稿は採用されなかったが、編集者の目にとまり、いろいろな指導を
受けることになる。1914年、上海『新聞報』49の文芸欄「快活林」の原稿募集に応じて「灯
光人影」という作品を投稿、掲載された。それによって、程小青は探偵小説作者の道を歩
み始めたのである。 
程小青の作品は主に『偵探世界』、『珊瑚』、『紅玫瑰』、『小説月報』、『大衆』50に発表さ
れた。人気を博したため、多くの作品が単行本としても出版された。1931 年、程小青は
自分の旧作を整理し、上海文華美術図書公司から『霍桑探案滙刊』を出版し、1933 年ま
た同出版公司で『霍桑探案滙刊二集』を出版した。1940 年、世界書局により『霍桑探案
袖珍叢刊』計 30冊が出版された。新中国が成立した後も、『霍桑探案』シリーズは何度も
再版されている。例えば、群衆出版社はそれぞれ 1986 年と 1997 年に『霍桑探案集』を、
1986年に中国文聯出版公司が『程小青文集・霍桑探案選』を、1986年から 1987年にかけ
て漓江出版社が『霍桑探案選』を出版した。 
探偵小説を創作するため、程小青は 1924 年に通信教育を通してアメリカの大学51で犯
                                                             
47 写真は蘇州地方誌ウェブサイドから引用。
http://www.dfzb.suzhou.gov.cn/lzp/UserFiles/200812/20081222161201541.jpg  2013
年 12月 06日最後確認。 
48 1910年 7月上海で創刊、1932年停刊、計 22 巻 262期。 
49 1893年 2月 17日上海で創刊、1949年 5月停刊 
50 1942年 11月北平で創刊、1945年 7月停刊、計 32期 
51 大学名について不明であるが、程小青の作品を多く出版した世界書局のウェブサイト
（http://worldbook.com.tw/web/SelfPageSetup?command=display&pageID=11177&_fcmID=2989227#、
2013年 12月 06日最後確認）によれば、大学名は「美國警官學校（米国警察官学校）」で
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罪心理学と探偵学を学んだこともある。学んだ知識を運用したからか、彼が創作した探偵
小説は多くが厳密な推理に基づくものだ。 
程小青による探偵小説の創作や探偵理論を語るためには、英語の影響を無視することは
できない。1910年、程小青は上海青年会の試験に合格し、英語を勉強し始めた。1915年、
東呉大学付属中学校でアメリカ人の英語教師 Dwight Lamar Sherertz52に呉語を教え、代
わりに英語を学んだ。英語学習はその後、彼が西洋探偵小説を翻訳するための素地を築き、
彼は学んだ英語を運用して次々と外国の探偵小説を翻訳したのである。序章で言及した
『シャーロック・ホームズ』シリーズの他の探偵小説も翻訳している。1928 年に『世界
名家偵探小説集（The Great Detective Stories）』、1935 年に『斐洛凡士探案』53、1937
年に『圣徒奇案』54、1939 年に『陳察礼探案』55を翻訳した。程小青の翻訳には夫人の黄
含章の協力があった。友人の鄭逸梅によれば、「含章は英語に長けていた。小青が『圣徒
奇案』、『陳察礼探案』、『斐洛凡士探案』などを翻訳したのは夫人の協力の賜物である。夫
人が原作を解釈し、小青がそれを書いたのだ」56［鄭 2005：260］という。 
程小青は探偵小説を創作しただけではなく、教師や雑誌の編集者としても活躍した57。
1916年蘇州景海女子師範学校国文教員、1923年上海小説専修学校「探偵小説専科」教員、
1923 年東呉大学付属中学校国文教員を歴任し、1937 年中日戦争の影響で東呉大学付属中
学校皖校、1941 年上海租界で正養中学校を創立し、1945 年にまた東呉大学付属中学校国
文教員になった。新中国成立後、1952 年から蘇州市第一中学校国語の教師になり、1956
年からは国の呼びかけに応じて職業作家となった。教師のほか、『偵探世界』と『新偵探』
58の編集長を勤め、また 1922 年雑誌『太湖』を創設し、1938 年徐碧波と一緒に雑誌『橄
欖』を始めた。 
彼は映画の脚本も創作したことがあり、主に国華影片公司、明星影片公司、金星影片公
司などに脚本を提供した。主な作品を次の表に纏めておく。 
 
                                                                                                                                                                              
ある。 
52 Dwight Lamar Sherertz（1893-1970）、Methodist Episcopal Church, South の派遣に
より 1918年に中国に来た。 
53 原作はアメリカ作家 S.S.Van Dine（1888－1939）が書いた Philo Vanceを主人公とす
る一系列の探偵小説（20世紀 20年代―30年代）である。 
54 原作はイギリス作家 Leslie Charteris（1907－1993）が書いた The Saint（20世紀
20年代―60年代）である。 
55 原作はアメリカ作家 Earl Derr Biggers（1884－1933）が書いた Charlie Chanを主人
公とする一系列の探偵小説（20世紀 20年代―30年代）である。 
56 含章谙英文，小青翻译《圣徒奇案》，《陈查理探案》，《斐洛凡士侦探案》，等等，
常和夫人合作，夫人读，小青写。 
57 姜維楓著『近現代偵探小説作家程小青研究』（2007年中国社会科学出版社）76頁を参
照。 
58 1946年上海で創刊、計 17期 
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脚本 監督 年 映画会社 
窗上人影 程步高 1931 明星 
舞女血 姜起鳳 1931 友聯 
慈母 張石川 1932 明星 
国魂的复活 張石川 1932 明星 
可愛的仇敵 程步高 1932 明星 
江南燕 姜起鳳 1932 海岩 
賢惠的夫人 閔騫 1934 快活林 
夜明珠 鄭小秋 1939 国華 
楊乃武 張石川 1940 国華 
孟麗君 張石川 1940 国華 
梅妃 鄭小秋 1941 国華 
新美人記 鄭小秋 1941 国華 
夜深沉 張石川 1941 国華 
奈何天 鄭小秋 1941 国華 
故城風云 張石川 1941 国華 
金粉世家 張石川 1941 国華 
血泪鴛鴦 張石川 1942 国華 
梦断关山 何兆璋 1941 国泰 
雨夜槍声 徐欣夫 1941 金星 
紅泪影 鄭小秋 1941 金星 
上述の作品は彼の探偵小説と同じように、当時の人気を得た。 
1915 年、彼は黄含章と結婚した。結婚した後は蘇州の細長い道の奥に住み、家の周り
の環境も彼が書いた探偵小説のようであった。「小さい横町の奥から出てくると、道沿い
には細い川が流れている。川に石造りの拱橋があり、拱橋の周りには樹木と灌木が盛んに
繁っている。……ここを訪れた来客は一人残らずこれは正に探偵小説作家の家だと言う」
59 ［張 2011：196］。そのような家で、程小青は探偵小説だけでなく、数多くの文学作品
を書き、人生の大半を過ごした。 
中華人民共和国が成立した後、程小青は中国民主促進会に入党、蘇州の政治協商会議の
委員に選ばれた。50 年代前半、彼は探偵小説の地位向上のため尽力したが、50 年代後半
になると、これから何かが起こる60と感じて、やり方を一変させた。すなわち探偵小説は
                                                             
59 從小弄堂裏走出來，沿街有條小河，架設著一座石頭拱橋，圍繞拱橋長滿了茂盛的樹木
和灌木叢……凡是造訪過這個地方的來客，無一不説那正應該是一個偵探小説作家的家。 
60 1957年 10月 15日、『中共中央関于「划分右派分子的標準」的通知』より、反右派運
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旧社会の産物で、作家はただ生活のため書いたものにすぎず、文学作品とは言えないと断
言したのである。にもかかわらず、文化大革命の時には蘇州の「三家村」61として批判さ
れた。1975 年、ようやく「平反」（名誉回復）されたが、翌年 1976 年に亡くなった。同
年 10月 14日、中国共産党江蘇省委統戦部、政協蘇州市委、作協、蘇州市文連が追悼会を
行い、友人の鄭逸梅は「直友難求，棣棣威義君有度；良朋痛失，茕茕孑影我何堪」［鄭 2005：
264］という哀悼の対聯を書いた。 
 
２、「探偵」としての程小青 
 
『霍桑探案』シリーズは大人気をよんだので、作者程小青も探偵ではないかと読者たち
は考えた。そう聞かれるたびに程はいつも一笑に付したが、実際に自分の探偵知識を運用
し、事件を解決したこともある。 
1934年 6月、日本駐南京総領事館の蔵本英明副領事代理が突然行方不明になった62。そ
れを口実として、日本政府はすぐに軍艦を南京の近くに派遣しようとした。程小青はそれ
に関するニュースを読んで、自分で探案計画を作った。蔵本英明の個性、仕事、家庭生活
など諸方面の情況を把握した上で、彼に最近なにかおかしな言動がなかったか、或いは大
きなショックを受けていなかったかを調べることで、事件を解決する手がかりが見つけら
れるはずだと考えたのである。程はこの計画をまとめ、それぞれ南京市政府、首都警察局、
首都警備司令部に手紙を送った。程小青が言ったとおり、蔵本英明は同僚に排斥されて領
事館を離れていた。南京明孝陵の近くで自殺しようとしたが未遂に終わり、中国の警察に
助けられたのである。事件の解決には程小青の手紙は直接関係しなかったが、当時の南京
市政府はやはり程に感謝の手紙を送った。［張 2011：197-198］ 
そのほか、程小青は自分と関わる事件を解決したこともある。一般民衆も映画が見られ
るよう、程が友人と協力して蘇州に公園映画館を創設したことがある。ある日、映画の後、
程小青は自分の自転車が無くなったことに気づいた。このことを知ったある新聞記者は
「福爾摩斯失窃記」（ホームズが盗難に合った）という記事を書き、新聞に載せた。それ
は程小青に大きな刺激を与えた。程は映画館の近くを観察し、調査した上で、事件解決の
ための計画を立てた。その自転車はクロムめっきで、蘇州ではめったに見かけないものな
ので、窃盗犯は盗んだ自転車で街であちこちを走ることはできない。だから窃盗犯はきっ
と公園映画館の近くに住んでいるに違いない。また、その自転車を売る、或いは乗るため
                                                                                                                                                                              
動が開始。 
61 程小青、周痩鵑、范煙橋(1894--1967)三人のことを指す。 
62 この事件について『大阪毎日新聞』1934.6.10「蔵本副領事代理失踪事件 中国（原
文は支那）側拉致説有力 対外的影響重大化を恐れ国民政府大狼狽」という記事を載せて
いる。 
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には、改造しなければならないと推測した。自分の推測に従って、程はある自転車修理屋
で自分の自転車を見つけ、また窃盗犯の正体も突き止めたのである。事件を解決した後、
程小青は記事を載せた新聞社に手紙を送った［鄭 2010：378-379］。「この事件を解決で
きたのは霍桑の力ではなく、また私の知恵でもない、唯いくつかの機縁と何人かの協力を
得ただけである。このような手紙を送るのは、もしこの先私が何か盗まれたとしても、そ
れは霍桑とは無関係であるので、霍桑に言及して彼の名誉を傷つけることのないようお願
いするためである」63［張 2011： 198］ 
程小青は他人のため、指輪を探したことが二回ある。ある友人の妻は金の指輪を失くし、
女中が盗んだと疑っていた。そこで、友人は程小青に助けを求めた。前日の夜寝る前には
指輪はたしかに指にはめられていたし、部屋のドアと窓にも傷はない。そのほかの情報と
して、当日朝に、友人の妻は洗髪したことがわかった。程小青は女中による窃盗の可能性
は低いと判断し、髪を洗った時に流れてしまったのではないかと友人に告げた。結果、や
はり排水溝で指輪が見つかった。なぜ分かったのかと友人に聞かれたとき、何年もつけて
いた指輪は当然摩滅しているし、それに泡で滑りやすくなっているところに髪に引っかか
ったら、指輪が排水溝に落ちる可能性が高くなるだろう、と程は答えた。「鄭 2010：379」
またある日、何人かの軍人が車に乗って、程小青の家に行った。一人の軍官然とした人物
は礼儀正しく程小青を訪れて、ある事件を頼んだ。軍官の上司は軍隊で地位がある人で、
この日蘇州の網師園に住んでいた愛人のところに行って、愛人は自ら魚の料理を作ったが、
いつの間にか 10 カラットのダイヤモンドの指輪がなくなったという。彼らは魚を送って
きた漁民の女を疑って、拷問したが、なんの結果もなかった。程小青は園に入って、魚を
調理した現場の周りを探したが見つからなかった。程は突然園に一羽のガチョウがあるこ
とに気付き、きっと指輪はガチョウのお腹にあると言った。ガチョウを殺すと、果たして
その素嚢から指輪が見つかった。程小青は、多分魚を調理したとき指輪が内臓のところに
落ち、ガチョウが魚の内臓と一緒に指輪も食べたのだと推理したのである。こうして漁民
の女性も無事釈放された。［冬 2007］ 
その他に、蘇倫紡績工場の会長厳欣祺の依頼を受けて、百万金元分の株券を見つけたこ
り、隣人のおばあさんがなくした傘を見つけたりしたこともある。［冬 2007］ 
程小青が「探偵」としていろいろな事件を解決したことで、彼が正しい探偵の知識を持
っていることが証明された。これは彼がアメリカの通信教育の大学で勉強した「探偵術」
と関係がないとは言えないだろう。 
 
３、程小青による探偵小説論 
                                                             
63 惟此事之成，非霍桑之功，亦非由青之智力，實由機緣之巧合，及友好助力之多耳。為
此專函左右，以後青如有所失，幸勿再及霍桑之名，面累及其盛譽也。 
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程小青は探偵小説を創作するだけでなく、探偵小説に関する理論的な文章も書いた。彼
は「科学的偵探術」64で足跡や髪や血痕など事件でよくある証拠について、調査のやり方
を詳しく紹介し、「偵探小説做法之管見」65と「偵探小説的多方面」66で探偵小説の書き方
について自分の見解を発表し、もっと多くの作家に探偵小説を創作するよう呼びかけた。
また、程小青は探偵小説の文学での地位向上を呼びかけることにも力を入れた。「从偵探
小説説起」67では読者に探偵小説を紹介し、青年読者への積極的な影響を論じた。「从「視
爾不見」説到偵探小説」68、「偵探小説在文学上之位置」69、「談偵探小説」70で、彼は探偵
小説が歓迎されない原因や探偵小説の魅力、また探偵小説のもつ機能などを考察し、文学
界での探偵小説の地位向上のために自分の意見を提出した。 
 
① 探偵小説の書き方について 
 
1920 年代、探偵小説は人気があったが、作品の数は少なかった。なぜなら趙苕狂が言
ったように「別のジャンルの小説を書く作家は多いが、探偵小説を書く作家は寥々数人し
かいない。探偵小説は別の一般的な小説より書くのに時間がかかる上に難しい。他の作家
は言うまでもなく、専門の探偵小説作家でさえも恐れをなして、容易に落筆しようとしな
いありさまで。このようにして、探偵小説の作品は少なくなった。（中略）半月の間で全
国の探偵小説作家が書いた作品を全部集めても、雑誌 1期分の量に足りない恐れすらあっ
た。現実はそれ以上にひどかったのである。」71［趙 1924］ 
探偵小説執筆で最も難しいのは取材である。『霍桑探案』シリーズにおいては、小説の
内容は大半が殺人で、二番目が窃盗であった。 
次の図は『霍桑探案』シリーズにおける各ジャンルの作品数とパーセンテージをし
めしたものである。 
                                                             
64 1924年『偵探世界』18、19、20期に掲載。 
65 1923年『偵探世界』3期に掲載。 
66 1933年上海文華美術図書公司出版の『霍桑探案滙刊』第二集に収録。  
67 1957年 5月 21日『文滙報』に掲載。 
68 1933年『珊瑚』第 2巻 13号に掲載。 
69 1929年『紫羅蘭』第 3巻第 2期 24号に掲載 
70 1929年『紅玫瑰』第 11、12期に掲載 
71 做別種小説的很多，做偵探小説的，不過寥寥數人，並且偵探小説，比別的一般小説，
來的費時，來的難做。不要説別人了，就是這幾位偵探專門作家，也都視為畏途，輕易不肯
落筆。因此一來，偵探的作品就少了起來。 ……把這半個月中，全國偵探小説作家所產出
來的作品，一齊都收了攏來，有時還恐不敷一期之用，何況事實上不見得能辦到如此呢！ 
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（作品の分類方法について、事件の主な内容によって分類したが、互いにはっきり区分で
きない場合もある。例えば、「黄浦江中」72で、物語は拉致をめぐって展開されているが、
中にも人が殺された描写もある。それにしてもこの作品を「拉致」に分類する。以上の分
類方法はあくまでも概括的分類にすぎない。） 
確かに殺人と窃盗は読者を引きつけることができるが、逆に取材の範囲が狭くなり、質
のよい探偵小説を書くのは更に難しくなる。だからこそ、探偵小説の取材は「必ず先に読
者の心理を研究すべきだ。どのような情況で読者を驚かせるか。どうすれば読者が半ばま
で読み進んだあとも飽きさせないようにするか、どのように終わりまで読まなければ本を
手放せないというふうに思わせるか。小説の結末は画龍点晴が必要で、読者の予想外であ
る結果とすることも重要だ。」73［程 1923：68］その他、「また、正当で人道に合う主旨が
必要だ。なぜなら探偵とは法律のバランスを保ち、無実の罪を負う人を助け、犯罪者を捕
まえる存在だからだ。」74［程 1923：68］この二つの条件を満たせば、よりよい探偵小説
の基礎を築くことができると程は考えていた。次に、今度は物語をどのように書くのかが
問題になる。 
 程は「探偵小説の構成に関して、最も重要なのは結末と冒頭で、最も難しいのもまた結
末と冒頭だ。冒頭部分はよく言われるところの「開門見山75」という語に合うようにすれ
                                                             
72 程小青 1942『霍桑探案袖珍叢刊』二 世界書局 
73 必須先研究人們的心理。怎麼樣的情境才能使人家讀了驚駭動神，讀了一半又能夠吸住
讀者的眼光，使他不讀完不肯釋卷，等到全篇結穴，畫龍點睛又要出乎讀者意料之外。 
74 還須有一個正當而合乎人道的主旨。因為偵探的性質就在保持法律的平衡、洗刷無辜者       
的冤抑而使犯罪的不致漏網。 
75 単刀直入で明解であること。 
殺人（40） 56% 
窃盗（13） 18% 
感情（5） 7% 
拉致（5） 7% 
詐欺（2） 3% 
その他（7） 9% 
「霍桑探案」シリーズにおける各ジャンルの作品数とパーセ
ンテージ 
殺人（40） 
窃盗（13） 
感情（5） 
拉致（5） 
詐欺（2） 
その他（7） 
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ばよいし、結末には「画龍点晴76」の絶妙さを見える必要がある」77［程 1933］と指摘
している。古代から、中国の通俗小説では冒頭部分に物語とあまり関係の無い描写が多く
見られる。しかしこれは緊張感を必要とする探偵小説にとっては不適切な書き方である。
「開門見山」という書き方は通俗小説において斬新なものであり、また当時の章回体小説
に慣れた読者にとって、新たな小説のスタイルだったと言えるだろう。また「開門見山」
は探偵小説の緊張感を増やす作用もあると考えられる。「開門見山」に対し、「画龍点晴」
は中国の「文以載道（文を以って道理を載せる）」という伝統的な小説の書き方を継承し
たものだ。小説はただの暇つぶしではなく、当時の教育レベルが低い民衆にとって「開民
智（民の智を開く）」78の効果も有したと考えられる。 
 
程小青は『霍桑探案』シリーズにおいて、よく「開門見山」という書き方を運用した。
『霍桑探案』シリーズの冒頭は概ね次のように二種類にまとめられる。 
Aパターン 
シーンⅰ霍桑と助手の包朗が当時の新聞記事や社会現象などについて話している。 
↓ 
シーンⅱ召使の施桂が名刺を持ってきたり、直接依頼人を案内して来たりする。 
↓ 
シーンⅲ依頼人から事情を聞いた上で、依頼を引き受ける。 
例えば、「活屍」79で 
シーンⅰ： 
（霍桑と包朗が輸入商品を販売する悪徳商人のことを話している時） 
↓ 
シーンⅱ： 
施桂が一枚の名刺を持ってやってきた。霍桑はそれを受け取ってちらりと見る
と、すぐ先ほどまでの楽しそうな表情に暗い表情がとってかわった。彼は施桂に
手を振って、名刺をさっとテーブルに置いた。私はその名刺に「昌豊海味号社長、
孟蓉圃、電話番号九九〇六六」と書いてあるのを見た。 
↓ 
シーンⅲ： 
私がまだその人の意図を推測していないうちに、その客はすでに昂然として事
                                                             
76 一番肝心なところを押えることで、全体が引き立つこと。 
77 偵探小説的結構，最重要的在結束與開端；而最困難的也在結束與開端。開端時最好合
得上那句現成的“開門見山”的考語，結束時又須具備“畫龍點睛”的妙處。  
78 厳復は戊戌の変法で「開民智，鼓民力，新民徳」と呼びかけた。 
79 初出 1944年『霍桑探案袖珍叢刊』二十 世界書局。 
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務室に入ってきていた。80［程 1997：（2）133-134］ 
     
例から見ると、これらは正に「開門見山」である。依頼者の孟蓉圃が霍桑のところに訪
ねて何かを委託しようとしたが、霍桑は何らかの原因で名刺を見た瞬間に顔色を変えたの
だ。こうして、読者は次の内容について好奇心（来客は何を依頼しようとしたのか、霍桑
は何故表情をすぐ変えたのか、来客は悪徳商人と何か関係があるのか）を持ち、小説を読
み続ける意欲を持つようになる。 
 
Bパターン 
 シーンⅰ霍桑と包朗が外で事件に遭う。 
↓ 
 シーンⅱ警察を呼ぶ 
↓ 
シーンⅲ警察か事件の関係者から依頼を引き受ける。 
例えば、「案中案」81において 
シーンⅰ： 
  （霍桑と包朗が外で散歩している途中） 
   「警察はどこにいる？誰か死んでいる、死んでいるぞ！」 
  霍桑は急いで迎えて、「どこだ。死人はどこにいる。」と聞いた。 
  その人は手を上げ、後ろを指すと、「後ろの桃源里だ」と答え、その後また愛
文路に走っていた。 
  霍桑は止めようともせず、目で見送った。彼は私に手招きすると、足早に桃源
里に歩いて行った。 
↓ 
シーンⅱ 
  （霍桑）彼は「君は早く汪偵探長に電話して、私がもうここに着いていて、来
てほしがっていると伝えてくれ」と言った。 
↓ 
シーンⅲ 
四角顔で太った警察探偵長の汪銀林が急いでやってきた。……霍桑は彼と少し
                                                             
80 施桂拿了一张名片进来通报。霍桑接过了瞧一瞧，一种厌烦的神奇顿时掩盖了先前的那
种高兴。他向施桂挥一挥手，便把名片轻易地向桌子上一丢。我看见那名片上印着“昌丰海
味号经理、孟蓉圃，电话九九〇六六”字样。我还来不及推想这个人的来意，来客却早已昂
昂然走进办公室里来。 
81 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十一 世界書局 
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話してから、女性の屍体を下ろすことになった。82［程 1997：（2）3-7］ 
  
 「誰か死んでいる、死んでいるぞ！」という文を読めば、読者には自然に死者が誰なの
か知りたいと思うだろう。そして、霍桑と包朗が事件をどう扱うか、警察が来たら事件を
どのように調査するかという疑問も次々と出てくる。こうして小説は展開してゆくのであ
る。 
以上の例から見ると、それは正に「開門見山」である。程小青が「開門見山」を強調す
るのは、むろん『シャーロック・ホームズ』シリーズからの影響があるだろう。このよう
な叙述によって、読者は次の内容について好奇心を惹かれ、自然に小説を読み続ける意欲
が湧いただろうと考えられる。 
また、霍桑探案シリーズ全体から見ると、程小青は小説の結末をたいてい次のように描
いた。 
シーンⅰ事件を解決した。 
↓ 
シーンⅱ霍桑は事件について詳しく説明する。 
↓ 
シーンⅲ事件をめぐって、当事者に説教したり、評論をしたりする。 
例えば、「地獄之門」83において 
シーンⅰ： 
（霍桑は樵生と渭川が自分を拉致した犯人だと指摘した後） 
↓ 
シーンⅱ： 
霍桑は冷笑して、「若者よ、私は君たちの情況を見て、まだ救いようがあると思う。
しかし、君たちの遊びは行き過ぎだ。樵生、君は最近競馬や競犬で随分負けたね。ど
うしょうもなくなって、友達とぐるになって下策を考えたのだろう。君はさっき年寄
りに変装して、大通路まで逢い引きに行ったね。君の付け髭はのりで貼ったのだろう。
ほら見ろ、君はやはり甘い。今君の上唇を触ってみるがいい、そのぴかぴか光ってい
                                                             
82 “警察……一个死人！……一个死人！” 
   霍桑急急迎上去，问道：“哪里？死人在哪里？” 
   那人举手向后面一指，答道：“在后面桃源里。”他说完，仍继续向爱文路奔去。 
   霍桑也不阻拦，目送着让他过去。他向我招一招手，就迅步向桃园里走去。 
   …… 
   （霍桑）他说：“你快去打电话报告汪侦探长，你说我已经到这里，请他就来。” 
   …… 
   那个方脸肥胖的警厅侦探长汪银林已匆匆地赶来。……霍桑先和他谈了几句，就决定把
那女尸放下来。 
83 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十九 世界書局 
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るのり、まだきれいに拭いていないじゃないか。 
   （中略） 
↓ 
シーンⅲ： 
彼（霍桑）はまた暗い顔をしてその夫人を見ると、「王夫人、率直に言います
が、あなたがたは両親として、しつけの責任を持たなければなりません。そうで
ないと、今のような悪魔が潜んでいる社会で、若者たちは教育も足りず、意志も
薄弱、その上あなたがたが甘やかしてばかりときては、まるで地獄に行くよう励
ましているようなものですよ。」84［程 1997：555-556］ 
  
 一般的な探偵小説であれば、霍桑が樵生と渭川が自分を拉致した犯人と指摘したところ
で小説は終わる。しかし、『霍桑探案』シリーズにおいては、霍桑は若者の両親の誤りを
指摘し、今の社会には「悪魔が潜んでいる」と批判した。こうして、読者は探偵が犯人を
捕まえる場に立ち会うだけではなく、少年に関する社会問題も認識することになるのであ
る。 
事件の経緯を説明するのは一般的な探偵小説の書き方だと考えられるが、霍桑が当事者
に説教したり、評論をしたりするのは「畫龍點睛」のように、「物語はもう終わったが、
言外の意味は尽きることがないと読者に感じさせる。」85［程 1933］。読者はただ、謎解き
が上手に組み立てられた探偵小説を読んだだけではなく、人間としての正しさを学んだり、
社会の問題に気づいたりすることになるので、単なる探偵小説を越えた、よりよい文学と
して程小青小説を享受することができる。 
 
② 程小青は探偵小説の地位の向上を呼びかける 
 
探偵小説の書き方のほかに、程小青は探偵小説が文学の中で評価されていない現状を見
直すべきだと呼びかけた。1910年代後期から 1930年代初期まで、新文学界と鴛鴦蝴蝶派
の間に大きな論争が三回あった86。程小青は 1930 年第三回論争の前後、探偵小説の文学
                                                             
84 霍桑冷冷地笑一笑。“孩子，我瞧你们俩的情状，似乎还可就药。不过你们的把戏玩得
太胆大了！樵生，你进来马票狗票赌僵了，没有法想，才勾结着你的好朋友，出此下策。是
不是？你刚才装扮了一个老头而，到大通路去约会。你那假装的胡须不是用胶水粘上去的吗？
唔，你究竟还不够致密。现在你不妨摸摸你的上嘴唇。那亮晶晶的胶水不是还没有揩乾净吗？” 
中略。 
（霍桑）他又沉着脸瞧那妇人。“王太太，我说句不客气的话。你们当父母的，应负些管教
的责任才是。否则在这恶魔四伏的社会里，少年们的教育不够，意志薄弱，你们又一味溺爱
放任，简直是鼓励他们向地狱里去！……” 
85 進一步使讀者們感覺到事實雖已結束，而弦外之音還有餘不盡 
86  一回目：二十年代初期、文学研究会の成立に伴い、それを中心とする新文学作家た
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での価値について、いくつかの文章を発表した。彼は当時の批判について、「新文学家た
ちが探偵小説の文学的地位を承認しないのには私見があるとは言えない。彼らは確かに忠
実なのだが、あまりにも忠誠すぎる。西洋の文学者を崇拝し、西洋の伝統的な見解を遵守
しているので、自分の目線と見解を完全に遮ってしまっているのだ。西洋の文学者は白だ
と言ったら、もちろん我が国の文壇巨匠は黒だと言う勇気などお持ちではない。彼らが非
だと言うこと全てについて、もちろん是だと言う勇気がない。このように何もかも西洋の
文学者に同調し、先輩のいうことを遵守しようとする典型的な態度は確かに忠実だ。但し、
こうして忠実であるという肩書きを得るため、文学者として独立した見解と超然とした鑑
別の能力を失ってしまったのではないか。その代価はあまりにも大き過ぎた。」87［程
1929：1］と言い、新文学界が西洋へ盲従する心理を批判した。また、「小説に文学の価値
があるかどうかに関しては、小説そのものをめぐって論じるべきで、ジャンルや性質など
によって制限してはいけない。恐らくそれは探偵小説に限らず、他のジャンルの小説にも
多分同じように通用するだろう。」88［程 1929：5］と提唱した。そして、彼は探偵小説が
まだ認められない原因が二つあると考えている。第一点は、探偵小説が 1841 年に生まれ
てからそれまで（1929 年）僅か 90 年間ほどしかないため、作者と作品の数が他のジャン
ルの小説と比べものにならないほど少ないということだ。二点目は、「文学評論家が批評
する根拠は、芸術性のみが問題であって、偏見などはないはずだが、彼らの批評の対象は
元々他のジャンルの小説であるため、探偵小説を読み始めると、最初から全く受け入れら
れないと思ってしまうのだろう。」89［程 1929：4］。そのため、「彼らの好みの違いにより、
自然に先入観が生まれた。同時に、探偵小説が有する想像力や構成の技巧なども不幸にも
無視されてしまったのだ。」90［程 1929：4］と指摘した。そうして彼は最後に、探偵小説
のもつ働きについて、「人々の理性をはぐくみ、観察力を培うだけでなく、社会経験も増
                                                                                                                                                                              
ちは鴛鴦蝴蝶派に全面的な批判を行い、鴛鴦蝴蝶派の文学思想と芸術手法を否定し、作家
の人格まで非難した。二回目：沈雁氷が『小説月報』の編集長になったことをきっかけに、
鴛鴦蝴蝶派への批判を展開した。三回目：黎烈文が『申報』の副欄「自由談」編集長にな
ったことをきっかけに、鴛鴦蝴蝶派への批判を行った。 
87  那班新文學家所以不承認偵探小説的文學地位，也並非有什麼私見。他們委實是很忠誠
的；不過太忠實了些，因著崇拜西方文學家的緣故和遵守他們傳統的見解，因此，便把自己
的眼光和主見完全屏蔽了。凡西方文學家已經承認是白的，我們敝國的文學鉅子，自然不敢
説黑；凡系他們所非的，當然也不敢説是。這種亦步亦趨、恪遵前輩典型的態度，確實是很
忠實的；不過，這種忠實頭銜的取得，卻犧牲了文學家所應有的獨立的主見和超然的鑑別力。
這代價未免付得太大些哩！ 
88 小説有沒有文學價值，應當就小説本身而論，卻不應把體裁或性質來限制。這句話似乎
不必專限於偵探小説，對於其他小説，大概也同樣適用。 
89 文學批評家批評的根據，雖説全把藝術做標準，不至於挾持什麼偏見。但他們批評的眼
光，本來是習慣於其他小説的，一旦見了偵探小説，便覺得格格不入。 
90 他們因著口味的迥殊。不期而然地發生了成見；同時偵探小説中所包含的想像、結構技
巧，等等，也不幸受了忽視。 
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やすことができる。」91［程 1929：2］。さらに、「好奇心という人々の本能を引き出して、
発展させる」92［程 1929：3］こともできる。そうでなければ、「我々の好奇心の修養がゼ
ロになってしまったら、我が民族の前途も恐らく危険になるだろう」93［程 1929：4］と
論じた。当時の「我が国の文壇巨匠」の文章や発言などと比べると、程小青が呼びかけた
探偵小説の文学上の地位の問題などは確かに声が小さくて、あまり注目されていなかった。
しかし彼が民国時期の文壇で「西洋の文学家を崇拝し、西洋の伝統的な見解を遵守してい
る」と指摘した現象は無視できない。程小青が提出した観点は今になっても充分通用しう
ると考えられるだろう。 
 
③科学的な調査方法 
 
程小青は探偵術について、足跡、髪、血痕などの証拠を鑑別する科学的な方法を「科学
的偵探術」として論じ、探偵小説の作者や読者を対象にして小説でよく使われる証拠の詳
細を説明し、作品の数と読者の科学知識を増やそうとした。以下、程の観点をいくつかま
とめて紹介してみたい。 
 ⅰ足跡 
 足跡から人の体重と性別が分かる。もし足跡に特別なところがあれば、その人が歩いて
いる時どんな特殊な状態なのか、またどんな特徴を持つのかが分かる。また、足跡の距離
から、人の年齢、職業、高さなどが推測できる。 
 ⅱ髪 
髪は探偵にとって重要なものであるが、程は当時の探偵がそれに対しあまり注意を払っ
ていないことを指摘した。顕微鏡を使用して、髪の色によって人の年齢や性別や健康情況
などが推測できる方法を紹介し、髪という要素で事件を解決する重要性を説明した。 
ⅲ暗号 
暗号を利用し、手紙でメッセージを送るのは当時の犯罪者の常套手段であった。そのた
め、たとえ現場で発見した紙屑がどんなに小さいとしても、慎重に検査する必要がある。
また、暗号の解読に関してもいくつかの方法を紹介した。 
ⅳ状態への鑑別力 
人が話している時、その心理がよく外貌や動作に影響を与える。それにより、人が嘘を
ついているかどうかを判断することができる。しかし、相応な訓練を受けず、自分の考え
だけで相手がどんな人であるかを判断するのは間違う可能性が高いと指摘した。 
                                                             
91 可以擴展人們的理智，培養人們的觀察，又可增進人們的社會經驗 
92 引動人們的好奇本能，而使他發展擴大 
93 我們的好奇心修養到了零度以後，在我們民族的前途也許有些兒危險罷 
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ⅴ血痕 
血痕の形から、人の動脈が切られたのか静脈が切られたのかが推測できる。また、紙と
グアヤクを利用し、血痕であるかどうかを判断する方法を紹介した。 
ⅵ紙屑 
犯罪現場で見つけた紙屑にはよく重要なことが書かれている。しかし、それをうまく復
元するには、正しい方法と工夫が必要である。文章では二つの情況を想定し、それぞれの
復元方法を説明した。 
ⅶ埃 
埃もずっと無視されてきた証拠の一つである。衣服の埃からその人がどこに行ったこと
があるか、またどんな職業をしているかを判断できる。その他、よく凶器として使われる
ナイフにある埃をよく分析すれば、そのナイフの持ち主は大体どんな人かも推測できる。 
ⅷ不可視インク 
容疑者から手紙などを見つけたら、よく検査する必要がある。なぜなら、その手紙には
不可視インクで書かれた文字があるかもしれないからだ。また、いくつかの不可視インク
の作り方と、文字を読む方法について説明した。 
ⅸ指紋 
硝酸水銀を紙に薄く塗いて、日の下で乾かすと、黄色い指紋が現れる。それが手紙や小
切手に残された指紋を検出するための方法だと論じた。 
 
「科学的偵探術」は『偵探世界』の 18、19、20 期（1924 年）に発表された。計 24 期
出版された『偵探世界』の後期では探偵小説の投稿が不足したため、程小青は「科学的偵
探術」を書き、探偵術を紹介することによって、もっと多くの作家に探偵小説を創作する
よう呼びかけたのだと考えられる。 
 
残念なことに、長い間探偵小説が重視されてこなかった中国においては、程小青が書い
た探偵小説に関する理論的な文章もやはり注目されなかった。しかし、程が探偵小説論の
中で訴えた探偵小説の地位の向上は、中国探偵小説の歴史において無視することのできな
い重みを持っている。 
 
第二節、『霍桑探案』シリーズについて 
  
１、『霍桑探案』シリーズ作品 
 
程小青は探偵小説に絡んだ作品を数多く発表しているが、その中には翻訳、探偵小説、
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探偵小説に関する論文、映画の脚本などがある。その数多くの作品で一番知られているの
が『霍桑探案』シリーズである。作品が発表された時期から見ると、民国時期でも前半と
後半に分けられる。前半は雑誌を中心に作品が発表され、後半は単行本を中心に発表され
た。新中国が成立した後も、特に 1980 年代から何回も再版された。第一章で述べたよう
に、群衆出版社がそれぞれ 1986 年と 1997 年に『霍桑探案集』を出版し、1986 年に中国
文聯出版公司が『程小青文集・霍桑探案選』を、1986年から 1987年にかけて漓江出版社
が『霍桑探案選』を出版した。 
民国期、出版された時間から分類すると、『霍桑探案』シリーズに関する作品はおおよ
そ二つの時期に分けられる。 
A、1922年～1932 年、この時期に程小青は様々な雑誌から小説を発表した。 
B、1940年～1947 年、雑誌『大衆』を中心に小説を発表し、小説の単行本も続々と出版
した。 
 管見の限り、1932 年から 1940 年までの間は、『霍桑探案』シリーズは発表されなかっ
たようだ。その原因については未だに定論がない。筆者としては上海事変、中日戦争とい
う時局の影響のほか、程小青自身が翻訳に力を入れたこと（1932 年～1935 年『斐洛凡士
偵探案』、1937年『圣徒奇案』を翻訳）に関わると思う。 
この節では白話文で書かれた主な作品の初出について時間順に考察を行い、作品の出版
された時間とそれに関連した出版物について見てゆく。 
 
A、1922年～1932年 
1922年 
①「官迷」 『最小報』1922年第 3期 
 『最小報』は良晨好友社により 1922年 11月 15日から出版された。編集長は張枕緑94で
ある。「本新聞は紙面が一番小さいので、『最小報』と名づけた95」［張 1922］と言われ
ている。この新聞は主に短編作品を掲載し、約 200期を出版した。主な作品に程小青「科
南道爾軼話（コナン・ドイル逸話）」、范煙橋「小説和暑假（小説と夏休み）」、趙苕狂「一
老一小（年寄りと若者）」などがある。 
②「猫儿眼」 『快活』1922年第 3期 
 『快活』は世界書局により 1922年から全 36 期出版された。編集長は李涵秋96である。
『快活』には婦女号、新婚号、中元号、滑稽号、中秋号、重陽号、探偵号、離婚号などの
特集号があった。 
                                                             
94 張枕緑（生卒不明）、雑誌編集者。 
95 本報的篇幅最小，所以名稱『最小報』。 
96 李涵秋（1874～1923）、作家、教師、雑誌編集者。 
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 『快活』には短編小説と長編小説２つの欄しかなかった。主な長編小説は李涵秋「近十
年目睹之怪現状」徐枕亜97「燕雁离魂記」などで、短編小説には范煙橋「筆生花」、鄭逸
梅98「秋霞」などがある。 
③「一只鞋」 『快活』1922年第 8期 
④「嗣子之死」 『快活』1922年第 11期 
 
1923年 
⑤「険婚姻」『偵探世界』1923年第 10～12期（出版された時の作品名は「我的婚姻」で
あるが、1947年に出版された『霍桑探案袖珍叢刊』に「険婚姻」となり、以降出版され
た本にはすべて「険婚姻」という作品名とされた。） 
『偵探世界』は 1923 年 6月から 1924年 5 月まで世界書局により全 24期出版された。
編集者は厳独鶴99，陸澹安，程小青，施済群100，趙苕狂などである。陸澹安，程小青と趙
苕狂は編集者でありながら、『偵探世界』で多くの作品を発表した探偵小説作家でもある。
それはおそらく、専門的な探偵小説作家の数が少なかったからだろう。 
 『偵探世界』とはいえ、雑誌の内容は探偵小説だけでなく、武侠小説と冒険小説も収録
された。世界書局の社長沈知方の話によれば「本雑誌は探偵小説だけでなく、武侠と冒険
に関する作品も素晴らしい。三者の元は一つであるため、合わせたら互いに啓発できると
思う。唯三者の中で探偵に取材する作品が多かったので、『探偵世界』と名をつけた」101［沈 
1923］。当時発表された探偵小説作品はほとんど欧米探偵小説を真似て創作されたもので
ある。『偵探世界』で最も人気があるのは程小青の『霍桑探案』シリーズと孫了紅の「侠
盗鲁平」シリーズであった。また、陸澹安、兪天憤、趙苕狂の作品も読者に人気があった。
小説の他に、探偵に関する知識や探偵小説創作理論に関する欄も設けられていた。 
 この雑誌は当時中国の探偵小説に大きな影響を与えたが、探偵小説の作品数が不足して
編集の時間が短い上に、読者からの非難が多いため、止む得ず僅か 24期で停刊になった。
24期に趙苕狂は「別矣諸君」（さらば、諸君）という文章を発表し、その原因について以
下のように説明した。「別のジャンルの小説を書く作家は多いが、探偵小説を書く作家は
寥々数人しかない。それに探偵小説は別の一般的な小説より時間がかかる上に、書くのも
難しい。他のジャンルの作家はともかく、探偵小説専門の作家もそれに対し恐れをなして、
容易に落筆しない。こうして探偵小説の作品が少なくなった。……半月間で全国の探偵小
                                                             
97 徐枕亜（1889-1937）、作家。 
98 鄭逸梅（1895~1992）、作家、教師。 
99 厳独鶴(1889—1968)、雑誌編集者。 
100 施済群（1896－1946）、作家、雑誌編集者。 
101 本刊舍偵探小說之外，更麗以武俠冒険之作，以三者本於一源，合之可以相為發明也。
惟三者之中，取材以偵探之作維多，故定其名曰『偵探世界』。 
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説作家が書いた作品を全部集めても、時には 1期の量に足りない恐れがあった。事実から
みるとそれ以上のひどさだった。……探偵小説の読者ほど、意見がばらばらなものはない。
ある読者は創作が一番好きだし、ある読者は翻訳作品が一番好きだし、ある読者は賑やか
な筋が好きだし、ある読者は象徴的な内容が好きなのだ。甲に偏れば乙からの非難が来る。
乙に偏れば、甲から罵られる。こうして、我々はどんどん編集の方針がわからなくなって
しまった。」102［趙 1924］と趙は言ったが、根本的な原因は、当時の中国がまだ封建思
想からの影響が強く、科学的な思想はまだ大都市の一部にしか普及していなかったこと、
だから探偵小説作家の誕生を育む社会の基礎ができていなかったことにあるのではない
だろうか。 
その後、専門的な探偵雑誌はなくなってしまい、探偵小説は雑誌や新聞のコラムで発表
するしかなかった。 
⑥「怪房客」 『偵探世界』1923年第 14期 
⑦「烏骨鶏」 『偵探世界』1923年第 15～17 期 
⑧「五福党」 『偵探世界』1923年第 16～21 期 （原作品名は「毛獅子」である） 
⑨「一个紳士」 『偵探世界』1923年第 22期 （原作品名は「假紳士」である） 
 
1924年 
⑩「第二弾」 『紅玫瑰』1924年第 5、6期  
 『紅玫瑰』は 1924 年 7月 2日の創刊、その前身は全 100期出版された『紅雑誌』であ
る。最初は週に一回出版だったものが、1927年から十日間に一期出版することになった。
編集長は趙苕狂で、名誉編集長は厳独鶴である。1932年 1月停刊になった。停刊の原因
について趙と厳は言及しなかったが、恐らく上海事変と関わりがあったと思われる。 
 『紅玫瑰』という雑誌の名前について、「赤という色は我が国の人々の心にひそかに華
麗さと賑やかさを表すことができるため、一般の人に好まれる。……花の種類は多く、赤
いものも多い。その中に色と香りがよく、雅俗ともに楽しめるものといえば、薔薇以外に
はない。簡単にいえば、そのよい花の名前を我が雑誌につけるのは、読者にこの雑誌と香
りのいい薔薇とを共に鑑賞してもらいたいからである。」103［厳 1924］と厳独鶴が発刊
                                                             
102 做別種小說的很多，做偵探小說的，不過寥寥數人，並且偵探小說，比別的一般小說，
來的費時，來的難做。不要說別人了，就是這幾位偵探專門作家，也都視為畏途，輕易不肯
落筆。因此一來，偵探的作品就少了起來。……把這半個月中，全國偵探小說作家所產出來
的作品，一齊都收了攏來，有時還恐不敷一期之用，何況事實上不見得能辦到如此呢！……
讀者對於偵探小說，意見最是紛紜，有的絕對喜創作的，有的絕對喜譯作的，有的喜情節熱
鬧的，有的喜思想空靈的。你偏於甲方，就來乙方之責備，偏于乙方，就來甲方之謾駡。因
此以來，我們對於編輯方針更是無所適從了。 
103 蓋紅之為色，在我國人心理中，隱然可以表示富麗，表示繁華，故為一般人所歡迎……
花之類繁矣，花之紅者亦甚多矣，求其色香濃豔，為雅俗所共賞者，又莫如玫瑰。取此佳卉
以名吾雜誌，簡言之，亦冀閱者視此雜誌與芬芳馥鬱之紅玫瑰，同其欣賞而已。 
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辞で述べている。程小青の他、孫了紅、兪天憤、そして『紅玫瑰』編集者の趙苕狂も『紅
玫瑰』で探偵小説を発表した。 
 
1925年 
⑪「犬吠声」 『紅玫瑰』1925年 1,2期 （原作品名は「吠声」である） 
 
1926年 
⑫「幻術家的暗示」 『紫羅蘭』1926年第 15 期 
 『紫羅蘭』は 1925 年 12月 16日に、周痩鵑が創刊した雑誌である。全 96期で、1930
年 6月、停刊になった。 
 『紫羅蘭』に関して、「紫羅蘭のレイアウトは斬新さと美しさを求めるものだ。所々に
図案や美人画を入れているのは欧米の雑誌をまねたもので、中国の雑誌ではまだ見たこと
がない。……図画と文字を同様に重んじてより美しいものを作ろうとする態度も、今まで
の雑誌にはなかった快挙である。」104［周 1925（1）］と周痩鵑は説明している。 
 主な欄には「小説」、「長篇小説」、「婦女与装飾」、「偵探之友」、「説林珍聞」、「小天地」
などがある。特に「偵探之友」は当時の雑誌で初めて設立された専門的な探偵小説欄であ
る。そのほかに 1928 年「偵探小説特集号」が出た。『紫羅蘭』には探偵小説の翻訳作品が
掲載されるだけではなく、中国作家が創作した探偵小説も多く載せられた。また、作品に
ついての評論も時々載せられ、当時の探偵小説の創作に影響を与えたと考えられる。 
 
1932年 
⑬「八十四」 『珊瑚』1932年第 1～8期 
 『珊瑚』雑誌は范煙橋により 1932年 7月 1日に創刊され、1934年 6月で停刊になった。
半月毎に１期で、全 48期がある。 
 『珊瑚』に多く載せられたのは長篇小説で、一番多く書いたのは范煙橋自身である。彼
は「艾先生的副業」、「汪星堂病遇胭脂賊」、「陸青天祝寿紫花布」、「独身主義者」などの作
品を発表した。そのほか、包天笑「回憶」，周痩鵑「金魚話」なども掲載されている。 
 
B、1940年～1947年 
1940年 
⑭「鸚鵡声」 『小説月報』1940年第 1期～1942年第 23期 
                                                             
104 力求新穎美觀，隨時插入圖案畫與仕女畫等，此系效法歐美雜誌，中國雜誌中未之見也。
……圖畫與文字並重，以期盡美，此亦從來雜誌中未有之偉舉。 
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 『小説月報』は聯華広告会社の出版部が発行した雑誌である。編集長は顧冷観105で、名
誉顧問は厳独鶴である。1940年 10月 1日に創刊され、1945年 45期の五周年記念号まで、
45期発行された。 
 日中戦争の影響で文学の中心が中国内地に移ったのに伴い、上海は文学の孤島になった。
こうした背景のもとで生まれたのが『小説月報』である。『小説月報』という名前である
が、小説だけではなく、散文なども載せられていた。最初は短編翻訳作、短編小説、散文
筆記、長篇連載、長篇翻訳作などと分けられたが、後に分類がなくなった。当時多くの作
者が『小説月報』に自分の作品を発表している。包天笑106の「換巢鸞鳳」と「釧影楼笔記」、
張恨水107の「趙玉玲本紀」、秦痩鴎108の「荷芬蘭馨室随笔」、范煙橋の「林氏三杰」などの
作品があった。 
 
1944年 
⑮「難兄難弟」 『大衆』 1944年第 15期 
 『大衆』は月刊で（途中から二ヶ月間に１期に変わった）、大衆出版社が発行した雑誌
である。1942年 11月 1日に創刊、合計 32期出版され、1945年 7月 1日に停刊になった。
編集長は銭芥塵109である。 
 『大衆』の「発刊献辞」には「我々の談話対象は大衆であるため、『大衆』と命名した」
110［銭 1942（1）］と雑誌の由来が説明されている。『大衆』の内容は雑駁で短編小説、
長篇小説、挿絵、散文筆記、科学、歴史、地理、劇などがある。包天笑はこの雑誌で「拈
花記」、「秋星閣筆記」、「一缕麻」、「海燕」など多くの作品を発表した。そのほかに張恨水
「京塵影事」范煙橋「寄瑣散葉」なども掲載している。 
⑯「古鋼表」 『大衆』 1944年第 26期 
 
1945年 
⑰「黑脸鬼」 『大衆』1945年第 27期 
⑱「王冕珠」 『大衆』1945年第 28期 
⑲「反抗者」 『大衆』1945年第 30期 
⑳「別墅之怪」 『大衆』1945年第 31期 
㉑「断指余波」 『大衆』1945年第 32期 
                                                             
105 顧冷観（1910―2000）、雑誌編集者、作家。 
106 包天笑（1876－1973）、雑誌編集者、作家。 
107 張恨水（1895－1967）、作家。 
108 秦痩鴎(1908-1993)、雑誌編集者、作家。 
109 銭芥塵（1887—1969）、雑誌編集者。 
110 我們的談話物件，既是大眾，便以《大眾》為名。 
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1946年 
㉒「毋宁死」 『新偵探』1946年第 2期 
 『新偵探』は半月刊で、編集長は程小青である。1946年 1月 10日に創刊され、投稿の
数がどんどん減少したため、わずか 17期だけで停刊になった。コラムには図画探案、特
別掲載、短編小説、中編小説、長篇連載小説、研究などがある。 
 『新偵探』の特徴は図画探案と特別掲載にある。図画探案とは表表紙の裏に探偵物語に
関する図画とクイズを載せ、裏表紙にはその答案を載せるというコラムである。特別掲載
は毎期 1篇か 2篇、重点な作品をピックアップしたものだ。主な作家には程小青、周痩鵑
などがいる。 
 
２、創作背景 
 
 『霍桑探案』シリーズの背景はほとんど上海である。その原因は程小青が上海で育ち、
蘇州に移住してからも仕事などの影響で上海と深い関わりがあったからだと考えられる
が、当時の上海の独特な社会背景との関係も無視できないだろう。政治、経済、文化など
から見ると上海は中国の封建伝統思想と西洋の科学的な思想をあわせ持っており、そして
二つの思想はときに激しく衝突した。 
 1842 年の南京条約により開港した上海には租界が設定されていた。当初、イギリス、
アメリカ合衆国、フランスがそれぞれ租界を設定し、後に国際共同租界（International 
settlement）とフランス租界（French Concession）に分けられた。1843年イギリスが上
海に土地を租借し、続いて 1848年にアメリカ合衆国、1849年にフランスもそれぞれ土地
を租借、1854年英米仏が行政を統一して租界となった。しかし、フランスのみは 1861年
に再び単独租界となり、英米租界は 1863年に国際共同租界となった。1937年に日中戦争
が勃発すると租界は実質的に日本軍の統制下に置かれ、1941 年太平洋戦争の勃発ととも
に日本軍は共同租界に進駐し、英米人は抑留された。1943 年、南京の汪兆銘政権が公式
に共同租界、フランス租界を接収した。共同租界では工部局、フランス租界では公董局が
設置され、道路・水道の建設・管理、警察・消防などの行政自治権を行使した。共同租界
の中心は上海のバンド地区で、フランス租界の中心は現在の淮海中路にあった。なお、日
本では上海北部の虹口地区を日本租界と呼んだが、虹口はただ日本人居留者が多く居住し
ていただけで正式的な租界ではない。 
 国中の国と呼ばれる租界では、阿片が蔓延していた。1842 年、共同租界とフランス租
界は阿片の販売を公認し、税金を徴収した。1858 年、イギリス、アメリカ、フランスか
らの圧迫によって阿片の販売が合法貿易として認められ、税金を払いさえすれば、どこで
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も売れるようになった。1909 年、「万国禁煙大会（ここの煙は阿片のことを指す）」が上
海で開かれ、共同租界は 1914年までに 1436軒すべての阿片煙館を閉店させるという決定
を下した。フランス租界も大会が終わってから 8ヶ月以内にすべての煙館を閉店させると
いう決定を下した。1912 年、上海政府は「阿片禁止の告示」を出した。共同租界が禁煙
を声明したのと同時に、フランス租界の公董局は阿片販売から莫大な税金を徴収していた
ため、阿片の販売を許した。「1923年毎月の税金は 12万元が、1924年は毎月 18万元に急
増し、1930 年に至って、50 万元にもなった」111［上海 1997］。1933 年、共同租界も阿
片の販売を許可し、1937年、日本軍も上海を占領した後、上海市で阿片の販売を許した。
同時に日本の会社も麻薬を売り始めた。最初、上海には阿片だけしかなかったのだが、医
薬品のモルヒネの注射は阿片と同じ効果があると見られ、しかも効率がよりよいため、上
海では阿片の代用品として広まった。また、モルヒネと同じように阿片から産出されるヘ
ロインも上海で流行していた。成分は阿片と別物であるが、コカインも上海で広まってい
た。 
 ギャンブルも上海で人気があり、主に二つに分けられた。中国のギャングが運営した賭
博と外国人が運営した賭博である。中国のギャングが運営した大きな賭博場は 1915 年に
始まり、主に共同租界とフランス租界に設置されていた。主なギャングは本幇（上海）、
紹幇（紹興）、広幇（広東）の三つがあり、それぞれの賭博内容も違う。日本軍が上海を
占領した後、賭博は急速に発展し、大きなカジノが次々と開業した。外国人が運営した賭
博には主に宝くじ、競馬、競犬、ハイアライ、スロットがある。宝くじは 1898 年アメリ
カ人が共同租界で発売し始め、一般民衆には大変人気があった。競馬の始まりは 1850 年
である。最初はイギリス人 W. Hogg をはじめの 5 人が発足させたもので、1909 年までは
欧米人だけが競馬を独占していたのだが、その後中国人にも開放した。競犬は 1928 年フ
ランス人が設立した。外国産の犬が電気ウサギを追い、先にゴールについたら勝ちとする
のである。ハイアライは 1928年アメリカ人が上海に紹介した。1930年、フランス人がハ
イアライの運動場を建て、1937 年以降、株主権を全部中国人に譲った。スロットはアメ
リカ人がアメリカから上海にもたらしたものだ。1927 年以降、上海のほとんどのバー、
ダンスホール、遊び場所にスロットがあった。 
 上海の開港に伴って、人口も急激に増加した。上海の人口は 1890年から 1927年にかけ
て、82.5 万人から 264.1 万人までに増加した。人口が爆発的に増加した原因は自然増加
のほか、外来の移民のためである。1890年から 1927年まで上海の人口自然増長率を１％
と推定すれば、1927 年までは 110 万人ぐらいにとどまるはずでる。しかし、1927年の人
口と比べたら、154.1 万人の差があるのだから、移民の数がどんなに多いかがわかる。そ
して、1927年から 1937年まで、人口は 264.1万人から 385.1万人に増加した。同じよう
                                                             
111 1923年每月租金为 12万元，到 1924年激增至 18万元，1930年则达到了 50万元。 
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に推定すれば、1937 年までの人口は 280 万人に増加するはずであるが、実際とは 105.1
万人の差がある。また、外国人の人数も少なくない。外国人人口は上海開港のときわずか
26 人であったが、1940 年ごろには 15 万人に増加した。1936 年の上海市公安局の統計に
よれば、61 ヵ国 2 万人あまりの外国人が上海に来たという。未登録者と無国籍者を加え
たら、人数はもっと増えるだろう。［上海 1997］ 
 人口の増加によって、犯罪率も高くなった。華界（上海市政府管理の地域）では犯罪の
数について、1932 年は月に 52.5 件、1933 年は月に 110.3 件、1934 年は月に 112.8 件、
1936 年 1 月になると殺人事件と窃盗事件だけですでに 134 件になった。租界は犯罪率が
もっと高かった。1930 年から 1936年までの 7 年間、公共租界の工部局は 49719人の犯罪
者を逮捕している。年に 7102.7人で、1933年公共租界の人口 1111946人と比べると、犯
罪率は 6.3‰に達した。112［上海 1997］ 
 外来人口の爆発的な増加に応じて、国中の国と呼ばれる租界には、各地域の文化が持ち
込まれることになった。そして、上海の自由と開放のレベルも急激に高くなり、文化産業
の当然のように繁栄を極めた。新聞と雑誌の種類は 500種を超え、20世紀の初めから 30
年代までの出版物のうち、鴛鴦蝴蝶派に関する雑誌や新聞などは 180種類もある。新聞と
雑誌が数多いことは、もちろん読者の数も多いことを示している。 
 
このように、当時の上海では、いろいろな社会問題と絶え間なく起きる犯罪などが探偵
小説の創作に大量の素材を提供していた。程小青はこれらの素材を利用し、探偵小説にお
いて人物、舞台、事件などにいずれも「十里洋場」と呼ばれる上海の烙印を押した。流動
的な情勢で活躍する凶悪犯、ひずんだ家族関係、歪んだ人間関係、封建思想に満ちた伝統
的な団体、このような人びとは全て『霍桑探案』シリーズに描かれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                             
112 人口数と犯罪数は『上海公安誌』よりまとめた。 
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第二章 『霍桑探案』シリーズの諸相 
 
第一節、霍桑の由来 
 
霍桑と助手の包朗はいずれも中国人らしくない名前を持つ。特に霍桑の名前について、
「霍桑は誰か」113、「一体この人は現実に存在するのか」114、「彼の名前は発音が近い『吓
傷』から来たか、あるいはアメリカの有名な小説家 Nathaniel Hawthorne115の名義を借り
たか」116［程 1933］などのように、当時の読者からいろいろな質問や推測が出された。 
霍桑という人物が初めて登場したのは程小青の「燈光人影」117という小説である。オリ
ジナルでは「霍森」だったが、編集者の厳独鶴が字を変えたかあるいは植字工の間違いか、
とにかく原因は不明ながら「森」を「桑」に作った。「当時、霍森は訂正の広告を載せる
のは煩わしいと考えていたので、誤りをそのままとし、霍桑という名前のままにした。」118
［程 1933］「霍桑（フオサン）」にせよ「霍森（フオセン）」にせよ、中国語の発音から
みると、いずれも Hawthorne と似ているといえる。また、二文字の名前を使った理由につ
いて、程は「原稿募集の要求は二千字以内で、私はこの限定に拘った。二千字しかないの
でうまく書くのは難しいと思い、やむを得ず登場人物の名前まで縮めたのである。私が書
いた「燈光人影」の字数はちょうど二千字だった。119」［程 1933］と述べている。二文
字の名前は三文字より覚えやすくもある。普通の中国人からは少し異なる「霍桑」という
名前を見ると、「張金標」あるいは「李徳福」といったいわゆる中国人的な名前より簡潔
で、読者にとっても受容しやすかったと思われる。 
科学を運用し事件を解決する新たな探偵として作られた霍桑という名前からは、読者は
すぐ今までの探偵とは違う印象を受け取るだろう。程小青が書いた旧型の探偵あるいは警
察はほとんど清潔なイメージから程遠く、その出で立ちから見ると、科学的な捜索とも無
関係である。例えば、「断指団」120という作品を見てみよう。「楊探偵長は背が高く、顔に
                                                             
113 霍桑是誰？ 
114 究竟有沒有這一個人？ 
115 姜維楓著の『近現代偵探小説作家程小青研究』では Nathaniel Hawthomeと書いてあ
るが、正しくは Nathaniel Hawthorne である。Nathaniel Hawthorne（1804－1864）はア
メリカの小説家、代表作はThe Scarlet Letter（1850年 出版社：Ticknor, Reed & Fields）
である。 
116 他的命名是不是諧聲“嚇傷”？或是借用了美國的名小說家 Nathaniel Hawthorne 霍桑
的名義？ 
117 1914年『新聞報』のコラム「快活林」に掲載。 
118 當時霍森因著怕登更正廣告的麻煩，就也以誤就誤，直截承認了霍森。 
119 就因那徵文是限定兩千字，我因拘泥了這個限制，恐怕二千字不足暢寫，所以不得不緊
縮到篇中人姓名的字數。因為我的那篇燈光人影的字數，不多不少，恰恰扣准了二千字啊。 
120 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十六 世界書局 
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大きなあばたがいっぱいで、髪がなく、鼻柱が低く、眉が濃く、目が大きく、皮膚が黒く
てざらざらしていて、非常に醜い。彼は黒い絹織物のだぶだぶの長い上着を着ていて、布
靴と黒い靴下を履いている。」121［程 1997：（4）285］楊探偵長のスタイルは当時の探偵
として典型的なものである。それに対し、「霍桑と包朗、この二人の名前には多少西洋の
色彩がある。もし彼らを王福宝、李德勝などという名前に変えたら、もっと中国人の心に
合致するだろう。王福宝、李德勝などの名前は耳に快く、中国人の心にかなうのはかなっ
ているのだが、それと同時にふんぞり返り、帽子を斜めにかぶって、シガーをくわえ、親
指を立てているというおそろしい様子をイメージしないではいられない。そんな人物が公
理を守り、是非を明らかにし、科学を使い、衛生に注意する新たな探偵であると書いたら、
きっとちぐはぐになって人を笑わせてしまうだろう」122［程 1923］。それに、「科学的な
思想と態度を持ち、理智と正義を大切にする、敬慕すべき新たな価値を持つ探偵を紹介し
ようとするならば、当然一風変わった斬新な名前を作らなければならない。」123［程 1933］
程小青はこの理念を持って、「霍桑」という名前を定めたのだろう。「霍」という苗字は中
国で多く使われる苗字ではなく、2006年の調査によると、「霍」という苗字の人口数は 160
番目124である。なぜ「霍」という苗字を使うことについて、程小青は言わなかったが、筆
者の考えによれば、1910 年ごろ、上海で人気のあった「霍元甲」125と関係があるかもし
れない。「霍元甲」は 1910年ごろ上海において、イギリスの力士との武芸の試合で、力士
が怖がって逃げたので、不戦勝になった。また、同年に日本との試合で勝ったので、「霍
元甲」は民族の英雄と呼ばれた。「霍元甲」と同じ苗字を使うことにより、探偵の「霍桑」
も同様に民族のため自分の力を出すことを読者に感じさせることができたのかもしれな
い。また、名前の「桑」には、なんとなく西洋的色彩を感じさせる。助手の「包朗」も同
じ考え方によって作られたのではないだろうか。「包」というと、中国人にとってすぐ思
い浮かぶのは「包青天」と呼ばれる「包拯」126であるはずだ。「包拯」は中国北宋時期開
封府の府尹代理を務めていた時、権力があった宮中の貴族や宦官などを恐れずに、事件を
公正に、明快に審理し、民の信頼を得た。「包朗」が「包」という苗字を持つのは、読者
                                                             
121  杨侦探长的身材很高大，满脸粗麻，光头，塌鼻梁，浓眉毛，大眼睛，皮肤又粗又黑，
看上去丑憎异常。他的身上穿一件黑色纺绸宽大的长衫，双梁锻鞋，黑纱袜。 
122 霍桑和包朗兩個人名字，卻帶著幾分西洋色彩。若是把他們改作王福寶、李德勝等等的
名字，那就更加可以合配中國人的心裡了。我以為王福寶、李德勝等名字，一進人家耳朵，
隨俗固然隨俗得多，但同時腦室中，不能不發生一種挺胸，凸肚，歪戴帽子，叼雪茄煙，翹
大拇指等可怕的現狀。若使說這種模樣的人物，乃是守公理、論是非、治科學、講衛生的新
偵探家，那就牛頭不對馬嘴，未免要教人笑歪嘴了。 
123 既然希望把一個值得景仰的有科學思想和態度，重理智持正義的嶄新中國偵探，介紹給
一般人們，那自然不能不另想一個比較新穎的姓名了。 
124 袁義達の『中国百家姓』による。 
125 霍元甲（1868－1910）、清末の愛国武術家。 
126 包拯（999－1062）、北宋の官員、廉潔と公正で有名。 
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に公正である印象を与えるの。程小青が「包朗」という名前を採用した理由はここにある
のではないか。 
 
第二節、中国式のシャーロック・ホームズ――霍桑 
 
 では、霍桑とはどんな人物なのだろう。程小青は「江南燕」127で霍桑について次のよう
に紹介した。「霍桑はがっしりとした体格をしており、身長は五尺九寸、体重は百五十ポ
ンドある。」128「友達はよく霍桑にわざと答えにくい難題を出すが、彼はいつも戸惑うこ
となく答えた。たとえどんなに細かい質問であっても、彼は問われれば必ず答える。全て
に完璧に答えできなくても、七、八割は反応できた。……そのため、皆は彼のことを「大
探偵」とよんだ。」129「霍桑は勉強が好きで、新しい学問にも古い学問にも通じていたが、
どちらかというと理系であった。」130「彼は数学、物理、生物、化学を専攻したほか、哲
学、法律、社会、経済なども渉猟した。実験心理学と変態心理学に対しても独特な見解を
持っている。その他に、美術、薬物、我が国固有の武術も学んだことがある。」131［程 1997：
243－244］ 
霍桑とシャーロック・ホームズについて、剛毅な性格と事物を客観的に深く探求する態
度は共通しているが、霍桑に独特なのは中国の伝統的な道徳観念である。彼は人に褒めら
れたら、それが事実であったとしてもすぐに自分の功績ではないとした。例えば、「無罪
之凶手」132という作品で、 
 
（汪）銀林は主人なので、先に徳利を持って、恭しく霍桑と私（包朗）にそれぞれ
お酒三杯をすすめた。また、彼は霍桑の才智と功績について口を極めて称賛したが、
霍桑はそれを聞くと落ち着かない様子だった。 
彼は眉を顰めて、「銀林さん、あなたは褒め過ぎです。この事件が解決できたのは
完全に運によるもので、私には何の功績もありません。機縁が来ときにそれを認識し、
なんとか掴んで利用しようとするのは、個人の忍耐力に起因するでしょう。私は個人
が自分の才能だけを頼りにして、すべてのことを解決することができるなどとはとて
                                                             
127 「江南燕」 1932 年『霍桑探案外集』 大衆書局 
128 霍桑体格魁梧结实，身高五尺九寸，体重一百五十多磅。 
129 朋友经常有意用不易解答的难题向霍桑询问，他总是不假思索，立刻解决，即使是极细
小奥秘的诘问，他也有求必应，有问必答，有时不能十全十美作答，至少也解释道七八。……
于是都把他看作“大侦探”。 
130 霍桑好学，新旧学识都广博贯通，然而也偏专于理科。 
131 他攻读的科目，除数学、物理、生物、化学之外，还涉及哲学，法律，社会，经济等，
对于实验心理，变态心理更有独到的见解。其他如美术，药物和我国固有的技击也下过功夫。 
132 初出 1932年『霍桑探案外集』 大衆書局 
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も言えません。むしろその逆で、一人の智力には限りがありますから、自信過剰にな
ると往々にして間違いの道に踏み込んでいってしまうものなのです。」と答えた。133
［程 1997：（5）517］ 
  
謙遜は中国古来より伝わってきた美徳の一つで、欧米人とは大きく異なる点と言える。
後に程小青は同作品で、謙遜が霍桑とシャーロック・ホームズの違いである、と述べた。 
 
（包朗の心理描写として）我が国の探偵業界で、私立探偵か職業探偵かを問わず霍
桑の知恵と才能はずば抜けていると言える。それに、彼の虚心坦懐な謙遜も一般人に
は及ばないところだ。私は西洋のシャーロック・ホームズを思い出した。ホームズの
才能は確かに素晴らしいが、彼はお高く留まり、何ものも眼中にない気概を持つ。ホ
ームズと霍桑を比べれば、東洋人と西洋人の素養と習性がいかに違うかわかる。134［程 
1997：（5）517］ 
 
霍桑が中国人特有の謙遜を有しているのはシャーロック・ホームズとの最大な相違点で
あり、この点は作品の至る所に見られる。霍桑は依頼者に事情を聞く時、事件現場で調査
する時、証人に事件の経緯を問う時、犯人を指摘する時、依頼者に感謝される時のいずれ
も他人より優位な立場に立とうとしない。 
また先行研究として、姜維楓氏は霍桑について「強烈な中国本土の色彩」135［姜 2007：
112］と「鮮明的な現代色彩」136［姜 2007：119］という二つの方面から論じた。姜氏の
研究によると、霍桑は中国伝統的な義侠精神を持っており、シャーロック・ホームズとは
違って、一般民衆のために事件を解決したり、憂患の意識を持ったりする人物である。ま
た、事件を解決するとき、厳密に手がかりを探すのが霍桑の実証精神の現れだと姜氏は論
じた。その他、赤羽陽子氏は愛国と正義の方面から霍桑を分析している137。赤羽氏は霍桑
                                                             
133 （汪）银林居于主人的地位，先提着酒壶，恭恭敬敬地向霍桑和我各敬了三杯，又极口
称颂霍桑的才智和功绩。霍桑却反觉得不安起来。 
他皱着眉头，答道：“银林兄，你说得太过分了。这件事是完全靠机缘成就的，我实在无功
可言。机缘来了，一个人能够认识它，又能够抓住了利用它，这就是他或伊的能耐。所以我
不敢说一个人单单凭着他的才能，件件事都能够无往不利；反之，一人的智力有限，有时自
信过甚，还往往容易走进错路上去。” 
134 霍桑的睿智才能，在我国侦探界上，无论是私人或是职业的，他总可算首屈一指。但他
的虚怀若谷的谦德同样也非寻常人可及。我回想起西方的歇洛克·福尔摩斯，他的天才固然
是杰出的，但他却自视甚高，有目空一切的气概。若把福尔摩斯和霍桑相提并论，也可见得
东方人和西方人的素养习性显有不同。 
135 强烈的中国本土色彩。 
136 鲜明的现代色彩。 
137 赤羽陽子 2003「探偵霍桑における愛国の語り――程小青「霍桑シリーズ」における
正義と愛国――」『野草』72号、P58－77を参照。 
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の愛国心、舶来品排斥と国産品138の愛用、またテロへの共感とスパイへの憎悪について分
析を行った。しかし、両氏とも霍桑の人物分析を行いつつも、霍桑がなぜそのような特徴
を持つのか、程小青がなぜ霍桑をそのように造型したのかについて充分に分析したとはい
えない。それに、赤羽氏は霍桑がテロへ共感していると論じたが、実は霍桑はそのような
やり方に賛成はしていない。スパイへの憎悪についても、『霍桑探案』シリーズでは「舞
後的帰宿」に書かれているだけなので、それが霍桑の特徴とは言い難い。それに、霍桑が
なぜ国産品を愛用するのか、どのような国産品を使っているかについても論じられていな
い。    
霍桑は一体どんな探偵なのか、またこの人物を通して、程小青作品のどのような文学的
特徴を読み取ることができるか、なお一歩進んだ分析が必要である。ここでは、国産品へ
の愛着、青少年への教育、社会問題への批判という三つの方面から分析し、霍桑の人物像
を解明したい。 
   
 １、国産品への愛着 
 
 民国時期において、中国の民族工業は小麦粉の製造や紡織業に集中しており、重工業は
ほとんど発達しておらず、極めて脆弱な状態にあった。その弱さは「洋火」（マッチ）、「洋
釘」（ネジ）、「洋車」（車）、「洋灰」（セメント）などの言葉を見ると一目瞭然である。な
ぜなら、「洋」が付いているのは外国から輸入した物のことを指すからだ。当時、小はマ
ッチやネジから大は車まで、いずれも外国からの輸入が必要であった。また、長年の輸入
により、民衆は輸入品を買う習慣を養っていた。このような社会環境で、中国の民族工業
は維持するは容易ではない。しかし、満州事変の後、国産品購買運動が中国全国にわたっ
て展開した。 
程小青も満州事変後、家にあるすべての日本製の物を捨て、これからは国産品しか買わ
ないと宣言した。程小青はこの愛国心を霍桑にも与え、小説で彼の衣服類が全部国産品で、
タバコも国産の「白金龍」しか吸わなかったことを繰り返し強調している。 
『霍桑探案』シリーズの主人公、霍桑は科学知識を持っている新しいタイプの探偵であ
った。彼は他の旧型の探偵あるいは警察（たいてい長衫を着ている）と異なり、出かける
時にはほぼ背広を着る。例えば「矛盾圏」139と「輪痕与血跡」140にはそれぞれ次のような
描写がある。 
 
                                                             
138 中国産、以下も同様。 
139 初出 1942年『霍桑探案袖珍叢刊』十 世界書局 
140 初出 1932年『霍桑探案外集』 大衆書局 
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「彼は章華ブランドの黒くて細い縞模様のラシャ生地のコートを着ていて、足に履
いている皮靴も、首もとの硬い襟とネクタイもきちんと整えている。」141［程 1997：
（5）256］ 
霍桑は私の向こうに座っている。彼は黒い生地で灰色の縞模様のラシャ生地のコー
トを着ており、真っ白なシャツの硬い襟に、青地に白い星の模様の国産のネクタイを
締めていて、清潔感を漂わせていた。」142［程 1997：（5）466］ 
 
国産のコートを着て国産のネクタイを締め、清潔感のある探偵からは、長衫を着込んだ
探偵や警察などより知識があるというイメージを喚起する。 
また、霍桑は家にいる時も国産の服や物を使っている。例えば「案中案」143、「活屍」144、
「白衣怪」145、「断指団」、「催眠術」146にはそれぞれ次のような描写がある。 
 
「彼の右手は双十ブランドの歯ブラシを持ち、左手には江西産の彩色花鳥がついて
いるコップを持って、東の窓によりながら、歯を磨いている。」147［程 1997：（2）1］ 
「彼は国産の白いズックのズボンをはいていて、江西省万載産の白い夏布のシャツ
を着ていて、袖を肘まで巻き上げていた。彼は手に一枚の新聞を持って口に一本の白
金龍のタバコを銜え、足を藤椅子に置いて、温州産のい草で作った縞模様のスリッパ
を藤椅子の隣に置いた。」148［程 1997：（2）132］ 
「彼は上に薄い夏布の半袖の開衿シャツを着、下には山東特産のポプリンのズボン
をはき、足にはい草のスリッパを履いていた。」149［程 1997：（4）123］ 
「彼は機械で作った半袖のシャツを着ていて、下にポプリンのズボンをはいていて、
足にも寧波産の草で作ったスリッパを履いているが、白いデミティの靴下はまだ脱い
でいなかった。」150［程 1997：（4）269］ 
                                                             
141 他穿着一身章华出品的黑色细条花呢的西装，足上皮鞋和颈项间的硬领领带也都非常整
齐。 
142 霍桑坐在我的对面，穿一身黑色本厂灰色薄花呢的西装，洁白的硬领，配着那蓝地白星
的国货领带，显得非常整洁。 
143 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十一 世界書局 
144 初出 1944年『霍桑探案袖珍叢刊』二十 世界書局 
145 初出 1942年『霍桑探案袖珍叢刊』八 世界書局 
146 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十六 世界書局 
147  他的右手拿着一支双十牌的牙刷，左手中执着一只江西出品的五彩花鸟的漱口杯，正凭
着东窗的窗口，在刷牙漱口。 
148  他穿着一条国产白帆布裤子，一件江西白万载夏布的衬衫，袖子卷上了肘节，手中执着
一张报纸，嘴里衔着一只白金龙纸烟，两条腿搁在藤椅边上，一双温州出品的细草织花条纹
的拖鞋留在藤椅足旁。 
149  他上身穿一件细夏布翻领的短袖衬衫，下身穿一条山东土产的府绸西装裤，足上已换上
了一双细草织成的拖鞋。 
150  他穿着一件白铁机纺的短袖衬衫，下面是府绸西裤，足上也同样拖着宁波出品的草拖鞋，
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「霍桑は万載産の細くて白い夏布のシャツを着、山東産ポプリンのズボンをはき、
足には黒い緞子のスリッパを履いて、窓のとなりにある藤椅子に横になった。」151［程 
1997：（4）395］ 
 
衣服と靴だけでなく、霍桑は歯ブラシやコップなどの日用品まで国産品を愛用している。
そしてただ「国産」というだけでなく、それぞれの産地やメーカーなどまで詳しく描写し
た。 
霍桑がよく吸う「白金龍」というブランドのタバコも国
産である。このタバコは当時、南洋兄弟煙草公司により製
造し販売された。右の図152は 1926年に出版された雑誌『良
友』第一期に載せた「白金龍」の広告である。 
画像から分かるように、「白金龍」は国産のタバコである
が、包装には英語が使われていた。外国のタバコは国産品
より質がよくて、包装に英語を使えばこのタバコが外国制
のもの或いは外国制と関わりがあるものと人々が思い込む
からだろう。タバコだけでなく、ほかの国産品も外国の製
品と比べれば、質がよいとは言えないので、人びとが外国
の製品を買うのも当たり前のことであった。 
しかし小説では敢えて国産品が頻出している。おそらく程小青もそれらの商品を使って
おり、ある程度質がよい商品だと認められていたものだろう。このような手法を通して、
程小青は国産品消費運動にも協力しようとした。 
 
２、青少年への教育 
 
青少年は国の未来である。清末から民国期にかけて、社会が激しく移り変わるとともに、
数多くの知識人は青少年への教育に心血を注いだ。例えば、梁啓超153は「少年に智があれ
ば則ち国に智があり、少年が豊かになれば則ち国は豊かになり、少年が強くなれば国は強
くなる」154 [梁 1900]という有名な文章を書いた。程小青も国の未来のために青少年の
教育に力を入れるべきだと考えた。それに対して、当時の他の探偵小説作家は青少年への
                                                                                                                                                                              
不过白麻沙袜却没有卸掉。 
151  霍桑穿着细白万载夏布衬衫，山东府绸的西装裤，足上却套着一双玄缎的拖鞋，躺在沿
窗口藤椅上。 
152
 『良友』雑誌社ウェブサイト http://www.1926sh.com.cn/a/companion/advert/2012/0301/93.html
より引用 2013年 12月 6日最後確認 
153 梁啓超（1873-1929）、中国近代の思想家、政治家、教育家、史学家、文学家。 
154 少年智則國智，少年富則國富，少年強則國強。 
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教育を意識的に作品に持ち込むことはほとんどなかった。 
当時の上海は様々な矛盾に満ちた都市であった。1842 年に植民地化して以来、上海は
中国で工業が最も発達の都市の一つとなった。また、欧米の近現代思想も積極的に広がっ
て、1919年に陳独秀155は上海の雑誌『新青年』156で「徳先生（民主）」と「賽先生（科学）」
を学ぶべきだと主張した157。一方、上海には堕落した一面もあった。当時の上海は魔都158
と呼ばれ、賭博、ダンスホール、麻薬など人を誘惑するものに満ち溢れていた。程小青は
時代の流れを鋭く意識していたので、探偵小説を通して、一方では青少年が科学に対する
興味を引き起こそうとし、一方では青少年を様々な誘惑に打ち克つよう勧めることに力を
尽くした。 
かつてないほどに科学の進歩を追い求める社会を背景にして、程小青は「探偵小説は化
粧した教科書」だと指摘し、小説の中で様々な科学知識を伝授した159。そして、彼はすべ
ての読者の中で、青少年こそは好奇心が旺盛で、新しい物事を受け入れやすく、最も教育
的価値があるので、科学教育の重点を青少年に置くべきであると考えた160。彼の青少年へ
の教育方法は単なる説教ではなく、科学知識を物語の展開過程に巧妙に融合させ、自然に
彼らの興味を引き起こすところにあった。例えば「血手印」161という小説の中に、以下の
ような描写がある。 
 
（崔警部は凶器だと思われるナイフの検査を霍桑に依頼した。そして、霍桑と助手
の包朗はこのナイフについて次のような議論をした） 
（霍桑）「君はどう思うか。」 
（包朗）「ああ、血痕みたいだね。」 
「血痕みたい？」 
「うむ、血痕だと確信する。」 
「ほう、君も血痕だと思うのか。（中略）ナイフにジュースが付いて乾いても、同
じようにこんな色に変わるのだよ。なぜなら人間の血液にもオレンジジュースのよう
に酸の成分があるからだ。酸と鉄が接触したら、おしなべて酸性塩に変わり、乾いた
後の色も同じだ。目だけでは決して区別できない。」 
                                                             
155 陳独秀（1879-1942）、思想家、政治家、中国共産党の主な創立者の一人。 
156 『新青年』は 1915 年９月上海で創刊、1926 年停刊。 
157 陳独秀の「本誌罪案之答弁書」（『新青年』6（1）1919年）を参照。 
158 「魔都」という表現は、1923年に村松梢風が上海を描いた作品『魔都』で初めて使用
されたものである。 
159 程小青の「従偵探小説説起」（『文匯報』1957年 5月 21日）を参照。 
160 「灰衣人」（程小青 「灰衣人」『霍桑探案外集』 大衆書局、1932 年）などの小説を
参照。 
161 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十九 世界書局 
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「そうしたら、どのような方法で区別するのかい。それとも顕微鏡を使うのか。」 
「いや、簡単な方法があるのだ。薄いアンモニア液をしみに垂らして、５分間過ぎ
たら分かる。もしジュースだったらしみは緑色を呈するはずだ。血痕だったら、色は
変わらない。」162[程 1997（6）：415-416] 
 
程小青の描写がこのように科学知識に裏付けられているのに対して、他の作家の探偵小
説には血痕の調査に関する描写は少ない。ここでは、陸澹庵の「古塔孤囚」163を対比させ
てみよう。探偵李飛は洞窟に付着した赤い跡を見つける場面だが、陸澹庵は簡単な記述で
済ませている。 
 
（李飛）「私は洞窟で闘いの痕跡を見つけ、石の壁に血痕と手印を見つけた。秦建
平は洞窟で犯人に打たれ怪我をしたのだろう。」164[陸 1923（65）： 6] 
 
両者を比べれば、程小青の苦心の程がわかるだろう。確かに血痕の検査について上のよ
うに詳しく書かなくても、物語の進行には何の影響もない。しかし、このような描写があ
ることによって、読者は科学捜査の方法への理解を持つことができるし、興味を持つこと
もあるだろう。程小青は正にこのように、知らぬうちに読者、取り分け青少年の読者に科
学知識を普及させようと腐心した。『霍桑探案』シリーズでは血痕だけでなく、髪や指紋
などに対する科学捜査に関する描写もたくさんあり、いずれも青少年への科学教育のよい
教材になったと言える。もう一つ、別の例を見よう。「断指団」という作品に次のような
描写がある。 
 
「これは一種の化学混合液だ。多分鉄、アンモニア、硫酸塩、水の混合でできてい
る。このような混合液で紙に軽く書き付けておくと、乾いたら筆跡がなくなってしま
うのだ。字の読む時に濃い茶を使うのは、濃い茶には一種のタンニン酸と呼ばれる酸
                                                             
162 “你有什么见解？” 
   “唉！像是血渍啊！” 
   “唔，像是？” 
   “不，我相信确是血渍。” 
   “喔，你也以为是血渍？……有时候刀上沾染了果汁，一经干透了，也会得变成这种颜
色。因为人类的血液里也和桔类等果汁一般，含着些儿酸的成分，酸和铁质接触了，都能变
成一种鉄柠酸盐，干了以后的颜色是彼此相同的。若是单凭肉眼的能力，决不能分别出来。” 
   “那末你可知道怎么样分别？可是用显微镜？” 
   “不是。有一种方法很简便，只需用一种淡亚马尼亚液，滴在斑渍上面，五分钟后便能
明白。若是果汁所染，斑点上会泛出绿色，倘然是血渍，那是不会变色的。” 
163 陸澹庵 1923年「古塔孤囚」『紅雑誌』2（65） 
164 “我查得那窟中有一種毆鬥的痕跡，兩旁石壁之上還有血跡和手印，可見得秦建平被凶
手打傷是在石窟。”  
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素が含まれるからだ。この混合液には鉄が含まれているので、鉄とタンニン酸が化学
反応を起こし、黒変するんだ。これはちょっとした化学常識を持つ人なら誰もが知っ
ていることだ。」165［程 1997：（4）301］ 
 
一見したところでは、霍桑はただ消えるインクの作り方と化学反応について紹介しただ
けである。同様に、程小青は「科学的偵探術」において、何種類かの消えるインクについ
て作り方を書いたことがある。例えば、牛乳と小便とレモン汁を混ぜて作るインク、塩化
コバルトと硫酸銅と鉄で化学反応を起こさせ、水を加えて作るインクなどがそれだ。しか
し、「これはちょっとした化学常識を持つ人なら誰もが知っていることだ」という文から
見ると、当時の青少年が学校で化学知識を勉強していれば、この化学反応を知っているは
ずだということになる。だが、知ることと運用することは大きな違いがある。霍桑は、青
少年なら誰でも知っている化学知識をうまく運用して見せ、同時に、学んだ知識を使うこ
とで、周りの問題を解決することができるかもしれないというメッセージを伝えた。知識
は試験のために学ぶものではなく、きっと実地に役に立つのだということだ。 
科学教育以外に、程小青は青少年の精神世界の充実と成長にも関心を持っていた。当時
の青少年にとって、封建的な教条や束縛に満ちた世界は徐々に打ち破られ、彼らの前には
各種の誘惑に溢れた新世界が現れた。「自由」という名義のもとで、如何なる生活様式を
選ぼうとも、それは当たり前のことになったようだ。当時の現状に対し、他の探偵小説作
家は関心を持たなかったが、程小青は青少年の多様な生活様式について多くの描写をして
いる。『霍桑探案』シリーズの「白衣怪」、「矛盾圏」などの作品には、青少年が賭博に惑
溺し自力で抜け出すことができなくなったり、エリートの大学生がダンサーと恋に落ちた
挙げ句、他の男とそのダンサーを張りあって恋人を拳銃で打ったり、男子大学生が買春に
夢中になったり、女子大学生が金銭のために売春したりする様子が克明に描かれている。
以上のような生活様式に対し、小説の中で、探偵霍桑と助手包朗は、それを「厳重に注意
を喚起すべき問題」166 ［程 1997（4）： 125］として「堕落」した生活様式を痛烈に批
判した。例えば「白衣怪」という作品の中で、霍桑と包朗は以下のような会話をしている。 
 
（霍桑）「君、よく考えてもみたまえ。知識階級に属するエリートの大学生が、ダ
ンサーと恋愛をした挙げ句の果て、なんと別の男とそのダンサーを張りあって恋人を
拳銃で打ったんだよ。今の我々の時代、こんな現象があるなんて、注目すべきではな
                                                             
165 “这是一种化学混合液，大概就是铁亚摩尼亚，硫酸盐和水混合而成。凡用这种混合液
轻轻写在纸上，干了就没有字迹。显现的方法所以要用浓茶，就因浓茶里面含有一种酸素，
唤做单宁酸。那混合液里面既然含有铁质，铁质一和丹宁酸相和，就会显呈一种黑色。这是
有些普通化学常识的人都知道的。” 
166 这个问题有严重注意的价值。 
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いか。」……「それで、この問題について厳重に注意を喚起すべきではないか。新聞
には毎日こんな記事が載せられている。少数の人はそれを「風流香艶」と評価するか
もしれんが・・・。」 167［程 1997：（4）125-126］ 
 
 霍桑と包朗が率直に語ったのは実は作者の程小青自らの心の声である。複数の作品168か
ら分かるように、当時社会に存在する青少年のダンスや賭博などの行為に対し、程小青は
それを「風流香艶」や「自由自在」だと評価する人が少なからずいるだろうと認識しつつ
も、それらの行為が青少年を堕落に導くと思っているので、霍桑の口を借りて批判してい
るのだ。青少年は国家の命脈で民族の基石でありのだから、彼らが横道にそれてしまった
ら、誰かが彼らを覚醒させなければならない。そこで、程小青は探偵小説を手段として青
少年を「啓蒙」しようとし、青少年が時代に適合した新たな人生の目標を樹立すべきだと
呼びかけたのである。彼の考えでは、青少年は自らの力を以て国家と社会に貢献し、何で
もいいから社会に有用な一芸に秀でることを追求すべきである。「輪痕与血跡」という物
語の中で、霍桑は青少年の前途への配慮を表し、大人の責任について次のように話した。 
  
（霍桑）「どんなことをするにしても、そこには一つの専門と言うものがあって、
社会と国家に貢献したり、人々に恩恵をもたらしたりすることができれば、それは全
て成功だと言える。今まで、一般人は官吏あるいは富豪になるのが成功と考えていた
が、それは何千年も続く古い観念で、このような考え方では若者は志気を失ってしま
う。我々のような理智や志のある大人は、出来るだけ若者の考えを是正してやらなけ
ればならない。」169 ［程 1997（5）： 467］ 
 
筆者の管見の限り、探偵小説の作者が作品で自分の考え方や価値観などを流露すること
は珍しくないが、程小青のように小説で直接に青少年に存在する各種の生活様式に対し価
値判断を行うことは珍しい。どの時代においても、社会では人生の理想や価値観が一つし
かないとは言えない。程小青が青少年の思想教育において多くの精力を投入した原因は、
おそらく彼が中学校や高校の教師を長年務めたことと関わりがあろう。彼は教鞭を執った
                                                             
167 （霍桑）“你想，一个知识阶级而又处于领袖地位的大学生，居然会得跳舞，居然会得
跟舞女恋爱，居然会得和人争风，又居然会得开枪打死他的恋人！在我们这个时代，竟有这
种种现象，你说不值得注意？”……：“如此，你想这个问题不是有严重注意的价值吗？报
纸上几乎天天戴着这种新闻，有些人也许还要加些‘风流香艳’的考语呢！” 
168 「白衣怪」、「輪痕与血跡」、「舞後的帰宿」などの小説の他に、前掲「従偵探小説説起」
という論文を参照。 
169 （霍桑）“无论干什么事情，只须有一种专长，能够服务社会国家，和裨益人群，都是
成功！已往，一般人都把做官发财算为成功，那是几千年来传统的腐化观念，最足戕青年的
志气。我们自认有理智有志向的人，都应当尽力纠正的。” 
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経験によって、青少年の実際情況に対しより深く理解していたのではないか。そのため程
小青は、当時の時代背景と社会背景のなかで、青少年が容易に自分を見失うことを認識し
ており、作品で青少年の生活態度を向上させるべきだと何度も繰り返したのである。 
以上のように、程小青は探偵小説に青少年を教育する「啓蒙」の機能を与え、『霍桑探
案』シリーズで意識的に科学と思想教育を取り入れた。この点、当時においてある程度積
極的な意義があり、一部分の青少年を科学の道に導くことができたかもしれないし、一部
分の迷える青少年に人生の方向を示したかもしれない。しかし一方で、探偵小説は結局の
ところ論文ではないので、強烈すぎる主観的な意見は違う意見を持つ読者にとってはある
程度興ざめなものであり、多くの議論もプロットの展開に悪影響を及ぼすことも免れない
と言える。 
 
３、社会問題への批判 
 
古代より中国の文人たちは、強烈な愛国心と「天下の憂いに先立って憂える」170という
憂国の政治思想を持っていたと。戦国時代の屈原171、唐代の杜甫172、宋代の范仲淹173、民
国の魯迅174などの文人たちは、いずれも文字を通じて、その時代における国家・社会への
「憂患意識」を文学の中に表現することに精力を注いだ。程小青も『霍桑探案』シリーズ
を通して、当時の中国社会に広く存在した社会問題への彼なりの「憂患意識」を明らかに
した。欧米の探偵小説は多少社会背景と言及するが、実際に小説の登場人物の口を借りて
社会問題を批判することは僅少である。しかし、『霍桑探案』シリーズで、程小青は霍桑
と包朗の口を通じて、当時の上海で多くの人々が直面していた教育、婚姻、賭博、司法な
どの社会問題に強い関心を表明した。しかも、程小青はそれぞれの社会問題に対し批判す
るだけではなく、その原因についても分析して、更に解決方法を探し求めた。この点は欧
米探偵小説と異なるだけでなく、他の中国探偵小説とも異なるところである。まさに范伯
群が評価したように、『霍桑探案』シリーズは「現実主義の筆致で社会問題と事件調査を
有機的に融合し、尖鋭な寓意と恐怖感あるプロットをほぼ完全に結びつけた。」175[范 
1994：18]のである。 
 
①婚姻について 
                                                             
170 先天下之憂而憂。 
171 屈原（紀元前 340―紀元前 278）、中国戦国時代楚国の官員。 
172 杜甫（712－770）、唐代の有名な詩人。 
173 范仲淹（989－1052）、北宋の政治家、文学家、教育家。 
174 魯迅（1881－1936）、民国時期有名な作家。 
175 以现实主义的笔调将社会问题与探案有机融汇，使鞭挞的寓意与惊险离奇的情节较为完
满地结合起来。 
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教育と同様に、婚姻も人生にとっては避けることの出来ない一つの課題である。「親の
命令による仲介婚」176は、古代から 20 世紀前半まで続いた中国の伝統的な婚姻の形態で
ある。二千年以上も続いた中国の封建社会は、一貫して男尊女卑の社会であり、女性は完
全に従属的な地位に置かれてきた。このような現実を変えることは容易なことではないの
は言うまでもない。実際、20世紀初期、上海を始めとする中国各地の都市では、「婦女解
放」という主張も現れたが、現実の生活においては、根本的な改善がなされる見込みは全
くなかった。五四運動の前後、「婚姻自主、恋愛自由を求める声は当時の社会において止
められない潮流となった。しかし、封建政体の崩壊は、ただ封建礼教が政治上の基盤を失
っただけで、民衆の頭から（封建的な思想や慣習を）徹底的に消し去ることはできなかっ
た。……現実の生活においては、自由婚姻は社会と家庭からの抵抗により、なかなか実現
できなかった。」177［孔 1997：275］女性の地位、恋愛、婚姻などは依然として重要な社
会的な問題であり続けたのである。これに対して、程小青は『霍桑探案』シリーズの中で、
何度も批判的な呼びかけを表明した。この程小青とは対照的に、当時人気があったもう一
人の探偵小説作家・張碧梧が書いた探偵小説は、家庭を背景にすることに拘り、時には婚
姻に関する事件も題材としたが、程小青のように当時の深刻な婚姻問題を取り上げて論評
を加えるということはたえてなかった。 
「無頭案」178という小説で、程小青は次のように書いている。 
 
霍桑は溜息をついて、「これは確かに非常に不幸なことだ。今の社会では不合理な
婚姻商売はどこにでもある。傷ついたのは王氏一人だけではない、その父母がどうし
てこんなことができたのか、全く理解に苦しむね」と言った。179［程 1997：（6）472
－473］（姜維楓『近現代偵探小説作家程小青研究』では、上の文は、「この小説の終
わるところに包朗の言葉がある」180［姜 2007：97］とあって、包朗の言葉となって
いるが、それは誤りで、実際は霍桑の言葉である。さらに、この文章の位置は作中で
まだ犯人が見つからない時点に位置づけられており、小説の終わりとは言い難い。） 
 
                                                             
176 父母之命、媒妁之言。 
177 要求婚姻自主、恋爱自由成为当时社会上不可遏制的潮流。然而，封建政体的垮台，只
是使得封建礼教失去了政令上的依靠，却没有能够使它从人们的头脑中彻底消失。……在现
实生活中，自由婚姻总是遇到来自社会和家庭的阻力而不能实现。 
178 初出 1932年『霍桑探案外集』 大衆書局 
179 霍桑叹息道：“这确是非常不幸的事。在如今的社会中，不合理的买卖婚姻到处都是，
受到伤害的远远不只王氏一人。真不懂做父母的居心何忍？” 
180 这篇小说结尾处有包朗的一段话。 
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また「毋寧死」181という作品の中には、以下のような表現がある。 
  
「婚姻は一生の幸せに関する重大なことだ。両親がすべてを手配することは新しい
潮流に背く。また父母の個人的な利益で娘婿を選ぶ標準とするのは、最もよくないこ
とである。」182［程 1997：（6）409］ 
 
 二篇の小説の主人公は、共に父母の命令によって合わない相手と無理やり結婚させられ、
両親に反抗して悲劇的な結末を招いた。「無頭案」では、主人公の王薏珠は会ったことも
ない尤敏と結婚させられた。尤敏は仕事もせず、父親が残した財産で毎日賭博や女郎買い
などにうつつを抜かしていたため、何年も立たないうちに、財産の全てを使い尽くしてし
まった。王薏珠は元の恋人羅夢生と駆け落ちをしたが、結局最後は自殺に追い込まれたの
である。一方、「毋寧死」では、主人公何黛影の父親が昇進のために、自分の娘を上司の
息子と結婚させようとした。しかし、相手が仕事もしない遊び人であったので、何黛影は
とうとう家出してしまったのである。このような内容を通して、程小青は、大都市におい
て女子は学校教育で学び、欧米の自由思想の影響を受け、自由恋愛、愛する人との結婚を
望んでいるというのに、旧式の父母たちは依然として自らの利益のために娘の婚姻を支配
しようとし、その結果、青年たちが往々にして過激な行動に走る恐れがあるということを
指摘した。こうして彼は当時の中国社会に普遍的に存在した不合理な婚姻を批判し、婚姻
の自由を強く主張したのである。 
 時代は封建制度の清から民国に入ったが、欧米文明の影響を受けたごく少数の人を除い
て、多くの人びとの思想はまだ封建的なままであった。封建思想の「父母之命」と欧米の
恋愛自由が衝突する時、青年は往々にして過激な行動にはしる恐れがある。「毋寧死」に
おいて、何黛影は父親が指定した人と結婚するのを嫌がり、家から出てしまった。なぜな
ら結婚の相手は父の上司の息子で、仕事もせずに遊ぶばかりの人物だったからだ。しかし、
父親の何芝貝は昇進のため、自分の娘をその人に嫁がせることを強引に決めた。事件が解
決した後、霍桑は何芝貝に上記のような話をした。また、作品名からもわかるように、婚
姻自由がなければ、死ぬほうがましだという考え方はもはや青年の心に深く浸透していた
のである。しかし、霍桑は婚姻に対し、完全な自由はむしろ害となり、法律や道徳などの
範囲での自由こそが本当の自由になると考えている。 
 
包朗は「まさにそのとおりだ。時代が新しくなったのだから、婚姻制度も改革しな
                                                             
181 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』三十 世界書局 
182 婚姻大事关系到一生的幸福。父母包办，有违潮流，况且以父母个人的利益作为则婿的
标准，更是不足为训。 
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ければならない。」と言った。 
霍桑は「もちろん。しかし、自由にも一定の規範が必要だね。何の制限がなく、初
めから何も考えず、ただ一時の情感衝動に駆られて駆け落ちをするというのには、私
は賛成しかねる」と言った。183［程 1997：（6）401］ 
 
父母が指定した相手との結婚を忌避し、自分の好きな人と駆け落ちをすることに関して、
霍桑は反対する態度を表明している。もし青年たちが皆そうすれば、社会はきっと混乱に
陥るだろうが、それは誰も望んでいないことだ。この現象を解決するために過激な手段を
以てしても、根本から問題を解決することにはならず、むしろ子供たちと両親の対立がも
っと激しくなってしまうかもしれない。 
「第二張照」184において、程は婚姻問題を次のように纏めた。 
 
婚姻は今の時代にとって最も解決の難しい課題である。封建的な売買婚、強制婚姻、
あるいは胎児の段階で婚約させてしまうような悪い風俗は廃止しなければならない
が、しかし、自分が進歩的と思っている人たちは、今日ほしいままに結婚したと思う
と、明日はまた考えを翻して離婚してしまうというありさまだ。これはまさに恋愛を
児戯とし、婚姻制度を無視するものだ。婚姻制度が破られたら、家庭の存在も必要で
はなくなってしまう。そしてもし家庭がなくなったら、社会の状況はどうなるだろう
か。これはいったい人間の生活の進化なのか、それとも退化なのか。…… 
（霍桑）「君は知っているはずだ、ある強制的な堰が何千年も支えたものが、ある
日時代という巨大な波の衝撃で崩れてしまった。もちろん、その衝撃が横へも流れも
流れ出るのは当たり前だ。」185［程 1997：（6）505］ 
 
婚姻が自由すぎると、逆にいろんな新たな社会問題が出てしまうと程小青は考えていた。
過ぎたるはなお及ばざるが如し、ということだ。自由な婚姻思想と「婚姻商売」「強制婚
姻」など封建的な婚姻思想の間に中間状態が用意されていないため、双方が衝突したとき
                                                             
183 包朗：“你的话对极了。时代趋新，旧的婚姻制度也应该加以改革。” 
霍桑：“当然如此。但自由也应有一定的轨范。假使是漫无限制，一开始就不顾人格凭一时
情感冲动而盲从私奔的人，这也不是我所取的。” 
184 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十四 世界書局 
185 婚姻实在是现时代最不容易解决的一个课题。封建式的买卖婚姻，强迫婚姻，甚至是指
腹订婚一类的恶俗，固然绝对要不得，但是一般自命摩登人物的，今天随便结合，明天又随
便离异，简直把恋爱看做儿戏，根本无视了婚姻制度。婚姻制度打破以后，是否还有家庭的
存在？如果家庭也不要了，社会的情况又将是怎么样？这究竟是人类的生活的进化，还是退
化？…… 
（霍桑）“你总知道一条强制性的提防，支撑了几千年，一朝受到时代巨潮的撞击，崩溃了，
自然要有冲激的横流。” 
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に激しい衝撃が生じるのは当然のことである。先進的で新たな思想が古く腐った思想に取
って代わるのは必至とは言え、その進行中に、誰にも予想できない情況が出来ても不思議
ではない。しかし婚姻思想が極端に自由になってしまったため、「今日ほしいままに結婚
したと思うと、明日はまた考えを翻して離婚してしまう」という情況が出現してしまった。
しかし、この情況は主流でない。自由な婚姻思想が優勢になるとともに、減少していくは
ずだと思われる。 
 総じて、程小青は婚姻問題について、「婚姻商売」「強制婚姻」などの封建的な婚姻に反
対し、規範のある自由な婚姻を主張して、青年も過激な行動に走って父母が決めた婚姻に
いたずらに反対することのないように薦めた。 
 
②賭博について 
 
『霍桑探案』シリーズで、賭博を背景とする作品数は少なくない。それは第一章におい
て述べたように、は当時の上海において、賭博場と賭博の種類が多かったことによるだろ
う。大きなカジノには欧米から伝わってきた賭博は多く、町に点在する賭博場では、中国
の伝統的な賭博が多くなされていた。賭博をする人は多種多様で、各階層にわたる。賭博
は上海社会に、大変大きな影響を与えていた。例えば「矛盾圏」という小説の中で、次の
ような事例が紹介されている。 
 
「賭博をしていた 76 人全員を捕まえた。28 人は女性、その内 11 人は所謂世間で
言うところの高級売春婦、2人は富裕層の奥様、5人は女学生。男性の方はと言うと、
もっとたくさんのお金持ちがいる。――政府の公務員、大学生、アパートを経営して
いる年寄が何人か。最も人を驚かせたのは、このカジノの裏のボスはアメリカ帰りの
留学生だったことだ。」186［程 1997：（5）254］ 
 
この物語によって、当時の上海では賭博の蔓延という良からぬ気風が、国家の未来を担
う青年階層までをも蝕みつつあったという状況を知ることができる。特に、女学生まで賭
博に手を染めている事実は衝撃的である。もし彼女たちが勝負に負けてすべての金をすっ
てしまったら、周りの売春婦の影響で、体を売る妓女になってしまう可能性だって十分に
あった。そうなると、それは賭博がもたらす危害よりも遥かに深刻な事態となる。そして、
霍桑が最も怒りを覚えたのは、賭博場のボスであったアメリカ帰りの留学生に対してであ
                                                             
186 “一共捉住了七十六个赌客，二十八个是女子。内中有十一个是所谓社会上的交际花，
两个是阔佬的太太，五个是女学校里的学生。男的方面，大亨更多，——有机关里的课员，大
学校的学生，还有几个在上海做寓公的遗老。最想不到的，这赌场的幕后的设计人，却是一
个美国留学生！”  
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った。アメリカの先進的な科学を学んで、帰国後はその能力によって祖国の為に貢献する
ことを期待されている留学生が、あろうことか、賭博場を経営して、人々の金を騙し取り、
青年たちに悪い手本を示していたのである。 
小説の中には賭博のため財産を全部失い、自殺した人もいた。賭博で勝つために、博徒
は迷信的な方法を使い、藁にもすがるつもりで試している。例えば「矛盾圏」には、 
 
私は頷いて「遺骸を切り刻んで盗みを働くという話も新聞によくある。もっとひど
いのは、何も考えずに広野の棺の傍で夢占いをしようとする女性がいて、それでごろ
つきに暴行されてしまったことだ。賭博による自殺事件はほぼ毎日、新聞に何件か見
つかるほどだ。」と言った。 
霍桑は「このままいけば、きっといつかものに憑かれた人が生きている人の頭を断
ち割り、夢占いに使うなどということも起きるだろう。しかし、もっと怖いのはこの
悪党たちに「听筒，分筒，航船」187のようなところがあって、まさにどこにでも存在
することだ。それらの万元を超えるカジノは何人かのお金持ちを破産させることだけ
で、なにも惜しいことはない。しかし、この人を食うような「花会」は何よりも無産
階級の血を吸っているし、それに悪い勢力はあまりにも勢力を持ちすぎている。これ
は上海の社会において潜在的な憂いだ。」と答えた。188［程 1997：（5）364］ 
 
という対話が書かれている。 
 銭老七は賭博で負けたが、迷信を信じていため、死んだ劉氏の頭を切って家に持ち帰っ
た。そして、劉氏の頭をベッドの隣に置き、夢で見たことによって「花会」を買いに行っ
た。なぜなら「死んだ人の頭を切って夢を祈る迷信は、「花会」を遊ぶ人の間に最も流行
って」189［程 1997：（5）362］いたからだ。それに、このようなことをしたのは銭老七
だけでなく、「このような恐ろしいニュースについて、我々も上海の新聞でよく見ている。」
190［程 1997：（5）362］と霍桑は指摘している。賭博で勝つために、博徒は墓地で寝た
り、死人の頭を盗んだりと、どんなに恐ろしいこともやってのけた。それはただ自分自身
                                                             
187 「花会」という賭博の組織 
188 我点头道“偷割骷髅的活剧，报纸上果真也时常瞧见。还有更不堪的，少年妇女们，会
不顾一切的睡在旷野中棺材旁边去祈梦，因而遭遇暴徒们的奸劫！至于因赌输而自杀的事，
几乎每天报纸上都可以找几件出来！” 
霍桑应道“终有一天会有着魔的赌徒，割了活人的头祈梦！但更可怕的，却是这般匪棍
们的手段。他们有所谓听筒，分筒，航船等等，真是星罗棋布，无孔不入！那些进出巨万的
大赌场，影响所及，至多不过掀翻了几个富豪大亨的宝座，撕破了几个有闲阶级的钱囊，还
无所可惜。但这吃人的花会，却最吸收劳苦阶级的膏血，而且恶势力非常普遍！这真是上海
社会的隐忧！” 
189 割死人头祈梦的迷信，打花会的人确是很流行。 
190 这种骇人的新闻，我们在上海报纸上也时常瞧见。 
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が被害を受けるだけではなく、ほかの人に迷惑もかけた。特に死人の頭を盗むのは犯罪と
された。霍桑はそのまま放置すれば、いつか殺人事件が出るのも不思議がないと信じてい
る。 
 
③司法について 
 
前述した社会問題が社会の発展に対してある程度の悪影響を与えていたとすれば、司法
に関する諸問題も、言うまでもなく社会基盤を揺さぶる大きな問題を引き起こしていた。
清代までの中国は法治ではなく、人治に基づく社会であった。子曰く「訴えを聴くは、わ
れなお人のごときなり。必ずや訴えなからしめんか」191。儒教の思想においては、是非を
明らかにするよりも、当事者の間にある矛盾と争いを解けるのが一番重要なことであった。
倫理道徳に比べれば、法律は副次的な地位にある。司法の目的はトラブルを解決すること
より、訴訟をやめさせることにあった。それにより、人々の間に起こった争いをなくし、
社会の安定を維持することが統治者の目的である。司法においては人と人の間に不平等が
あった。特に清代では、同じ罪を犯しても、満人と漢人の違いにより、受ける刑罰も違う。
例えば、『大清律例』の「刑律・闘殴下」奴婢殴家長条において、奴婢が家長を殴ること
と家長が奴婢を殴ることによる刑罰が違っていた。 
 
凡そ奴婢が家長を殴った者は、皆斬首刑と判決される。殺した者は、皆凌遅の死刑
と判決される。過失で殺した者は、絞首刑と判決される。傷つけた者は、百の杖刑と
三千里の流刑と判決される。192［田 1999：456］ 
若し奴婢に罪があった場合、その家長及び家長の期親、例えば祖父母が官府に告訴
せずに自ら殴り殺した場合、一百の杖刑と判決される。罪がなくて殺した場合は、六
十の杖刑と一年の徒刑と判決される。193［田 1999：457］ 
 
同じ殺人の罪でも、奴婢が家長を殺した場合、すべて奴婢に死刑を与える。一方、家長
が奴婢を殺しても、家長に死刑を与えず、杖刑と徒刑だけで済む。古代法律の不平等はこ
こで一目瞭然である。 
民国期に入って、行政、立法、司法という三権分立の思想が登場したが、実際の状況か
ら見ると、古代中国と大差なく、特に地方においては、依然として古代からの影響が強く、
司法の平等性や正確性などはまだまだ遠い理想であった。具体的に言えば、司法の闇は裁
                                                             
191 子曰：“聽訟，吾猶人也，必也使無訟乎！” 
192 凡奴婢毆家長者，皆斬。殺者，皆淩遲處死。過失殺者，絞。傷者，杖一百，流三千里。 
193 若奴婢有罪，其家長及家長之期親，若外祖父母，不告官司而毆殺者，杖一百。無罪而
殺者，杖六十，徒一年。 
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判官の収賄と警察の無能という二つの方面に体現化する。前者について、『民国司法黒幕』
194は民国時期の裁判官や弁護士などが不法なことをしている状況、特に裁判官が賄賂を受
けて、事実を曲げている状況を暴露した。例えば、梁仁傑は 1930 年江西省高等裁判所裁
判長を務めた時、誕生日祝いという名目だけで 3000 万元もの賄賂を受け取った。[張 
1997：38]後者に関しては、『上海警察，1927-1937』 195が、20 年代から 30 年代までの上
海警察の実情を纏めている。例として、30 年代初めのころ、専門知識を持つ警察の数は
わずか五分の一にすぎず、当時の警察はよく金品をゆすったり、私利を貪ったり、犯罪者
と関わったりしたという。 [Wakeman 2004：51]また、文学作品にも司法の闇に関する描
写がよく見られる196。程小青は「断指団」という小説で当時中国の司法現状を指摘した。 
 
「私は今の官庁は私のような人物を絶対的に欲しがらないだろうと確信している。
彼らの仕事は非常に安定している。いくつかの大都市以外、内陸の司法の大半は独立
しているとは言えず、司法権は行政者の手に握られているのだ。彼らの大部分は「手
間が省ける」秘訣を持っている。例えば、地方で殺人事件が起ったら、担当者は被害
者の貧富貴賎を事件取り扱いの標準とする。被害者が貧困で無力の平民であれば、彼
らは「やるよりやらないほうが増しだ」という格言を信じて、事件をそのまま放置し
ていい加減なままにした。もし被害者は勢力或いは財力があるお金持ちであり、上か
らの圧力で犯人を捕まえなければならないとすると、彼らは人を替えるというやり方
を使う。彼らは勝手に所謂犯罪者という人を捕まえ、拷問で犯罪を認めさせ、事件を
解決したということにするのだ。このようなやり方のほうが早いではないか。実情を
調査したり、痕跡を研究したり、証拠を集めたりするいろいろな煩わしい手続きも一
切に省けるではないか。科学方法で調査することに至っては、もっと必要がない。私
を用いる必要などあるものか。私だって一般の警察探偵の仕事を奪うつもりなどあり
はしない。」197［程 1997：（4）270－271］ 
                                                             
194 張慶軍 『民国司法黒幕』（江蘇古籍出版社 1997年） 
195 Frederic Wakeman,Jr.著 章紅、陳雁、金燕、張曉阳訳 『上海警察，1927-1937』（上
海古籍出版社 2004 年） 
196 例として、孫玉声が 1918年から 1919年にかけて発表した『黒幕中之黒幕』を挙げる
ことができる。この小説の中で被告は何度濡衣だと呼んでも裁判官に無視され、結局偽証
で有罪判決を受けた。 
197 “我相信目前的官厅里万万不需要像我这样的人。他们的饭碗正安如磐石。除了几处大
都会以外，内地的司法大半不会独立，司法权在行政者手里。他们一大半都抱着‘省事’的
秘诀。譬如地方上出了凶案疑案，那主其事者就把被害者的贫富贵贱作为处理的标准。被害
者是个贫穷无力的平民，他们就守着‘多一事不如少一事’的格言，含含糊糊地延搁了事。
假使是个有势有财的阔老，上面有大帽子压下来，非追究不可，他们就另玩一套移花接木的
手法。他们随便抓到一个所谓凶手，逼成了口供，抵了应得的罪，也就完了。你想这样的办
法岂不干脆了？什么调查实情，研究疑迹，搜集证据等种种麻烦的手续，一概都可以免去？
至于利用科学方法的侦探更是相差十万八千里！他们何必用我？我又怎么会夺取一般侦探先
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霍桑が南京に滞在中、当地の新聞に霍桑に関する記事が載せられたため、地元の警察は
彼に嫉妬し、いつか自分の仕事が霍桑に奪われるかもしれないと心配していた。しかし、
汪銀林巡査部長とよく協力し事件を解決したあと、霍桑はその功績を自分のものだと言わ
ず、むしろ相手の功績だと言った。彼は遍在する警察の不正行為を指摘し、自分はそのよ
うな人とは一緒に働きたくないと明言した。警察が不正行為をする根本的な原因は、「息
訴（訴訟をやめさせる）」という古代から続いていた考え方がまだ彼らの思想に残ってい
て、権力者としての優越感を持っているからである。実は、霍桑は「我が国の司法界の伝
統的な欠陥に対し、改革したいという熱烈な望みを持っていた。」198［程 1997：（4）271］
この目標を完成するには、ただ小説の主人公の魅力だけでは無理なことで、体制を根本か
ら改革しなければならない。捜査にとって不適切な行動はまだいろいろとある。 
注意すべきなのは、探偵小説では探偵は事件捜査を担当する役割にまわり、警察の仕事
とほとんど重なっているため、中国の探偵小説で描かれた司法問題は警察まわりに集中し、
裁判に関することは少ないということである。筆者の管見の限り、程小青以外の探偵小説
作家は、小説の中で司法問題について触れる時、ほぼ三つのタイプにわかれる。 
第一は、基本的に司法に対し無関心なタイプ。陸澹庵の作品はその典型的な例である。
彼が創作した探偵小説は主に金銭関係をめぐって展開し、人が金銭のために自尊心や良心
を失った悲劇の描写がよく見られる。事件の背景は学校や家庭といった狭い範囲に限られ
ており、ほとんど司法問題に触れることはない。張碧梧の後期の作品もこのタイプに属す
る。 
第二は、警察の無能を通して探偵の賢明さを引き立てるタイプである。例えば、兪天憤
は時の政治に関心を持ち、小説にもたまに司法の闇に関する描写がある。「玫瑰女郎」199 で
は、パトロール中の汪警部が薔薇を売る女性と夢中になって雑談し、自分の財布が盗まれ
たことにも気付かなかった。最後に、探偵のおかげで事件が解決され、財布も見つかった。
このような例がいくつかあり、いずれも警察は犯人に気付かず、一方、同じく事件解決の
任務を担う探偵は順調に事件を解決してゆく。つまり、作者が警察の無能を描写する目的
はあくまで探偵の賢明を引き立てることで、司法問題を批判する主観的な意図はなく、突
っ込んだ議論もなかった。趙苕狂の作品もこのタイプだと言える。 
第三は、犯罪の手段で司法に対抗する主人公を称揚するタイプである。代表的な作家は
孫了紅である。彼は侠盗の物語を描いた。主人公魯平は窃盗する時に遭遇した事件に興味
を持ち、探偵として次々と事件を解決する。彼は社会秩序への破壊者、且つ国家法律への
                                                                                                                                                                              
生们的饭碗？” 
198 对于我国司法界的传统的缺陷，抱着热烈的改革愿望。 
199 兪天憤「玫瑰女郎」『紅玫瑰』1（16）、1924 年 
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反逆者であり、犯罪の手段を用いて司法の不公正に対抗する。彼は義侠心を持ってよく貧
乏な庶民を助け、法理以外の情理に基づいて行動する。孫了紅は探偵小説作家だと言われ
るが、学界では彼の作品を一般に「探偵小説に反する探偵小説」だと呼んでいる。 
以上三つのタイプの作者とは異なり、「憂患意識」を持つ程小青は作品の中で司法の闇
に対し深刻に批判を展開した。しかも彼は問題を解決する方案を提出し、司法の現状を改
善しようと民衆に呼びかけた。彼が提案した解決方法は魯平のように犯罪の手段によって
司法の闇に対抗するものではなく、当時の法律体系を尊重し維持しつつ、法秩序の範囲内
の合法的手段を以て被害者と犯罪者にそれぞれ対応を与え、司法問題を改善する道を探求
するものだ。例えば、「嗣子之死」200という小説の中に以下の会話が見える。 
 
（霍桑）「恵傑はこの毒薬で死亡したのか？それはまだ証明されてもいないのに、
勝手に志蘄を捕まえるなんて、乱暴すぎるだろう。」 
 私（包朗）も溜息をついて、「これは警察の常套手段だ、彼らは誰かを捕まえよう
と決心すると、勝手に捕まえてしまう。例え間違っていても何の責任も取らない。」
と言った。 
一口の煙草の煙を吐いて霍桑は、「彼らこそ我々が努力すべき対象だ。公務員がこ
のように法律を愚弄することを許すなんて、決してこのまま続けさせはしない。」と
言った。201［程 1997：（6）111］ 
 
この小説では、旧態依然たる警察の代表として蔡長福はコップに残っていた黒い水を検
査せず、勝手に毒薬（実はただの濃いお茶に過ぎなかった）だと判断し、韓志蘄を犯人と
して逮捕した。霍桑はこの件について心底から怒り、警察が法律を愚弄するのを甘やかす
べきでないと批判した。こんな情況を改善する方法について、「彼らこそ我々が努力すべ
き対象だ」という文章から分かるように、霍桑は司法以外に解決する方法を求めるのでは
なく、警察を教育するべきだと主張した。彼の考えでは、司法において乱暴な処置が横行
する根源は、一部の警察が旧式なやり方から影響を受け、厳密な調査方法を理解していな
いからである。一旦警察が正しい調査方法を学ぶことが出来れば、十分に改善する可能性
がある。この事件の結果も、霍桑が蔡長福に黒い水の正体を教えた後、蔡は自分のやり方
が軽率だったと認めた。 
                                                             
200 程小青「嗣子之死」『霍桑探案袖珍叢刊（二十五）』（世界書局、1945年） 
201 （霍桑）”惠杰的死是不是就因着这毒药致命？这要点都还没有证明，他便贸然将人捕
去。你说这不是胡闹是什么？” 
我也不禁叹气说：”这原是侦探们的惯技！他们高兴要抓一个人，就随便抓一个进去玩
玩，抓错了也绝对不负什么责任。” 
霍桑喷出了一口烟，说”这就是我们努力的对象。这种公务员随便玩法的现象，我们决
不能让它延续下去！” 
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汪銀林という警察官もよく霍桑に事件捜査を助けてもらう。「彼は霍桑と知り合ってか
ら、今までの陋習をかなり改善し、観察と思想の面でも明確に進歩した。」202 [程 1997：
（4）146]その他、しばしば出場する倪金寿も霍桑の影響を受けた警察の一人である。 
また、複数の作品から分かるように、『霍桑探案』シリーズは上述した第二のタイプの
ように警察のイメージをけなして探偵の魅力を持ち上げるようなことがない。探偵と警察
は緊張感が漂う対立関係ではなく、むしろ程小青の構想では両者がよく協力しあう関係を
保っている。探偵は警察への教育を通して彼らの素質を向上させ、改良の方式を以て司法
の闇を改善しようとする。即ち、程小青は司法の暗闇の中で、希望の火を見出し、司法制
度の改善し、公平性を確保しようと強く望んでいたのである。正しく霍桑のような探偵こ
そはこのような役割を担った人物だった。 
 
総じて言えば、『霍桑探案』シリーズの中で、多くの小説の始まりあるいは終わりのと
ころで、霍桑と助手の包朗が意味深い会話をする。その内容は上の引用文のように、事件
で暴露した婚姻、賭博及び司法などの社会問題についての議論である。このような「国を
憂い、民を憂う」気持ち、及び会話の中で表現する社会問題に対する批判と読者への教育
や呼びかけは、『霍桑探案』シリーズに、新文学が提唱していた「啓蒙」の機能を与えた
と言える。つまり、程小青は社会に対する「憂患意識」と探偵小説を有機的に結合させて
いたわけだが、それは彼を他の探偵小説作家と区別する特徴の一つであり、また彼が民国
時期の最も人気がある中国探偵小説作家になった理由の一つでもあろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                             
202 他自从和霍桑交识以来，不但把素来的习气减少了许多，就是在观察和思想方面，也有
不少进步。 
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第三章 『霍桑探案』シリーズ独特の魅力 
  
『霍桑探案』シリーズが現代においても再版されていることからわかるように、この作
品には独特な魅力がある。その独特な魅力とは登場人物の性格なのか、ストーリーのリア
リティなのか、推理の厳密性なのか、それはほかの作品と比較しなければわからないだろ
う。現代中国において、『シャーロック・ホームズ』シリーズのようないわゆる典型的な
探偵小説はほとんど姿を消してしまっている。それに、今の日本や欧米の探偵小説は『霍
桑探案』シリーズと年代や背景などの差が大きいため、比較する意味があると思えない。
程小青は『シャーロック・ホームズ』シリーズを真似て『霍桑探案』シリーズを創作した
が、それは助手の語りによって探偵が事件を解決する過程を描くという点だけで、上海を
舞台とする『霍桑探案』シリーズはヨーロッパを舞台とする『シャーロック・ホームズ』
シリーズと背景が違うので、比較する価値が高いとは言えない。このように考えれば、比
較できるのは同時代で且つ同じ上海を舞台とする探偵小説しかないということになる。 
1920年代から 40 年代末にかけて、程小青以外にも兪天憤、張碧梧、陸澹安などの探偵
小説作家が活躍していた。これらの作家は、それぞれ独自に作り上げた探偵を主人公とし
た作品で、中国における探偵小説史に一ページを画した。兪天憤が創作した探偵小説は内
容に応じた探偵の写真を付し、張碧梧が作り出した探偵は家庭をめぐる事件に拘り、陸澹
安はアマチュア探偵・李飛の活躍を描いた。しかし、作品数、内容における質、読者間の
人気度、そのいずれから見ても、他の探偵小説が、程小青の『霍桑探案』シリーズを超え
ることはなかった。程小青の探偵小説には、他にはない特別な魅力があったのである。 
このように、同時代の中国の探偵小説作家と比べることで、ある程度霍桑の特徴が分か
るが、それを更に明らかにするには、上海を舞台に書かれた同時代の日本の探偵小説と比
較することも不可欠であろう。30 年代以降、大量の日本人が上海へわたるようになった
後、上海を舞台とする探偵小説も書かれるようになった。そして同年代の上海を舞台とし
た日中の小説における探偵像には互いに共通する点があると見られる。一方、もちろん相
違するところもあるはずだ。本稿では当時の日本の探偵小説「掠奪結婚者の死」203、「九
人目の殺人」204、「国際小説 上海」205を中心に取り上げて、共通点と相違点を比較し、
『霍桑探案』シリーズの魅力の考察を試みる。そのために、本稿では、程小青の代表的な
作品『霍桑探案』シリーズを素材として、同時代の日中両国探偵小説作家との比較検討を
行い、彼が書き残した探偵小説のさまざまな特徴とその文学的意義を明らかにしていきた
い。 
                                                             
203 初出 1923年『秘密探偵雑誌』第一巻第四号 
204 初出 1937年『探偵春秋』第二巻第三号 
205 初出 1940年『新青年』第二十一巻第九号 
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第一節、同時代の中国探偵小説との比較 
 
１、作品全体像の違い 
 
 宋悟奇は張碧梧により創作された探偵である。『家庭探偵宋悟奇新探案』シリーズは最
初『半月』に発表されたが、その後『快活』、『紅玫瑰』などの雑誌の「探偵」コラムで発
表されるようになった。『家庭探偵宋悟奇新探案』シリーズは２０篇余り書かれたと見ら
れている。 
張碧梧は探偵小説について、「偵探小説之三大難点」を『偵探世界』（1923年、第 15期）
で発表した。その文章からは、張が探偵小説の創作理論を重視していたことがわかる。 
 
各種の小説ジャンルにおいて、私は探偵小説の創作が一番難しいと思う。なぜなら、
他のジャンルの小説を創作するとき、素材がないといって悩むことはない。見たり聞
いたりしたことを全部手当たり次第に取って来て、描写を加えたら、小説を創作する
ことができるからだ。しかし、それらのことから探偵小説になる素材を探そうとして
も、それは極めて難しいことだろう。だから、探偵小説の創作は空想が頼りなのだ。
それこそが取材の難しさである。次に、探偵小説は伏線の対応が必要である。前半で
いろいろな伏線を張り巡らせるのは、種としての「因」を植えるようなものだ。後半
でその伏線を一々終わらせるのは、「果」を収穫するようなものである。因と果が前
後で相応じ、全部つながるものはいい作品である。もしその対応が少しでもわざとら
しさを感じさせれば、読む価値がなくなってしまう。構成も別のジャンルの小説より
難しい。どんなジャンルの小説を創作するにも行文が簡潔でなければならないが、探
偵小説ではもっと簡潔さが必要となる。なぜなら、別のジャンルの小説はほとんどが
事実を叙述するだけなので、たとえ行文が少し冗長になったとしても大したことはな
いが、探偵小説は謎解きを重視するので、行文が簡潔でなければ自然的にくどくなり、
読者がついていけなくなってしまうからである。これが探偵小説を創作する時の行文
の難しさである。以上の難点三つから考えれば、探偵小説を創作するのがもっとも難
しいと言えるのではないか。206「張 1923」 
                                                             
206 在各種體裁的小說當中，我以為偵探小說最是難做。因為做別種體裁的小說，不愁沒有
材料，凡耳聞目見的事情都可信手拈來，加以渲染，做成一篇小說。但這些事情中要求含有
偵探性質的，恐怕是很少很少。那麼要做偵探小說，自不得不憑空設想了，這是取材之難。
偵探小說必須呼應靈活，上半篇佈設的種種疑問，好似播種的因，下半篇一一的結束，好似
收穫的果，必須因果相生，息息相通，才是佳作，倘呼應稍微呆板些，那便不足觀了，這結
構之難也勝過別種體裁的小說。不論做那一種體裁的小說，行文都應該儉淨，做偵探小說更
要儉淨。因為別種體裁的小說，多半是敘述事實，行文縱稍為繁冗尚無大礙，偵探小說卻是
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上述のように張碧梧は探偵小説の創作特徴について一家言持っていた上、自分の創作の
材料を厳格に選び、事件を家庭範囲に制限したこともあって、作品の数は多くはない。 
張碧梧の他に、『李飛探案』シリーズを書いた陸澹安もよく知られていた。「程小青は霍
桑探案により名を馳せ、陸澹安は李飛探案で有名になった。」207［鄭 1966：347］と言わ
れているほどだ。1923 年から、陸澹安は『偵探世界』と『紅雑誌』で次々と探偵李飛を
描く「綿里針」208、「古塔囚徒」209、「隔窗人面」210、「夜半鐘声」211、「怪函」212などの小
説を発表した。1924 年、世界書局はそれらを集めて『李飛探案』シリーズとして出版し、
その後の十年あまりの間、ほとんど毎年版を重ねている。李飛は専門家としての探偵では
ないため、霍桑のように事務室で依頼人を待つことはない。彼と何らかの関係がある人物
がちょうど事件に遭うので調査し始めるというパターンだ。例えば「夜半鐘声」には次の
ような描写がある。 
 
逸庵は李飛が来たのを見て、とても喜んでいた。以前に、逸庵が亜東市立学校で教
員をしていた時、李飛もそこで勉強していたのだった。しかし、逸庵が教えたのは一
年生、李飛は三年生だったので、二人は教師と学生の関係ではない。逸庵は李飛の叔
父朱監学と仲のいい友達だったので、李飛と知り合いになったのだ。……（逸庵は）
「君はまさにいいところに来た、ちょうど君に調査してもらいたいことがあるのだ」
と言った。213［陸 1923：11］ 
 
陸澹安はプロの探偵ではない李飛に書生の身分を与えた。「その若者は 20 歳ぐらいで、
ロック式の鼈甲ぶちの眼鏡をかけている。厚手のラシャのコートをはおって、左手はポケ
ットに挿し、右手には哈徳門のラシャ帽を持っている。彼は家に入り、コートのポケット
から一枚の名刺を取り出した。そこには李飛と書かれていて、隣に小さい文字で鵬図呉県
という注が付いている。」214［陸 1923：11－12］李飛はほかの探偵と違って、衣服も名
                                                                                                                                                                              
重在論理，行文若不十分儉淨，自然囉囉嗦嗦把讀者弄得不能明白了，這又是做偵探小說的
行文之難。有這三樣難處，偵探小說不是最難做麼？ 
207 程小青以霍桑探案驰誉，陆澹安却以李飞探案著名。 
208 1923年『紅雑誌』24、25期 
209 1923年『紅雑誌』第二巻 64、65、66期 
210 1923年『偵探世界』1、2期 
211 1923年『偵探世界』5、6期 
212 1923年『偵探世界』8期 
213 逸庵見是李飛來了，心中不覺大喜。原來逸庵在亞東公學當教員的時候，李飛還在那裡
讀書，不過逸庵教的是一年級，李飛卻在三年級了，兩人沒什麼師生關係。逸庵與李飛的表
叔朱監學，是要好的朋友，所以和李飛也認識了。……（逸庵）“你來的正好，我這裡恰巧
有一樁事情，要托你偵探哩。” 
214 那少年不過二十左右年級，戴一付羅克式的玳瑁邊眼鏡，披著一件厚呢的大衣，左手插
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刺も簡潔で、人に距離感を感じさせない、さっぱりとした若者である。「綿里針」では、
李飛はわずか 17歳で、まだ中学生であった。「夜半鐘声」では、李飛は工商大学のごく普
通の大学生である。「古塔孤囚」では、李飛はもう結婚していたが、まだ読書人としての
気質を残していた。「事件を捜査するのは、身体的にきついし、また危険でもある。しか
し人々の黒幕を指摘したら精神的に愉快だし、人々を守ることもできる。」215［陸 1923：
18］と李飛はいつも思っている。 
李飛は依頼者との関わりがあるからこそ、プロの探偵でもないのに事件を解決すること
になるのだ。強いて言えば、陸澹安はむりやり李飛を事件に引き入れているとも言える。
しかし、むろん李飛の関係者がみな事件に遭うわけもないので、事件の数も少数に決まっ
ている。というわけで、李飛にまつわる作品は量産するわけにはいかなかった。それはこ
のシリーズがただ五篇しかない理由の一つだろう。 
探偵が誰よりも先んじて正しい手がかりを見つけ、事件を解決するというのは一般的な
認識だが、趙苕狂は他の作者と異なり、失敗ばかりする探偵、胡閑を生み出した。「裏中
物」216では胡閑を次のように読者に紹介している。 
 
 ははは、みなさんこんにちは。私は胡閑と申す、字は適齋。「この大探偵は新文化
大家の胡適之先生の弟と似ている。澹安注」。私の肩書きは赫々たるもので、みんな
はよく私を大探偵と呼ぶ。……資格からいうと、私はホームズや聂卡托（不明）とは
比べものにならないが、霍桑や李飛とあまり差がない。……しかし、私には彼らと違
うところがある。……私は探偵になってから十数年、担当した事件で失敗しないこと
はなく、成功したことはなかった。だから、失敗ばかりだと言うしかない。しかしみ
なさん、笑わないでください。のぞきからくりを分解して中身をよく見てみたら、「事
件の真実を見つける」ことに関して、失敗したことのない探偵などいましょうか、本
当に毎回成功している探偵などいましょうか。217［趙 1923：1］ 
 
                                                                                                                                                                              
在衣袋裡，右手卻拿著一頂哈德門的呢帽。他踏進門來，在大衣袋裡取出一張名片，上面寫
著“李飛”兩個字，旁邊又注著四個小字是“鵬圖吳縣”。 
215 侦查案子，身体上虽然很劳苦，或者还很危险，但是，揭破了人家的黑幕之后精神上却
很愉快的，况且这也是保障人群的勾当。 
216 1923『偵探世界』1期 
217 哈哈，諸位請了。在下名喚胡閑，草字適齋（這位大偵探倒像是新文化大家胡適之先生
的令弟。澹安戲注）。講起我的頭銜倒也煊赫的很，人家總的稱我一聲大偵探。……講起資
格來，雖及不上福爾摩斯，聶卡托，倒也與霍桑，李飛不相上下。……不過我與他們卻有不
同之點：……因為我當偵探足足有十多年，所擔任的案子沒有一樁不遭失敗，從沒有成功過
的。所以，只得就失敗一方講了。但是，諸位聽了千萬別笑，其實拆穿西洋鏡講起來，哪一
個偵探是沒有失敗過的，哪一個偵探又真能次次成功呢？ 
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趙苕狂は、胡閑と霍桑が関わりをもつ小説「誰是霍桑」218を書いている。20 歳ぐらい
の若者秦堪新は胡閑に電話をかけ、本物の霍桑を探し出してほしいと頼んだ。なぜなら、
秦はある事件に遭い、霍桑に依頼しようとしたのだが、あいにく霍桑は上海にいなかった。
それで秦堪新は霍桑に宛てて「すぐ連絡してください」という新聞広告を載せたところ、
三日間で四人の霍桑が来てしまったのである。誰が本物かわからない秦堪新は、しかたな
く胡閑に頼んだというわけだ。胡閑はいろいろ調査した結果、哈華街九号の人物を霍桑と
包朗と認定して秦堪新に伝えた。が、秦堪新は「間違えたどころの騒ぎではなく、根本的
に失敗していますよ。正直に言うと、本物の霍桑をつきとめてくださいと頼んだのは、も
ともとあなたの腕前を試し、わざとあなたをからかおうと思ったからなのです。あろうこ
とか、あなたは探偵としての常識のかけらも持ち合わせず、普通の依頼として真面目に調
査しましたね。ご存知のはずですよ、霍桑はただ程小青が創作した人物で、実在などする
はずない。あなたは何を調査しようとしたのですか」219[趙 1923：7－8]と言った。しか
し、後に胡閑は「確かに間違いはしたものの、なぜこんなに都合良く間違えたのでしょう。
包朗と包朗孫はただ一文字しか違わないではないですか」220[趙 1923：8]などと自分の
失敗の口実を探した。この小説は表面から見ると、単なる胡閑の失敗を描く小説であるが、
実は霍桑がただ程小青による架空の人物で、現実に存在していないことを強調し、逆に自
分の作品の胡閑の真実性を増そうという狙いがあったのかもしれない。 
上述のように、各作家が書いた探偵小説は独自の特徴を持っている。これらの作品と比
較することによって、より一層『霍桑探案』シリーズ独自の魅力を考察できよう。次は具
体的な点について分析を展開する。 
 
２、固定的な助手 
 
『シャーロック・ホームズ』シリーズにおけるワトソンのように、包朗は霍桑の固定的
な助手の役割を担当する。助手は探偵の代わりに手がかりを見つけたり、証人に証言を聞
いたりすることができる存在だ。例えば、「青春之火」221という作品に、次のような描写
がある。 
 
霍桑は私達四人に、各自分かれて仕事をしようと提案した。……私（包朗）は汪巡
                                                             
218 1923年『偵探世界』4期 
219 不但是弄錯，實在是根本失敗了。我對你說吧，我的教你偵探誰是霍桑，原是要試試你
的本領，故意尋你一下子開心的，誰知道你連偵探的常識都沒有，竟巴巴地當件事幹，你要
知道霍桑不過是程小青腕底造成的人物，並不是真有這個人，你又何從偵探起呢？ 
220 錯固錯了，為何錯到這麼湊巧？包朗和包朗孫不是僅相差一字麼？ 
221 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十二 世界書局 
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査と屋敷の内外を詳しく調べ、何か手がかりあるいは犯人の足跡を見つけることにな
った。相談のあと、四人はすぐそれぞれ持ち場についた。222［程 1997：（1）189-190］ 
 
しかし、すべての作者が『シャーロック・ホームズ』シリーズから影響を受けたわけで
はなく、助手がいない探偵もいる。また、情報屋から事件の手がかりを入手する探偵もい
る。 
 
①李飛 
李飛は一人で捜査をする探偵であるが、プロではないから助手はいない。小説において、
李飛はよく依頼者から話を聞くと、「ちょっと見てから、逸庵と別れ、さっさと出て行っ
た。」223［陸 1923：19］「話が終わって、すぐさっと出て行った。」224［陸 1923：5］「話
が終わると、たちまちさっさと出て行った。」225［陸 1923：7］「李飛はリビングに走っ
ていってコートを着た。阿炳が後ろのドアを開けると、李飛はさっさと出て行った。」226［陸 
1923：12］それからまた依頼者のところに戻ってくると、調査の結果を依頼者に教える。
李飛一人でどのように調査したかについての描写はほとんどなく、ただ李飛と依頼人が一
緒に行動するときだけ、彼の調査過程を描くことがあったに過ぎない。李飛が依頼者とわ
かれてから、彼が帰ってくるまでの間、依頼者の行動や心理への描写はよく見られる。そ
れは当時の探偵小説にとって、ユニークな視点からの書き方とも言えるが、探偵への描写
が足りないため、本末を転倒する恐れもあったろう。 
 
②宋悟奇 
霍桑は厳密な推理で犯人を見つけるが、宋悟奇は偶然や奇遇などで事件を解決する 
宋悟奇は霍桑と違って、固定した助手がなくいつも一人で捜査を行う。それは『シャー
ロック・ホームズ』が大流行していた時代では、新鮮な感じをもった探偵だった。しかし、
張碧梧の限界は、プロットの設定について偶然の一致が多すぎたことである。例えば「箱
中女屍」227には次のような設定があった。 
 
悟奇は最初、彼らのことに気づかなかった。後に突然一人の江北人が「先日、俺は
いい商売をしたよ。俺は米屋のため百キロの米を河の向こうに持っていて、空いてい
                                                             
222 霍桑提议，我们四个人分头工作。……我（包朗）和汪巡官负责在屋的内外仔细查验，
以便寻得些线索，或发现什么凶手的来踪去迹。商议既定，四个人变立即分头去干。 
223 （李飛）看了一看，便與逸庵告辭，匆匆地去了。 
224 說完，就匆匆地去了。 
225 說完，便匆匆地去了。 
226 李飛跑到會客室裡，把大衣披上，阿炳開了後門，李飛便匆匆地出去了。 
227 1922年『快活』23、24期 
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た荷車を引いて戻っている途中、一人の女に遭った。その女は強引に、木の箱一つを
水浜路に送らせた……。」と言った。悟奇はこの話を聞き、三日間探しても見つから
なかった車夫となんと今日ここで偶然に遭うなんて、本当に奇遇だ、彼に詳しい話を
聞かなければ、と考えた。228[張 1922：10] 
 
証人としての車夫を見つける経緯はあまりにも「偶然」に頼っている。捜査の予想に従
って、宋悟奇は箱を運ぶ車夫を見つけられなければならなかった。しかし、何日間もかか
っていろいろな人力車の会社で探したが、なかなか見つけられなかった。そして、「偶然」
に川の側にある茶店で休憩したとき、人力車夫たちの話を聞いて、その人を見つけたのだ。
その二、荘薇貞が殺されたのも「偶然」である。殺し屋の犯人は依頼人の談福海から、彼
の愛人阿珍を殺してほしいと頼まれていた。犯人は阿珍の写真を持っていたが、たまたま
家にいた荘薇貞を阿珍だと見間違い、彼女を殺したのである。偶然や奇遇がなければ小説
にならないという言い方もあるが、宋悟奇が事件捜査に関する偶然はあまりにも強引で、
特に証人を見つける方法があまりにも突飛であると、探偵小説の命とも言える精密な推理
の必要がなくなり、致命傷となるといえよう。 
 
③胡閑 
胡閑にも固定した助手はいないが、助手の役割を担当している友達の華生と、「牛司（ニ
ュース）」を売る顧百暁がいる。例えば、「少女的悪魔」229という作品で次の内容がある。 
 
私は探偵が関わる事件について、以前から特別な興味を持っていた。……また私の
古い友人の私立探偵、胡閑を思い出した。彼は十回事件があればうち九回は失敗し、
人に皮肉られ笑われて、「失敗の探偵」と呼ばれているが、彼の探偵知識は確かに平
凡ではないため、私は深く敬服している。230［趙 2002：370］ 
 
華生はシャーロック・ホームズの友達ワトソン（中国では華生と翻訳されている）と同
じような役割を担当している。つまり、華生は胡閑と一緒に事件を調査し、また胡閑の調
査過程を記録して、読者に語る。包朗はたまには霍桑の依頼を受け、一人で事件に関する
                                                             
228 悟奇起初原不注意他們，後來忽聽當中一個江北人說道：“前幾天，我曾做著一件好生
意。那天我本是替米行裡送兩擔米過江去，空車子回來，走到半路上，遇著一個女人，硬拉
我去叫我將一隻木箱送到水浜路去……。”悟奇聽了這番話，暗想：我忙了三天尋不著的車
夫，今天竟然在無意中遇見，真是巧事，必得詳細問他一番才是。 
229初出 1948「少女的悪魔」『魯平的勝利』正気書局 
230 我是對於偵探上的案子，素來有一種特別的興趣的，……又想起我那老友私家偵探胡閑
來了。他雖是十樁案子竟有九樁失敗，給人連譏帶嘲的，稱為“失敗的偵探”，但他的偵探
學識究竟很不平凡，令我深深拜服。 
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調査をしたこともあるが、華生はそのようなことは一切せず、単なる語りの役をする。そ
して、事件に関する一部分の情報は「牛司（ニュース）」を売る顧百暁から買う。同作品
に次のような場面もある。 
 
諸君、君はこちらの「百暁」がいったいどんな人か知っているか。彼は自分の交際
が広さを頼りに、外でいろいろな活動をしているのだ。どんなことでも彼をごまかす
ことはできない、もし君が何か秘密の「ニュース」を聞きたいとしたら、彼に聞いて
みるときっと答えてくれるよ。たとえ彼がすぐには分からないとしても、彼に頼んだ
ら、きっとそれを探し出すことができるよ。それで、彼はそれを職にしたのだ。公安
の探偵でも私立探偵でも、彼に聞いたほうが自分で探しに行くより効果がある。そし
て、百暁の名もそれによって広がっていったのだ。231［趙 2002：386－387］ 
 
胡閑がよく顧百暁からいろいろな「ニュース」を買う。「こいつはよく商売のこつを知
っている。ちょっと厭な奴だけれど、もし私が自ら調査に乗り出すと、もっと時間がかか
るだろう。やはり彼の顔を立てないわけにはいかない」232［趙 2002：389］。顧百暁のよ
うな人物は他の作者の探偵小説には存在しないので、趙苕狂が作った特別な人物だと言え
る。顧百暁からニュースを買うことにより、胡閑の失敗しているところ、つまり探偵であ
るのに「自ら調査に乗り出すと、もっと時間がかかる」ことを強調した。逆に、「牛司」
を買ったので、探偵小説として重要な一環の調査過程に対する描写が省略され、探偵の人
物像が薄くなる恐れもある。強いて言えば趙苕狂の探偵小説は、陸澹安と同じくここに限
界を持っていたといえよう。 
包朗は程が『シャーロック・ホームズ』シリーズを模倣して作った人物とは言え、小説
内のふるまいで全く不自然さがない。強いて言えば、固定的な助手の包朗がいるからこそ、
他の探偵小説のように事件の調査に対し不適切なところが生じず、物語がスムーズに展開
できたのだと考えられる。 
 
３、名声 
 
宋悟奇は自分の名声に敏感で、もっと多くの人が彼の名前を知っていれば、探偵として
                                                             
231 诸位，你们可知道这“百晓”究是一个什么人？原来：仗着他的交游广阔，在外面很是
活动，什么事都瞒不了他，你如果探听什么秘密的“牛司”，只要问他，他准可回答你；就
是他一时间或者不知道，你只要托了他，也准可给你探访出来呢！这样一来，他竟以此为职
业了，不论公家侦探或私家侦探，只要向他说，比之自己出马还要来得好！而百晓之名便也
由此而起了！ 
232 这家伙生意经太足，虽是有些讨厌，但如有我自己出马，却更得多费时间，实不能不和
他周旋一下呢。 
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の価値が体現できると考えている。例えば「箱中女屍」に次のような場面がある。 
 
燦之は「もし君は興味があるなら、あとで二五囤に行ってみたまえ。実際の状況を
見て、この事件がおかしいと感じるなら自分で犯人を探したほうがいい。君は生まれ
つきの好奇心がある。それを大いに発揮して、大暴れしてみるといい。それで事実が
明らかになったら、君の探偵としての名前が一大センセーションを巻き起こすに違い
ない」と言った。燦之のことばは、全て悟奇の思いに合致した。233「張 1922：3」 
 
そもそも宋悟奇は探偵をすることによって、自分の名声をあげることを望んでいた。当
時、程小青の霍桑と陸澹安の李飛のシリーズ作品が人気を二分していた。張碧梧も宋悟奇
という探偵を創作して、『家庭探偵宋悟奇新探案』シリーズで読者の人気を得ようとした
のである。張碧梧は程小青や陸澹安などと違って、家庭に注目し、自分の探偵の特徴を打
ち上げたが、しかし、それだけでは特徴が足りないということで、虚栄心を持つタイプの
探偵を創造したのだろうと考えられる。また、同作品に次のような場面もある。 
 
この事件はこれで解決された。悟奇の声誉もそれによって広くなり、社会で彼を知
らない人はほとんどいなくなった。234「張 1922：19」 
 
上の引用文は正に張碧梧の本願を披露したものだ。一方、霍桑は自分の名声を疎ましい
と思っている。例えば、「断指団」に次の描写がある。 
 
（霍桑）「また君と僕に関する記事だ、本当に煩わしい！」 
  …… 
 現地ニュースのコラムに「大偵探近聞」というテーマがある。長い記載があった
ので、私はそのニュースを読み始めた。 
…… 
霍桑は急に立ち上がって、私が持っている新聞をパッと奪うと、奥にあるテーブル
の上に置いた。 
彼は眉をしかめて、「もういい！もういい！こんなにつまらない話、誰が辛抱でき
るものか？」 
…… 
                                                             
233 燦之道：“你如果高興，停一會兒不妨到二五囤去一趟，看看實在情形，倘覺案情離奇，
你盡可探拿兇手。你生性好奇；大可借此消遣，將來水落石出，你私家偵探的大名更可轟動
一時了。”燦之這一番話，句句打入悟奇的心坎…… 
234 這一件案就此結束。悟奇的聲譽因此抬高不少，社會上的人簡直沒有一個不曉得他的咧。 
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（霍桑）「このような誇大な称賛には、全く気持ちが悪くなる。ただ面倒を招くだ
けだ。」235［程 1997：（4）269］ 
 
宋悟奇の声誉をあげるのは張碧梧の願いでもあり、それは欧米の自我を展示する思想の
影響を受けていると考えられる。それに対し、名声に気にかけない霍桑は、「侠義」とい
う中国の伝統的な思想の影響を受けているといえよう。霍桑はただ司法を公平にし、民衆
を救うために探偵をしている。一般民衆からの依頼を受ければ、たとえ依頼者にお金がな
くても、無償で事件を解決することもあった。また、『霍桑探案』シリーズには富豪のお
金を盗み、貧乏人を救う江南燕という「侠盗」が登場するが、霍桑は彼のやり方を認めな
いものの、その精神に賛同している。「侠義」という精神は霍桑が探偵をする基礎の一つ
とも言えよう。 
 
４、細部の推理 
 
相違点ばかりではなく、ほかの探偵が霍桑と似ている部分もある。 
宋悟奇は偶然によって事件を解決するが、一人の探偵として、もちろん推理の才能を持
っている。同じく「箱中女屍」に次のシーンがある。 
 
突然、彼の書記の呉燦之が手に一枚の新聞を持ち、急いで歩いてくるのが見えた。
……（宋悟奇）「君はきっと事務室で新聞を読んでいて、あるニュースが載せられる
のを見たんだね。そのニュースは奇妙な事件で、だから君がそれを読んで慌ただしく
やってきた。また僕が平日そのようなニュースを見るのが好きだと知っているからこ
そ、新聞を持って来たんだろう。燦之君、僕が言ったことは正しいかい。」燦之は何
度も頷きその通りだと言った。また「本当に君には感心するよ、なぜこんなに正しく
推測できたのかい、まるで自分の目で見たようだ。」236「張 1922：2」 
                                                             
235 （霍桑）“又是记载你我的事。真讨厌！” 
  …… 
  本埠新闻栏中有一行“大侦探近闻”的标题，下面附着一段冗长的记载，我开始朗诵那新
闻： 
  …… 
  霍桑突的立起来，一手将我手中的报纸夺过去，向里面的桌子上一丢。 
  他皱眉到：“算了！算了！这些无聊话，谁耐得听？” 
  …… 
  （霍桑）“这种言过其实的称赞，真使人难受。它只会招麻烦。” 
236 忽見他的書記吳燦之急急走來，手裡拿著一張新聞紙……（宋悟奇）“料定你必是在辦
事室裡看報，見報上登有一段新聞，這新聞必是一樁奇異的案件，所以你見了不免慌張，又
想到我平日最喜歡看這些新聞，你就拿著這張報尋到這裡來了，燦之，我猜的對是不對？”
燦之連連點頭稱是，又道：“我真佩服你，怎能猜的這樣準確，如同親眼看見的一般。……” 
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書記が新聞を持ってやって来たことから、きっと自分が気になる何か奇妙な事件がおこ
ったのだろうと推理したのである。霍桑も同じような推理をしている。例として、「江南
燕」237の中の次の会話を見よう。 
 
「霍桑、私は今日何をしたか当ててみてくれたまえ」と包朗が言った。 
…… 
私の友達は突然「君はボートをこいで家に帰ったばかりかい」と言った。 
私はものすごく驚いた。なぜ彼に当てられたかわからない。 
…… 
霍桑は「君は衣服が清潔だが、顔がとても疲れたようだし、襟は汗の跡で濡れてい
る。これは一目瞭然だ。そうとなれば君はきっと激しい運動をしたのだろう。競走？
サッカー？走り幅跳び？それは全部君の得意なスポーツではない。私は君が柔術を好
み、ボクシングも練習したことがあると知っている。もしボクシングをやるならきち
んと着替えなければならないが、君の襟にある汗の跡を見ると、ボクシングをしたよ
うに見えない。また、君の履いている靴下があちこちに濡れているのが目に入った。
そこで、二週間前に許君が君をボートこぎに行こうと誘ったが、君は用事があって行
けなかったので、がっかりしていたのを思い出したのさ。君は今日、きっと前回の約
束を埋め合わせるため、みんなで一緒にボートをこぎに行ったと思ったわけだよ。 
…… 
私は彼の話を聞いてうなずくと、笑いながら「友よ、君はすばらしい、さすがに大
探偵だなぁ」と言った。238［程 1997：（1）245-246］ 
 
                                                             
237 （白話文）初出 1932年『霍桑探案外集』 大衆書局 
238 （包朗）说道：“霍桑，猜猜看，我今天做什么了？” 
…… 
我的朋友忽然说到：“你是不是去划船刚回家？” 
我大为惊奇，不知道他是怎会猜中的。 
…… 
（霍桑）说到：“……你虽然衣服整洁，但神容十分疲乏，领口汗痕潮湿，这是一目了
然。看样子你一定有过激烈运动，比赛跑步？踢球游戏？还是跳跃游戏？这一切都不是
你擅长的运动。我知道你喜欢柔术，曾练习拳击，如果你要练拳一定宽衣解带，但是看
你领头上的汗迹，并不像是练拳，再看你脚上的袜子都是斑斑水渍，于是我忽然记起来，
两星期前，许君约你一起去划船，你有事没有去，心中不乐，我想今天你一定实践前约，
一起去划船了。” 
…… 
我听完他的话，不禁点头，于是笑道：“老朋友，你如此机敏，不愧是大侦探呀！……” 
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事件とは直接関係ないが、探偵二人とも、小さいことを見逃さず、相手について詳しく
推理できることから、探偵としての才能を充分持っていると見られる。そして、読者にと
っては、このような推理の描写こそが探偵小説を読む時の楽しさの一つだと言えよう。 
 
５、自作の挿絵 
  
古来より世界で普遍的に見られるように、中国の文学にも文字テクストに図や挿絵を合
わせてきた。20 世紀以降、上海などの近代都市における出版業の発達により、新聞と雑
誌の種類は 500 を超え、特に 20 世紀の初めから 30 年代までに出版されたもののう
ち、鴛鴦蝴蝶派（探偵小説は鴛鴦蝴蝶派に属すると見られる）に関する雑誌や新聞など
は 180 もあった［張 1985：245］。読者の目を引くための一つの手段として、通俗文学
作品を掲載する雑誌や新聞に挿絵などを多用するケースが多くなってきた。探偵小説も例
外ではない。まずは下の挿絵を見よう。  
         
 
（本挿絵は『偵探世界』1923年 1期陸澹庵の「隔窓人面」に付けられた挿絵である。） 
 
この挿絵は『偵探世界』（1923年第一期）に掲載された陸澹庵の「隔窓人面」に載せら
れた挿絵であり、走っている汽車の上で闘う二人の姿を描いたものである。しかし、小説
には汽車に関する描写は一切ない。この挿絵はある程度読者の想像を引き起こすかもしれ
ないが、小説の内容と完全には符合せず、ストーリーの展開にとって不可欠なものではな
い。当時の雑誌に掲載されたた探偵小説では、ほとんどこのような形式の挿絵が使われて
いた。小説の内容と少し関わるものもあれば、内容と完全に無関係なものもある。 
最初に挿絵の革新を行った探偵小説作家は兪天憤である。彼の考えでは、当時映画が流
行っている原因は表情と動作によるものなので、この方法を挿絵に活用すれば、探偵小説
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の表現力を増やすこともできる。それで、彼はプロの俳優とカメラマンを雇い、小説の中
の重要なシーンを写真に撮り、これを挿絵として使った。例えば、「白巾禍」239という小
説の中で使われたのは次の写真である。 
 
  
（本挿絵は 1926年『紅玫瑰』第二巻 30期「白巾禍」17頁に付けられたものである。） 
 
しかし、上図でわかるように、当時の撮影と印刷技術には制約があり、実際に雑誌に載
せられた写真は輪郭が不鮮明ではっきり見えない。兪天憤自身もこの弱点に気づき、また
写真を撮るコストが高すぎたこともあって、僅かに二、三篇だけで彼は作品に写真を付け
ることを中止したのである。 
兪天憤の他に、は探偵小説の挿絵を革新しようとしたのが程小青である。彼は読者のた
めに、小説のプロットに応じて自ら挿絵を描いた。『霍桑探案』シリーズに付けられた挿
絵は、概ね以下の二種類に分類することができる。 
 
①、地図と平面図 
当時の中国探偵小説は誕生初期にあたり、読者の目を引いて、更に幅広い読者を獲得す
ることは、探偵小説作家にとって切実な課題であった。探偵小説には事件現場とその周辺
の空間についての描写が数多く見られる。しかし、文字で空間を分かりやすく表現するこ
とは作者にとって容易なことではない。作者が表現したい場面の描写について、もし作者
の設定と読者の想像の間にズレが生じれば、読者がプロットを理解し難くなる可能性があ
り、さらに探偵小説に興味を失う可能性もある。このような状況を免れるために、程小青
は複雑な場面に対して、地図や平面図を挿絵として小説に付けて、読者の便利をはかろう
とした。例えば、「舞後的帰宿」240という小説の中では、事件発生場所及び死亡現場に対
する描写、物品への調査、探偵と警察の会話などを重ねて描写しているが、この部分だけ
                                                             
239 兪天憤 1926年「白巾禍」『紅玫瑰』2（29） 
240 程小青 1942年『霍桑探案袖珍叢刊（七）』世界書局 
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で何千字にも及ぶ。霍桑が事件現場に到着した後、作者は次のように書いた。 
 
この建物は独立した一戸建てで、正門は青蒲路に向かっており、南向きで、東側は
大同路の角に隣接し、西側は小さな空き地になっている。241[程 1942：13] 
 
霍桑が正門に入り、両側の様子を見て、迎えに来た警察と会話してから、次の描写が続
く。 
 
屋敷の入り口には二三枚の古い木の板が敷いてあり、それは左手に開いているドア
の奥に伸びていて、板の下にある足跡を保護していた。242[程 1942：14] 
 
霍桑と助手は足跡を細かく調査し、少し議論した後、二人は屍体のある部屋に入ってい
った。 
 
恐怖の光景の真ん中にあったのは、もちろん被害者の元ダンサークイーン、王麗蘭
だ。彼女は窓辺のデスクの前にある真っ直ぐな背の椅子に座っていた。彼女の体は窓
に向いているが、頭は椅子の裏面まで仰向いていた。243[程 1942：15] 
 
その後、二人は死者の傷痕などについて詳しく調査を行ったが、その結果について作者
は千字ほどを割いて描写している。また、霍桑が現場で一つの鍵を見つけたことがきっか
けで、部屋にある家具などの方位についての説明と証人への尋問などの内容が引き出され
た。 
以上のような書き方は、足跡と傷痕を重点的に注目しているが、事件現場への描写がど
うしても分散してしまうので、充分に関心を持てない読者もいたであろう。たとえすべて
の現場描写に注目する読者であっても、引用文のような描写だけで、頭の中にはっきり事
件現場の方位図を想像するのは容易なことではない。そのため、作者は自ら事件現場の平
面図を描き、挿絵として小説の中に入れた。下図がそれである。 
                                                             
241 這屋子是孤立的，門面向青蒲路，是朝南的，東側臨大同路的轉角，西邊是一小方空地。 
242 那正門口鋪著兩三塊舊木板，轉接到左手裡一個開著的門口裡去，掩護著木板下面的足
印。 
243 那慘怖景狀的中心點，自然是那被害的退職舞後王麗蘭。伊正坐在靠窗的書桌面前的一
張直背皮墊椅上。伊坐的姿態是向視窗的，但伊的頭仰擱著椅子的背端。 
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（本挿絵は 1942年世界書局が出版した『霍桑探案袖珍叢刊（七）』の「舞後的帰宿」13頁に付けられたものである。） 
 
これは事件現場の平面図と事件現場付近の地図を合わせた挿絵である。この挿絵によっ
て、どの読者も最初から事件現場の建物と部屋の配置、及び建物周囲の道路情況などにつ
いて、明確に把握することができる。しかも、この挿絵の後に展開する数万字にも及ぶ物
語の中で、何度もこの挿絵と関わるプロットが出現した。例えばある道に疑わしい車が止
まったり、ある道に不審者が現れたり、窓の方位と死者の姿からある推理を得たりするな
ど、関連する表現が現れる度に、読者の関心を繰り返しこの挿絵に引き戻す役割を果たし
ている。つまり、この挿絵があるからこそ、読者はその部分を読む際に障害なく個々の具
体的な状況を理解し把握することができるわけだ。 
それだけでなく、例えば、「霜刃碧血」244という小説には、次に示す文章に対応する以
下のような挿絵が添えられている。 
 
昨日（8月 8日）夜十一時半、突然、北区通州通りで驚くべき強盗事件が発生した。
その時、恒路北区分署２０２号警察の王福は、ちょうど通州通りの南交差点をパトロ
ールしていた。すると突然、通州通りの方から女の「助けて」という叫び声が聞こえ
                                                             
244 1947『霜刃碧血』世界書局  
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た。頭をあげると、鴨綠通りの交差点近くで白いワンピースを着た女と麦わら帽子を
かぶって濃い色の長衫を穿いた男が言い争っているところがかすかに見えた。王福は
すぐに走って捕まえようとした。彼が二、三十歩近くまで走って行くと、女が道端の
歩道に倒れ、同時に「ドーン」という音が聞こえた。凶悪犯は凶器のナイフを捨て、
一目散に北の方角へ向かって走って行った。あっという間に、東に曲がって岳州通り
方面に逃げて行ったのである。245[程 1947:2-3] 
 
   
（本挿絵は 1947年世界書局が出版した『霜刃碧血』3頁に付けられたものである。） 
勿論、地図がなくても、程小青の描写によって事件発生のシーンが一応は読者の頭の中
に浮かぶだろうが、そのシーンの詳細はすべての読者にとって、必ずしも完全に一致して
いるとは言えない。逆に、上の地図があれば、事件の経過について、どの読者も大抵は同
じシーンを頭の中に想像できるであろう。事件現場の地図が示されることによって、王福
が通州通りの南交差点から事件現場まで走って行った経路、女性が倒れていた場所、そし
て凶悪犯が逃げた経路などはすべて一目瞭然になった。寥々たる字数の描写に、上の地図
を加えることで、事件のリアルな経過を読者に示すことができたのである。 
「霜刃碧血」で描かれた事件は、道路上で発生したので、付近の道路地図だけで十分で
あるが、もし部屋の中で事件が起った場合、道路地図のほかに部屋の平面図も必要になる。
例えば、「八十四」という作品においては、次の文章に対応する以下の二つの挿絵が添え
                                                             
245 昨晚（八月八日）十一點半，北區通州路上，忽然發生一件駭人聽聞的劫案。那時有恒
路北區分署二〇二號警士王福正巡行到通州路南口，忽聽得通州路上有女子喊救命的聲音。
他抬頭一瞧，隱約見靠近鴨綠路口，有一個穿白衣裙的女子和一個戴草帽穿深色長衫的男子
正在互相爭執。王福便奔過來追捕。他追到距離二三十步光景，便見那女子仆倒在路旁水泥
的人行道上，同時還聽得鏗鏘一聲，那兇手丟了兇刀飛也似地望面北奔逃，一眨眼間，便已
朝東轉彎向岳州路逃去。 
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られている。 
 
晩ご飯の後、私は一人で南の書斎に入り、雨が降っている間は執筆を続けるつもり
であった。（中略）私達の家の前の歩道には周囲の長さ４尺ぐらいのアオギリがあっ
た。（中略）10時が過ぎた。私は筆をおいて立ち上がり、窓の方向に歩いた。（中略）
私のデスクは部屋の東にある窓側に置かれていて、窓の外は林陰通り沿いの狭い歩道
になっていた。（中略）（アオギリの近くから入ったハイヒールの音を聞いて、私は自
分の妻だと考えた）私は何も考えずに、急に書斎から出て、客室と中庭を通って、二
枚の扉がある正門を開けに行った。246[程 1932：3－5] 
 
      
（二つの挿絵はそれぞれ 1947 年世界書局が出版した『霜刃碧血』２頁と４頁に付けられたものである。左の地図は霍桑
の助手包朗の家の近くの地図で、右の平面図は包朗の家の平面図である。） 
 
この小説は、一人の女性が大吉通り八十四号から逃げ、慌てて林陰通りにある包朗の家
に入ってきたことから物語が展開する。言うまでもなく左の地図は事件が発生した場所の
位置関係を読者に示し、右の平面図は包朗の家とその周辺の情況、取り分け家の間取りと
街路との関係を読者に知らせる役割を果たしている。平面図にあるアオギリの位置から明
らかなように、二階にある書斎の窓から木の下にいる人の姿ははっきりとは見えないこと
が示唆されており、外にいる女性が自分の妻だと思い込んでいる包朗は、急いで一階に降
りて、何の疑いもなくドアを開けた。しかし、それは自分の妻でなく、大吉通り八十四号
から逃げて来た見知らぬ女性で、突然家に飛び込んで来たのである。二階の書斎に居た包
                                                             
246 晚飯已畢，我便一個人進南廂房的書室裡去，準備趁這雨下，繼續我的著作。……我們
寓屋門前的人行道上，本有一株足四尺周圍的法國梧桐。……十點鐘過了。我擱了筆站起身
來，走到窗口。……我的書桌就在靠東窗的一邊，窗外就是沿林蔭路的那條狹窄的水泥人行
道。……我不假思索，急忙忙走出書室，穿過客室和天井，去開那兩扇石庫門的前門。 
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朗が自分の妻であるかどうかも確認せず、何故急いでドアを開けたかについて、小説の中
では明確に述べられてはいないが、この平面図が挿入されることによって、読者は十分に
理解することができる。もし平面図がなければ、アオギリが書斎の窓からの視線を邪魔す
ることはなく、歩道にいる女性が包朗の妻であることが確認できたはずで、これは小説の
表現上の矛盾ではないかという疑問が読者の中に生まれるかもしれない。また、この平面
図によって、なぜ大吉通り八十四号から逃げた「妻」が先に家に入らず、アオギリの近く
にいたかをも、暗黙のうちに説明したことになるのである。 
 
②、「呪文」などの道具に関する挿絵 
小説の内容によっては、文字ではうまく説明できないことがある。特に絵についての説
明は極めて困難だ。例えば、どれほど優れた作家でも、名画『モナ・リザ』の素晴らしさ
を文字表現によって読者に伝えることは到底不可能であろう。程小青は絵を文字で表すこ
とを避け、直接挿絵で示す手法を採用した。例として、「催命符」247という作品の中に登
場する、紙に書かれた二枚の「呪文」について見てみよう。その二枚目の「呪文」につい
て、程小青は文字で以下のように表現している。 
 
霍桑は（図２について）「これは明らかなことだ。上の三つの点はきっと『三』と
いう文字だ。つまり『三日死』の三文字だ。下の新しい句読点は感嘆符『！』だ。こ
の前に我々はその剣形（筆者注：下の図１）の縦棒と点とは感嘆符に違いないという
仮説を立てていたが、今やっと証明できた。」と解釈した。248[程 1942:61] 
 
上の文を読んでも、具体的なイメージが沸かず、「呪文」が如何なるものか想像するこ
とは極めて難しい。そこで程小青は以下のような挿絵を描いてみることにした。これを見
ると、すぐに「呪文」のことだとわかるだろう。 
                                                             
247 程小青『霍桑探案袖珍叢刊（九）』（世界書局、1942年） 
248 霍桑解釋道：”這是很明顯的，上面三點定是個‘三’字，就是‘三日死’三字，下面
是新標點的驚嘆號‘！’我們上一次假定那劍形的一豎一點是歎聲號，現在可以證明了。” 
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図１          図２  
（以上二つの挿絵はそれぞれ 1942 年世界書局が出版した『霍桑探案袖珍叢刊（九）』の「催命符」41 頁と 61 頁に付けら
れたものである。） 
 
以上から分かるように、明清以来の繍像小説249などの通俗文学作品には挿絵を使う伝統
があり、程小青もそれを継承していた。しかし、繍像小説や当時の中国における他の探偵
小説作家の作品で使われた挿絵は、主に読者の興味をかきたてるためのものであり、小説
にとって不可欠な部分ではない。程小青は、それまで中国ではプロットが複雑な探偵小説
がなかったため、読者の受容度を考慮した上で自ら挿絵を描いた。それらの挿絵は小説の
プロットに応じ、ある程度小説の一部分となっていたと言える。つまり、程小青の挿絵は
教育水準が決して高いとは言えない当時の読者層にとって、作品をさらに一層分かり易く
理解するための手段の一つになったのではないか。 
 
第二節、同時代の日本探偵小説との比較 
 
同時代において、日本作家が発表した上海を舞台とする探偵小説は数が多いとは言えな
いが、そこから、当時の日本作家が上海の探偵についてどう考えていたかを覗くことがで
きる。 
 
１、共通点について 
 
①科学捜査への重視 
                                                             
249
 繍像小説とは中国明清時期において挿絵がある通俗小説である。 
74 
 
民国時期の中国は迷信に満ちた後進国で、科学とはほとんど無縁であった、という言い
方がよくなされる。しかし、必ずしもそうではなかった。少なくとも、上海は科学に無縁
の地ではなかった。上海の開港に伴い、多くの外国人が上海に来た。彼らは西洋の科学と
思想を中国にもたらし、従来中国が科学に対してもっていた「奇技淫巧」というマイナス
イメージに大きな衝撃を与えた。西洋伝来の科学技術がなければ事件が解決できないケー
スもたくさんあった。明治維新以降、日本は積極的に西洋の科学と思想を取り入れたので、
探偵小説に探偵が科学技術で事件を捜査するシーンがあるのも不思議はないが、程の『霍
桑探案』シリーズにも科学技術への描写が詳しいことに注意しなければならない。当時、
他の探偵小説にも科学技術で捜査をする場面はあるが、どれも程小青の『霍桑探案』シリ
ーズに及ばなかった。 
以下具体的な例を通して、分析してみたい。例えば、「血手印」には、次のような調査
方法が書かれている。 
 
薄いアンモニアをしみに付け、五分間待てばいい。もしジュースだったら、しみに
は緑色になるが、血液だったら変色しない。250「程 1997：（２）415-416」 
 
殺人事件によく現れる血痕についての調査方法が、誰でもわかるように詳しく述べられ
ている。探偵に事件を解決させるだけではなく、読者へもその描写を通じて科学的知識を
届けることができるのだ。他にもいくつか例を見てみよう。「掠奪結婚者の死」には次の
描写がある。 
 
「さっきの針金を博士に調べてもらった結果」、「袁婁基は毒殺されたのではなく、
阿片を吸う煙管に、南京虫の血を塗り、それを吸って自殺したのである。」 ［米田
2006：64-65］ 
  
犯罪現場で見つかった証拠物件が果たして本当に凶器なのか、専門家の博士に調査を依
頼して、みだりに針金を凶器と認定するようなことはしない。結果として、煙管という普
通は想像できない凶器の発見につながった。科学的な調査をしなければ、このようなこと
はできないはずだ。また、「九人目の殺人」では 
 
「上海でも錚々たる名医、劉博士」が「すぐ駆けつけてくれた結果、心臓麻痺と診
断され」た。［白須賀 2006：70］ 
                                                             
250 只须用一种淡亚马尼亚液，滴在斑渍上面，五分钟后便能明白。若是果汁所染，斑点上
会泛出绿色，倘然是血渍，那是不会变色的。 
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と書いてある。 
速やかに科学的知識のある西洋医学博士を呼び、殺害された人を検査してもらっている。
もし、漢方医を呼んでいたら、死因はすぐにはわからなかったであろう。日本人作家によ
る例でも、科学捜査が犯罪捜査方法として選び取られている。 
 1842 年から租界を抱えるようになった上海は、西洋からの影響を大きく受けている。
この時代、新しい科学技術も、中国のどこよりも早く上海に入ったと考えられる。また、
科学的な捜査法も欧米から伝わり、巡査部長以上がほとんど西洋人である租界の工部局251
と公董局252においては、事件の解決によく利用されたと考えられる。『霍桑探案』シリー
ズは外国人や外国の事物に触れようとしないが、小説の内容から見れば、この捜査法は当
時の事実に沿っていると考えられる。 
 
②、探偵の失敗 
ほとんどの探偵小説では、主人公の探偵は過ちのない存在だというイメージがあるよう
だ。のみならずけがをすることも少なく、よく何の傷も追わずに犯人を捕まえている。し
かし、上海に関する探偵小説では、日中両国とも探偵がけがをするだけではなく、死んで
しまう場合もあったように描かれている。霍桑自身も自分が何回も失敗したことがあると
認めていた。例えば、「無罪之凶手」では、 
 
（霍桑）彼は急に笑いながら、顔を私に向けて、「包朗、君と私は長いつきあいだ。
私の成功は往々にして偶然の機縁のためだ。しかし、私の失敗が 1 回か２回ではない
ことも君は見たことがあるはずだ。ただ君は、友達の欠点を隠し長所を宣伝しようと、
私の成功例ばかりを記述して、失敗した時には全く触れもしなかったね。」と言った。
253［程 1997：（5）517］ 
 
と書いている。 
霍桑自身は失敗を認め、自分はただ一人の人間に過ぎないと考えている。このセリフは
彼の謙遜をも表現した。同じく霍桑のミスを描いたシーンは「矛盾圏」にもある。 
  
私は小さい声で「けがをしたのか」と聞いた。 
                                                             
251 共同租界の管理組織 
252 フランス租界の管理組織 
253 （霍桑）他忽含着笑容，斜过脸来瞧我。“包朗，你和我相处好久了。我的成就往往是凭
着偶然的机缘；但我的失败，也不止一次两次，你也是眼见的。只是你抱着替朋友隐恶扬善
的见解，常把我的成功的事迹记叙出来，失败的却一笔不提。 
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霍桑は頷き、暗い顔で下着の袖をゆっくりともとに戻した。 
「何のけが？ナイフか？それとも……」 
霍桑はすぐに「拳銃でやられたのだ」と答えた。（中略） 
霍桑は「そうでもない。事件はとても簡単だった。今日は九月二十四日、木曜日だ。
先週の火曜日九月十五日の朝、私はいつものとおり散歩に出かけた。柳蔭通りの角に
着いたとき、突然目に飛び込んできたんだ。我慢できなくなって思いきって介入しに
いき、それで銃弾一発をお見舞いされたわけさ。」254［程 1997：（５）258-259］ 
 
民国時期の上海は非常に混乱した場所で、犯人が拳銃を手に入れることはそれほど難し
くはなかった。『上海公安志』255によると、1937年において、公共租界だけでも自衛用の
拳銃の免許が全部で 8506 枚もある。1948 年になると、全上海市は拳銃の免許の合計は
71587枚となっている。免許がない拳銃を含めると、もっと大幅に増加すると考えられる。
このような上海において、探偵はこの件について誰よりもわかっているはずである。しか
し、霍桑は犯罪の現場を見つけた時に犯人が拳銃を持っている可能性を忘れ、無我夢中で
追った。その結果、犯人の拳銃でけがをしたのである。日本の探偵小説にも探偵のミスを
描写するシーンがある。例えば、「九人目の殺人」には、次のような内容がある。 
 
途端に私はあっと叫び声を上げたのです。 
それは陶青が手に持ち直した毒針を、眼にも止まらぬ速さで腰掛けたままの孫（論
者注：孫有和は作品中に現れる中国で一番有名な探偵）の首筋へ、グサリと突き刺し
たからでした。 
 …… 
 「貴方の命はあと一時間……八人目が貴方。」［白須賀 2006：83］ 
 
 中国で一番と言われる探偵が陶青という女性に毒針一本で殺されるとは、誰にも予測の
つかないことであった。例え相手が女性であっても殺人犯は極めて危険であるのに、孫有
和探偵はそれについてまったく無防備な状態で殺された。彼が殺されたときは、既に陶青
                                                             
254 我低声问道。“你受过伤？” 
霍桑点点头，沉着脸地缓缓将内衣的袖子重新舒展下来。 
我又道。“什么伤？刀伤？还是……” 
霍桑接嘴道：“那是手枪伤的。” 
…… 
霍桑又道：“也不是。事情是很简单的。今天是九月二十四日，星期四了。在上星期二，
九月十五日的清早。我照常出去散步，走到柳荫路的转角，忽瞧见一件意外事情。我一时不
忍，冒险上前去干涉，就受着了一粒枪弹报酬。”  
255 上海市公安局公安史誌編纂委員会 1997『上海公安誌』上海社会科学院出版社 
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が犯人であることはわかっていたのである。このミスは探偵にとって致命的な油断であっ
た。また、木村荘十が書いた「国際小説 上海」では、 
 
（陳探偵は拳銃を王黒龍と素琴に向けたが、王黒龍は拳銃に銃弾がこめられていな
いと陳探偵を騙した。） 
陳探偵は、はッとして自分の拳銃を見た。王黒龍は、瞬間の隙に、素琴を押しのけ
ると同時に、探偵の顎へ、猛烈な一撃を加えていた。 
 伸びた探偵を手早く、椅子に縛りつける。［木村 2006：111］ 
 
と書いてある。 
 探偵でありながら犯人に騙されてしまい、拳銃に銃弾が入っているかをチェックしてい
る間に、犯人に隙をつかれて撃たれ、倒れた。自分の拳銃に銃弾が入っているかどうかは
探偵自身が知っているはずなのに、犯人の騙しに乗り、敗れたのである。これも探偵にと
って大きなミスであろう。 
  
このように、日中の作家たちはリアルな探偵像を描いた。探偵は頭がいいが、やはり一
人の人間にすぎないので、時にはミスを犯すのも当然である。それに、上海は冒険家の楽
園と呼ばれていたほどで、全中国、全世界の犯罪者たちが上海をめざしていたのだから、
その中には探偵より腕のたつ犯罪者もいたことであろう。前述したように、外国人や中国
各地からの移住者が増えるとともに、上海の犯罪率は高くなり、いくら腕のいい探偵でも
誤りは避けられないようになった。探偵が怪我をしたシーンが描写されることで、いきい
きとしたリアルな探偵像がテクストに浮かびあがったのである。 
 
２、相違点 
 
 ①、探偵の名前 
日本の作家が書いた探偵小説には、中国人探偵にふさわしい名前が使われている。 
例えば：李（「掠奪結婚者の死」）   
孫友和（「九人目の殺人」）   
陳開元（「国際小説 上海」） 
三人の名前はいずれも中国人から見ると特徴のない名前である。名前について程小青は、
「霍桑と包朗、この二人の名前はいくらか西洋的な色彩を帯びている。もし彼らを王福宝、
李德勝などという名前に変えたら、もっと中国人の心にかなうだろう。しかし同時に、私
は王福宝、李德勝などの名前が耳に入ると、中国人の心にかなうのはかなっているのだが、
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それと同時にふんぞり返り、帽子を斜めにかぶって、シガーをくわえ、親指を立てている
というおそろしい様子をイメージしないではいられない。そんな人物が公理を守り、是非
を明らかにし、科学を使い、衛生に注意する新たな探偵であると言ったら、きっとちぐは
ぐになり、人を笑わせてしまうだろう」256［程 1923］と論じた。しかし、作者たちの小
説を書く目的が違うので、日本作家の立場からみると探偵三人の名前はふさわしいと思う。
なぜなら、程小青の言ったように「中国人の心にかなう」とは「しきたりに従う」ことで
あり、「ふんぞり返り、帽子を斜めにかぶって、シガーをくわえ、親指を立てる」という
様子は当時多くの探偵の様子をそのままにうつしているからである。 
 逆に、程小青の作品では、多くの人の名前が奇妙なものになっている。『霍桑探案』シ
リーズでは探偵の霍桑と助手の包朗の名前は一般の中国人と異なっていて、いずれも発音
（霍桑の発音は英語の Hawthorne と近く、包朗の発音は英語の Polo と近いと思う）から
見て西洋的な名前である。程小青自身も「あの頃の小説におけるホームズのような探偵は
一般の大衆に歓迎されたが、しかし実際に張金標、李得福といった名前の探偵は、ふんぞ
り返りって帽子を額まで斜めにかぶっているという印象を人々に与えていた。それで嫌わ
れ、のろわれたのだ！科学的な思想と態度を持ち、理智と正義を大切にする、敬慕すべき
新たな探偵を人々に紹介しようとするならば、当然一風変わった斬新な名前をつけなけれ
ばならない。」257［程 1933］と述べた。また、霍桑と包朗、この二つの名前は一般の人と
は少し違っていることで、読者にとって覚えやすいという機能もあったと思われる。 
このような現象がおこったのには以下の原因があるだろう。日本の作家はまだ当時の中
国人の生活や考え方について完全に理解できていなかったため、民国時期の探偵に相応し
い「張金標、李得福」のような普通の名前しか与えることができなかった。一方、中国の
作家は当時の人々の心理をふまえ、探偵小説にぴったりの人名を作った。なぜなら、20
年代の中国にとって、探偵がいろいろな科学的操作によって証拠を固めること自体、まだ
新しいことだったからだ。これは欧米から来た職業と知識であるため、西洋的な名前をつ
けることによって、自然に主人公は新しい欧米の知識を使って証拠をさがし、科学的に推
理をして犯人を捕まえることができるはずだという印象を与えたであろう。 
 
                                                             
256 霍桑和包朗兩個人名字，卻帶著幾分西洋色彩。若是把他們改作王福寶、李德勝等等的
名字，那就更加可以合配中國人的心裡了。我以為王福寶、李德勝等名字，一進人家耳朵，
隨俗固然隨俗得多，但同時腦室中，不能不發生一種挺胸，凸肚，歪戴帽子，叼雪茄煙，翹
大拇指等可怕的現狀。若使說這種模樣的人物，乃是守公理、論是非、治科學、講衛生的新
偵探家，那就牛頭不對馬嘴，未免要教人笑歪嘴了。 
257 那時候小說中的像福爾摩斯般的偵探，雖受一般人的歡迎，但實際上的那些張金標，李
得福一類姓名的所謂偵探，卻常會給人們感到挺胸凸肚和帽子歪在額角邊的印象，而發生厭
惡和詛咒！我既然希望把一個值得景仰的有科學思想和態度，重理智持正義的嶄新中國偵探，
介紹給一般人們，那自然不能不另想一個比較新穎的姓名了。 
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②、探偵の国際性 
 20 世紀初めの上海は国際的な大都市で冒険家の楽園と呼ばれ、フランス租界や共同租
界などもあったため、外国人の人数が多かった。上海開港のときわずか 26 人であった外
国人が、1940 年ごろには、15 万人に増加した（1937 年中国人の人数は 381 万人ぐらい
である）。1936 年だけでも、上海市公安局外国人入国統計表によれば、61 ヵ国 2 万
人あまりの外国人が上海に来ている。未登録者と無国籍者を加えたら、統計がもっ
と増えるはずだ［析 1996：41-43］。このような上海で、探偵が外国人と関わるのも
当然のことであろう。 
 しかし、『霍桑探案』シリーズにおいては、探偵の霍桑が外国人と関わらないばかり
でなく、全作品どこを見ても外国人に関する描写がない。当時、中国の領土内に共同租界
とフランス租界という外国人により統治される場所があり、世界各国からの冒険家が上海
にやってきて、上海が「魔都」と呼ばれるようになったのであった。愛国心を持つ一人の
知識人として、程小青がその状況へ不満を持っていたのも当然であろう。しかし、現実か
ら見ると、「魔都」と呼ばれる上海が短時間でその状況を変えることができるはずがない。
そこで彼はやむを得ず、小説の中に自分の理想的な上海（租界と外国人がない上海）を作
ったのであろう。 
一方、日本の作者が書いた探偵小説では、ほとんどの探偵が外国人とわたりあう。例え
ば：「九人目の殺人」の探偵、孫有和は中国人であるが、彼の友人の「私」は日本人であ
り、二人は一緒に事件を調査している。「国際小説 上海」で、陳探偵もかつての友人の
笹川彰（中国名：王黒龍）の要求で、王が関わったとされた殺人事件を調査し始めた。日
本作家が書いた作品に日本人が出るのは当然のことであるが、作者は無理やりに日本人を
小説に入れるのではなく、探偵の友達や探偵本人の役割を担当させ、上海でしかおこりえ
ないような物語を作った。これらの小説には日本人だけでなく、アメリカ人やイギリス人
やドイツ人などいろいろな国の人が出てきて、上海の国際都市としての特徴が強調された
のである。 
 
③、探偵と警察の関わり 
 
探偵小説においては、探偵としての主人公の素晴らしさを強調するため、警察の無能を
描くことがよく行われている。 
日本作家の作品には、警察の登場数は極めて少ない。「掠奪結婚者の死」では、物語の
最後に李探偵がいろいろな調査をしてから、警察署に行って、署長に事件の真実を教えた
時だけ登場した。 
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李探偵は、警察署の署長室に現れた。 
「重大犯人と云うお話だのに、甚だ無理なお願いだが、一寸龍刑事と、柳綉に遇わ
せて貰えまいかね」と、李探偵は相手に強いるように云った。 
「それは困る。僕一個人としては何とも御返事が致しかねるのだ。署長の許可を得
なくてはね」と警部は迷惑そうに答えた。後略［米田 2006：63］ 
 
 警察は事件の調査に何の提供もなく、ただ犯人を拘禁するだけで、実にあってもなくて
もよい人物であり、側面から李探偵の強さを強調したものといえる。 
「九人目の殺人」で、警察が出場したのは物語の最初の殺人事件が起った時だけである。 
 
結局思わぬ儲け物をしたのは公安局の警官諸公で、各所のダンサア二十人近くを裸
にし、心行くばかり調べたのですから、いやもうフラフラになってしまい、何が何や
ら一向に訳が判らぬうちに、又々翌月、今度は復旦大学を卒業したばかりの青年で、
百万長者の次男坊、馮君という男が、第四番目の天国特急です。［白須賀 2006：71］ 
 
 警察はどのように調査しても犯人が見つからなかった。四番目の殺人事件で終わるので
はなく、その後も次々と殺人事件が起きた。遂に七番目の殺人事件が起きてから「有名な」
探偵の孫友和が登場し、最後に事件を解決したのである。 
「国際小説 上海」では、主人公陳探偵自身が工部局の探偵という設定であるが、ほと
んど一人で調査を行い、全く他の警察の力を借りることなく、自分も警察としての権利を
使わなかった。 
『霍桑探案』シリーズは日本作家のようには警察を全面的に否定していない。「今の警
察や司法に関する役人の修養はかなり足りない。普通の常識に対し甘すぎるので、科学を
利用して事件を捜査するのはまだ無理だ。彼らは証拠の足りない事件を解決するのによく
民衆の知識が無いのを利用するし、固有の人権と自由を守らない。かってに証拠なるもの
を見つけては、恐喝と体罰で犯人を判断している」258［程 1997：（2）416］。霍桑は当時
の警察についてこう評価している。しかし、霍桑は警察に対し、ある程度肯定的な評価を
与えたこともある。「汪銀林は水滬警察署の探偵部長、……十二三年間担任している。解
決した事件は多いし、社会にも声望がある」259［程 1997：（4）146］が、「頭の速さは霍
桑に及ばず、探偵に関する常識、例えば観察、推理と応用科学の知識は豊富とはいえない。
                                                             
258 现在警探们和司法人员的修养实在太落后了，对于这种常识大半幼稚得可怜，若说利用
科学方法侦查罪案，自然差得更远。他们处理疑案，还是利用着民众们没有教育，没有知识，
不知道保障固有的人权和自由，随便弄到了一种证据，便威吓刑罚地胡乱做去。 
259 汪银林是水沪警署的侦探部长……，已担任了十二三年，公历的案子既多，在社会上很
有些声誉。 
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しかし、彼は名誉を大切にし、事件を解決する意志や勇気についても警察でよく評価され
ている。」260［程 1997：（1）385］また、霍桑は事件の調査をしている途中に、警察の力
を借りることもしばしばある。例えば、「青春之火」には次のような描写がある。 
 
「私は汪煕年警部に電話をしなければならない、彼に警察をひとり阿栄の家に派遣
してもらって、もっと目を増やしておきたいのだ。」261［程 1997：（１）210］ 
 
それに、事件を解決した後、霍桑は全部自分の功労だと言わず、警察の能力も認めてい
る。例えば、「沾泥花」262には次のような会話がある。 
 
霍桑は「それはよかった。銀林さん、今回の件については貴方の功労が本当に大き
い。おめでとう。」と喜んで言った。彼は右手を出して、来客としっかり握手をした。
汪銀林は「霍先生、とんでもない話だよ。この件の成功は完全に貴方の計画のためで、
我々はただ指図通りに動いただけだ。」263［程 1997：（2）335］ 
 
事件を解決した功労について、誰もそれが自分のものだと言わなかったことからわかる
ように、霍桑と警察の関係がよいだけでなく、互いに助けあい、犯人を捕まえるために自
分の力を出しあったことがわかる。またここでも、霍桑が謙遜していることが見てとれる。 
日本作家が書いた無能な警察に対し、『霍桑探案』シリーズに出た警察は真実に近いと
考えられる。なぜなら、当時の上海にとって、探偵はまだ新しい職業だったからだ。一般
民衆には探偵を雇う経済力もなければ探偵を雇用しようという考えすら持っていなかっ
ただろうから、やはり警察が解決した事件が多かったに違いない。 
 
このように科学調査を重視していることからもわかるように、霍桑は旧式の探偵と違い、
証拠を確認した上で、科学的な思想と態度を持つ新探偵である。ミスによって怪我をした
こともあるから、霍桑とは万能な探偵ではなく、ミスも犯すリアルな人間として表現され
た。半封建半植民地の中国において、何千年も伝わってきた官僚の権力は大きいので、い
くら有名な探偵であっても、警察の力を借りずに事件を解決するのは難しいことであろう。
霍桑がある程度警察の力を借りて、証拠や証言などを得ていたのは当時の現実の情況に近
                                                             
260 汪银林的思想虽不及霍桑的敏捷；关于侦探学上的常识，如观察、推理和应用科学等等，
也不能算太丰富，可是他知道爱惜名誉，他的办事的毅力和勇敢、在警界中首屈一指。 
261 我得打一个电话给王熙年巡官，请他派一个人到阿荣的家里去，多一只眼睛。 
262 初出 1945年『霍桑探案袖珍叢刊』二十七 世界書局 
263 霍桑高兴地说：“那很好，银林兄，此番你的功劳真不小！我给你道喜。”他伸出右手，
和来客紧紧地握一下。汪银林答道：“霍先生，哪里话？这件事的成功，完全是你一个人的
计划。我们不过听命奔走罢了。 
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いと考えられる。また、霍桑という欧米的な名前は、科学的な思想と態度を持ち、理智と
正義を大切にする、敬慕すべき新しい探偵という印象を読者に与えた。しかし、限界もあ
る。国際都市としての上海において探偵活動をする霍桑が解決した事件の中で、外国人と
の関わりがないのは舞台の真実感を大きく削いだ。程小青の描いた外国人のいない上海＝
侵略されていない上海とは彼の理想の上海であり、それは程小青小説の背景の特徴の一つ
と言える。 
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結論 
 
張坤徳翻訳の「歇洛克呵爾唔斯笔記」が『時務報』に載せられたことで、今まで公案小
説を読んでいた中国の読者は新たな小説ジャンル――探偵小説と出会うことになった。事
件を解決することを描くこの二種の小説の比較からわかるように、この新たなジャンルに
属する小説は、今まで公案小説に存在した各種の限界を乗りこえたため、公案小説の速や
かな衰亡を招いたのである。辛亥革命の成功により、近代西洋思想がようやく中国におい
て大幅に広がった。その後、1919年の五四運動は更に「徳先生（デモクラシー）」と「賽
先生（サイエンス）」を中国の民衆に紹介した。それまでの封建制度下の中国においては
想像すらできなかった民主と科学が、人々に衝撃的な影響を与え、民衆も民主と科学への
要求を日々持つようになっていった。「徳先生」と「賽先生」が至る所にあらわれる探偵
小説は、科学と民主の潮とともにだんだん進んでいったのである。コナン・ドイルやエド
ガー・アラン・ポーなどの作家が書いた探偵小説の翻訳のほかに、中国の探偵小説もこの
背景のもとに誕生し、次第に発展して、程小青、陸澹安、張碧梧などの有名な探偵小説作
家が誕生した。五四運動の発展に伴い、新文化運動も盛んになり、それまで文言で書かれ
ていた探偵小説の読者も、一握りの文人階層から一般民衆に広がっていった。その後、読
者の需要が急増したため、1920 年代ごろから、中国の探偵小説もそれに相応して急速に
発展し、物語のプロットも単なる模倣から次第に中国の特色を持ったスタイルに変化して
いった。同時に、外国の探偵小説翻訳も続けられ、欧米を中心にいろいろな探偵小説が続々
と中国に紹介された。日中戦争のために、中国における探偵小説の発展が停滞したことも
あるが、戦争の規模が一時収まったのに伴い、探偵小説はまた大本営としての上海で発展
し始めた。1949 年、新中国の誕生により、社会主義思潮が全中国を席巻し、資本主義産
物と見られる探偵小説はだんだん読者に顧みられなくなった。しかも、1958 年からの反
右派運動と 1966 年開始の文革において、程小青が代表とする探偵小説作家は次々と批判
を受けていた。この新しい背景で、強烈な時代特徴を持つ反特小説が探偵小説にとってか
わり、事件を解決する小説として民衆に愛されるようになった。改革開放後、探偵小説は
また読者に受け入れられ、『霍桑探案』シリーズなどの民国時期の探偵小説が次々と再販
し発行されたが、受け入れる情況については新中国が成立する前の盛況に及ばない。 
1897 年から今まで、わずか 100 年あまりの歴史において、中国の探偵小説は無から有
になり、有から繁栄し、繁栄から消失し、そしてここ数年、再度勃興する趨勢が表れた。
このわずか 100年あまりで、程小青が書いた『霍桑探案』シリーズは中国探偵小説の歴史
で無視できない存在になった。また、探偵小説の創作と翻訳を同時進行していた程小青自
身は中国探偵小説の第一人者の名に恥じない。彼が作った主人公の霍桑は、中国の「探偵」
界において最も読者に喜ばれた。民国時期においても新中国が成立した後も、『霍桑探案』
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シリーズの出版回数と再版回数を超えたものはない。程小青が書いた探偵小説はプロット
が合理的で、推理過程の描写も厳密なため、当時多くの読者は程小青自身を探偵だと思っ
ていた。プロの探偵ではないが、程小青は何件もの事件を解決したこともある。日本駐南
京総領事館の副領事代理行方不明事件、軍閥の妾が巨額のダイアモンド指輪を無くした事
件から、自分が乗っている自転車が盗まれた事件まで彼が解決したことからも、程小青が
書いた『霍桑探案』シリーズにおける推理の正確性が窺える。そして、探偵小説創作の困
難に対し、程小青は何度も相関する文章を書き、新進作家たちに探偵小説の書き方を教え
た。探偵小説の冒頭と結末、及び常用されるべき手がかりと調査方法について、程はすべ
て詳しく説明した。また、彼は探偵小説の地位向上を呼びかけていた。第三回文学論争264
において、彼は探偵小説がまだ文学界に重視されていない状況に対して自分の意見を提出
し、且つ探偵小説は化粧した教科書だと論じて、教育レベルが普遍的に低い一般民衆にと
って、小説を読むと同時に知識を得ることができれば最も歓迎されるという意見を出した。
新中国が成立した初期には、程小青もまた探偵小説の地位向上のため、文章を書き、探偵
小説が青年を啓発し、正確な思想へ誘導する上である程度の機能を持つと述べた。しかし、
中国の文学環境で、程小青が書いた探偵小説に関する理論的な文章は重視されてこなかっ
た。探偵小説だけでなく、程小青は他の領域においても自分の才能を発揮した。彼は映画
の脚本を書いたこともあり、その脚本は民国時期の映画会社に採用されて、多くの映画が
撮影されている。教育においても、程小青は勤勉且つ誠実に働いた。民国時期に教壇に上
がってから、新中国が成立後に政府の呼びかけに応じて職業作家になるまで、彼はほとん
ど教育という仕事を中断していない。たとえ日中戦争初期の困難な時でも、避難中であっ
ても臨時の学校の創立を試み、授業をすることも忘れなかった265。 
多領域の才能を持つ程小青は純粋な文人でもあった。中国何千年もの歴史からみると、
古代から文人は「修身・斉家・治国・平天下」という政治理想を持っている。このような
「兼済天下」という思想のものに、常に「憂患意識」が体現され、中国古代から文人の思
想構成において重要な一環となっていた。列強諸国に侵略され内戦に苦しんでいた近現代
の中国においても、作家は「憂患意識」は持ち続けていた。家が貧しかったために 1６歳
で時計店の見習いになった程小青にとって、見習いから探偵小説作家になるまでの過程に
おいて、苦しみながら成長した経歴は、彼に中国の内憂外患を感じさせ、「憂患意識」と
正義感を持つ文人になることを促した。程小青が書いた霍桑は正しく彼自身の「憂患意識」
の体現だと言えよう。探偵小説にある探偵の正義感と科学観を突出させるため、彼は主人
公に当時一般的な中国人と異なる、外国スタイルの名前――霍桑を与えたのである。名前
                                                             
264 三回の文学論争について、第一章の注 86を参照。 
265 姜維楓著『近現代偵探小説作家程小青研究』（2007年中国社会科学出版社）76頁を参
照。 
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から既に今までの「探偵」と違う感じを読者に感じさせたいという程小青の望みが感じら
れる。霍桑の口を通じて、程小青は一人の教師として青少年への関心を述べた。小説を通
して、程は中国の未来と呼ばれる青少年たちをいろいろな誘惑から引き離そうと試み、青
少年たちに国のため自分の力を出すべきだという価値観を教えた。また、同時代の社会に
現れた教育、婚姻自由、賭博、司法公平などの多くの問題に関して、程小青も霍桑の言動
を通して深刻に指摘し、自分の意見と建議を提出した。それによって、読者に当時存在し
ている社会問題について真面目に考えさせようとしたのである。その上、読者が自分自身
で当時の社会問題を改善しようとすることを程小青は望んでいた。その他、社会に現れた
舶来品を熱中する気風に関して、霍桑が日常生活で国産品しか使わないという描写を以て、
間接的に読者に影響を与え、側面から当時の国産品愛用運動を支えた。霍桑という人物像
は完璧に程小青の「憂患意識」を体現したと言える。つまり、程小青は小説に、意識的に
社会問題への批判や青少年への教育などの「啓蒙」的要素を加えたのである。今までの研
究では、「啓蒙」を強調する新文学と読者に迎合する通俗文学ははっきり二分されてきた。
しかし、本論文の第二章で述べたように、程小青の作品は「啓蒙」の機能を持つ。彼の探
偵小説が当時大変人気があったことからわかるように、当時の市民階層は「啓蒙」を提唱
するエリートたちの立場と違い、自身の娯楽や興味を重視する読者であったが、救国と啓
蒙が文壇の主流であった時代において、市民階層はこの基本的な方向性から完全に離れる
ことができなかったのである。そのため、当時の市民階層の需要・関心には通俗小説の物
語だけでなく、現代社会と民主科学への憧憬も含まれていたのだ。とすれば、我々は民国
時期における市民文化について改めて思考すべきであり、また新文学と通俗文学の関係に
ついて、無関係な二つの文学スタイルとして理解してはならないのではないか。この点を
も含めて、中国通俗文学及び民国時期における市民文化などと関わる研究にはなお多くの
課題が残されているが、それらについては将来の研究に期したい。 
また、霍桑は単に程小青の「憂患意識」を体現しただけでなく、同時期の中国探偵小説
と比べると、いろいろな特徴を有している。まずは助手がいることである。包朗は霍桑の
助手として、ほとんどすべての作品に現れ、且つ事件の調査に参加した。それに対し、同
時期の他作品における探偵は助手がいないか、あるいは助手が調査に参加しない。そうな
ると、他の作家は手がかりを見つけるプロットへの描写が足りなくなってしまうので、探
偵小説としての魅力が削がれてしまうことは否めず、しいて言えば魅力が不足しているよ
うに思える。これらの対比から見ると、程小青の探偵小説に対する制御能力がよくわかる
し、彼がプロットの設計を厳密に行っていることも見てとれよう。程小青本人と同じよう
に、霍桑も名声に無頓着で、騒がれることを迷惑と感じているところから、中国文人とし
ての謙虚な性格が体現された。その他、細かいところから分析を着手することから、霍桑
が一人の探偵として基本的な観察を欠かさず、明晰な分析力を持っていることがわかる。
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そのため、誰も気づかないところに注意し、数多くの事件を解決することができたのだ。
さらに日本の作家が書いた探偵たちとの比較から、霍桑の特徴を知ることができる。民国
時期において、翻訳されたのはほとんど欧米の作家が書いた作品であり、上海を舞台とす
る日本の探偵小説が中国語に翻訳されたという証拠は、現段階では見つけられていない。
それに、本文において引用した三篇の日本作家が書いた作品には、発表された時間から見
ると、『霍桑探案』シリーズより後れているものもある。つまり、霍桑という人物像は直
接に上海を舞台とする日本の探偵小説から影響は受けていなかったろう。日本の探偵小説
に出た孫友和、陳開元両探偵の名前と比べると、霍桑という名前の欧米スタイルと彼が持
っている正義感、科学観がはっきり見てとれる。そして、警察とよく協力し事件を解決す
る霍桑は謙虚という美徳を持っており、更に現実に近いと読者に感じさせた。そのため、
霍桑という人物像の真実感も増したのである。しかし、『霍桑探案』シリーズは国際都市
としての上海を舞台としながら、外国人はひとりも登場しない。「憂患意識」を持つ程小
青が一人の中国人として上海が列強に分割された現実から逃げ出し、理想的な上海を作っ
たのだと考えられるが、客観的に言えば、この設定によって結局上海を中心に活動した霍
桑の真実性は大いに減少したと言える。 
総じて言えば、わずか数十年の中国の探偵小説史において、程小青が描き出した霍桑と
いう探偵像は読者の心を掴んだ。霍桑の地位は民国時期の中国において、シャーロック・
ホームズと比べてもいささかも遜色がなく、ある意味ではシャーロック・ホームズを超え
たところもあった。しかし、新中国成立後の社会主義社会という政治背景と各種の運動の
ため、長時間にわたって、探偵小説は認められなかった。本論では霍桑及び程小青に対す
る論述を通して、『霍桑探案』シリーズ及び程小青に対し、相応の再評価を行うことがで
きたと考えている。 
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付録 程小青年譜266 
 
1893 年 6 月 21 日（清光緒十九年六月二十一日）、上海市淘沙場に長男として生まれた。
原名は青心、幼名は福林である。日中戦争の時、汪兆銘政府からの干渉を避けるため、名
を程輝斎に変えた。よく使うペンネームは程小青だが、1930 年代、映画脚本を創作した
時には金鏗というペンネームを使った。1923 年に蘇州の家を「繭蘆」を命名したため、
繭翁と自称したこともある。 
1901年、上海の私塾に入学。聡明で教師に好かれた。 
1903年、十一歳の時、父が癲癇病で急死。 
1905年、偶然コナン・ドイルのシャーロック・ホームズ小説を手に入れ、シャーロック・
ホームズの素晴らしさに敬服した。 
1906年、クラリネットを学び、中国初めのブラス・バンド――「謀得利楽隊」に入った。 
1908 年、困窮のために退学。新聞で「振華西楽隊」が楽師を募集する知らせを見て、応
募し、合格した。 
1909 年、振華西楽隊が経営不振で解散。楽隊の紹介により、見習いとして上海亨得利時
計屋に入った。 
1910 年、時計屋で呉という先輩と知り合った。呉の家には大量の蔵書があり、程小青は
彼からよく本を借りて、心にのこる表現を見つけては書き写した。その後小説を創作、投
稿を試みたが、ほとんど不採用であった。この年上海青年会の塾に合格し、英語を勉強し
始めた。 
1911 年、千字ぐらいの恋愛小説を『小説月報』に投稿。不採用であったが、編集者の惲
鐵樵に才能を買われた。その後、惲からいろいろな指導を受け、その勧めで『礼記・檀弓』
を精読した。このことは程が生涯の文学創作に大きな影響を与えた。中華民国成立後、す
ぐ弁髪を切った。 
1914 年、コナン・ドイルのシャーロック・ホームズ探案シリーズから啓発を受け、中国
特徴のある探偵を作ろうと考えた。上海の『新聞報』の文芸欄「快活林」が原稿募集をし
ていたため、「霍森」を主人公とする探偵小説「燈光人影」で応募し、採用された。植字
と校正のミスで「森」が「桑」になったが、以降そのまま「霍桑」が主人公になった。 
1915 年、浙江省乍浦鎮の黄含章と結婚。春、外国人教師に呉語を教えるため、一家で蘇
州に転居した。その後、東呉大学付属中学校のアメリカ人教師許安之（SHERETZ）と知り
合い、互いに英語と中国語を教えあうようになった。後に英語書籍が読めるようになり、
翻訳の練習を始めた。 
                                                             
266 『蘇州地方誌』により纏めた。 
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1916 年、中華書局の招きにより、周瘦鵑などと文言で『福爾摩斯偵探案全集』十二冊を
翻訳、刊行した。第六、七、十、十二冊に程の翻訳作品がある。この全集は日中戦争まで
に二十回再版された。秋、蘇州景海女子師范学校の国語教師に招聘された。 
1917 年、東呉大学付属中学校の教師の紹介でキリスト教監理会（後に中華キリスト教衛
理公会に改名）に入り、礼拝などの活動に参加するようになった。 
1918年、長男の育徳が生れた。 
1919年、文言で探偵小説「江南燕」を発表、霍桑という探偵が始めて正式に登場した。 
1921 年、周瘦鵑が編集長を担当する『礼拝六』が復刊、程は特約寄稿者になった。長女
の育真が生れた。育真は 1945年、大学卒業後にアメリカに留学し、定住している。5月、
上海世界書局によって『紅雑誌』が創刊され、重要な特約寄稿者となった。世界書局の社
長沈知方は程が出版したすべての作品と翻訳作品の版権を買おうとしたが、拒否された。 
1922年、6月、『偵探世界』が発行され、合計三十六期出版された。程は編集長を務めた。
8月 27日、蘇州文人の范煙橋や鄭逸梅などが「星社」を成立した。程は 1923年に参加し
た。11月 15日、雑誌『太湖』を創刊した。 
1923年、上海小説専修学校が創立され、「探偵小説専門」の教員として招かれた。秋、東
呉大学付属中学校の国語教員に招聘された。 
1924年、アメリカの通信大学で犯罪心理学と探偵学を勉強し始めた。 
1926年、次男の育剛が生れた。 
1927年、徐碧波らと蘇州の五洲路公園に「公園映画館」を創立した。 
1928年、『世界名家偵探小説集』の翻訳を完成させた。 
1929 年、探偵小説に関する論文をいくつか発表。3 月、『紫羅蘭』二十四号に「偵探小説
在文学上之位置」を発表。5月 11日と 21日、『紅玫瑰』に「談偵探小説」が連載された。 
1930 年、世界書局から『福爾摩斯探案大全集』の編訳仕事を受け、1916 年の『福爾摩斯
探案全集』を全部白話文で翻訳し直し、また 1916 年以降コナン・ドイルが書いた探偵小
説を翻訳した。合計五十四篇、七十万字。 
1931年、映画の脚本に携わり、「舞女血」と「窓上人影」が映画化された。旧作を整理し、
『霍桑探案匯刊』を編成して、上海文化書局により出版された。満州事変後、家族が日本
製の商品を買うことを禁じた。 
1932年、夏、「公園映画館」の近くで買ったばかりの自転車が盗まれ、程は推理、調査な
どの方法で犯人を捕まえたが、それはニュースとしてつたえられた。続けて映画の脚本を
主に創作し続けた。 
1933年、「從「視而不見」説到偵探小説」と「偵探小説的多方面」をそれぞれ『珊瑚』十
三号と上海文華美術図書公司『霍桑探案第二集』に掲載。旧作を整理し、『霍桑探案匯刊
二集』を編成し、上海文華美術図書公司により出版。 
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1935年、『斐洛凡士偵探案』を翻訳。 
1936年、蘇州の望星橋北堍弄の家に部屋を増築、やはり国産の木材と煉瓦を使用。 
1937年、5月、上海映画界代表団の一員として南京に訪問し、南京映画検査委員会の歓迎
会に参加した。7月 7日に、日中戦争が勃発した。8月 17日、周瘦鵑らと一緒に浙江省呉
興南浔鎮に避難。11 月、安徽省黟県南屏村に避難した。その頃、同僚と東呉附中皖校を
創立。 
1938年、東呉附中で復校のため、上海に戻る。10月 10日、徐碧波と『橄欖』を創刊した
が、僅か 5期で停刊。 
1939年、汪兆銘政府側の新聞に投稿せよという脅迫を無視。「金鏗」というペンネームで
映画脚本を創作。 
1941 年、東呉大学廃校のため、附属中学校も廃校に。以前の同僚と租界で正養中学校を
創立。 
1942年、張恨水の「金粉世家」を映画脚本に脚色。11月、『大衆』が発刊、特別寄稿者と
して招かれる。 
1943年、9月、孫の黎明誕生。 
1945 年、太平洋戦争終了。東呉大学の復校に伴い、附属中学校も復校。蘇州に戻り、附
属中学校で教鞭をとる。 
1946年、1月 10日、雑誌『新偵探』が創刊されて編集長となる。世界書局より出版。『霍
桑探案袖珍叢刊』三十冊が続々と世界書局に出版され、翻訳作品の『圣徒奇案』、『陳査理
探案』、『斐洛凡士探案全集』も出版された。 
1947年、アガサ・クリスティの小説 N or M?を翻訳。 
1949年、10月 1日、中華人民共和国が成立。 
1952年、蘇州市立第一中学校の国語教員になった。 
1956 年、職業作家は創作に専念しようという呼びかけに応じ、蘇州市立第一中学校を辞
して専業作家となる。7月、中国民主促進会（民進）に入り、民進江蘇省委委員、蘇州市
委常務委員に選ばれた。8 月、政治協商会議に参加し、蘇州市政協委員に選ばれた。「她
為什麼被殺」は上海文化出版社により二十万冊出版された。 
1957 年、警察の協力を受けて「大樹村血案」、「生死关頭」、「不断的警報」を書き、上海
文化出版社に出版されて、どれも二十万冊以上発行された。5月 23日、『文匯報』で「從
偵探小説談起」を発表。 
1958年、中国作家協会江蘇分会に入った。 
1959年、10月 1日、文化部の招きにより、国慶式典参列代表として国慶十周年に参加。 
1963 年、包天笑の誘いで香港に旅行しようとしたが果たせず。5 月、「我和世界書局的關
係」を執筆。 
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1966年、文化大革命開始。8月、周瘦鵑、范煙橋と蘇州の「三家村」として指弾され、開
明大劇場で批判された。8月末、家財没収。 
1967年、范煙橋が病没。 
1968年、周瘦鵑が自殺。 
1970年、自宅に軟禁され、自由を失う。 
1971年、「解放」を宣告される。 
1974年、積極的に政協の政治学習に参加。 
1975年、中国共産党蘇州市委員会に招かれる。9月、妻黄含章が病没。 
1976年、9月 28日、肺炎で入院。10月 12日逝去。10月 14日、中国共産党江蘇省委統戦
部、政協蘇州市委、作協、蘇州市文連が追悼会を行った。 
 
 
